
Panasonic 

取扱説明書 

カラーレーザー複合機 

品番 KX-MC6280N 


Multi-Function Station に D - ROIVI ) のインス!ル中は、接続の指示びあるまで本機を 
USB ケーブルでコンピューターに接続しないでください。 



添付の「取扱説明書（基本編)」には、本機を安全にお使いいただくためのま意事項や本機の主な仕 
様など、基本的な内容を記載していまず。 


FOR ENGLISH USERS: 

You 巳 an select English for the display and report (feature #110, page 74). 


• 本機は発信者ま号通知に対応していまず。ご利用にあたっては、サービスプロバイダー/電話会 
社か6提供されているサービスへのお申し込みび必要でず。 





















このたびは、パナソニック毁品をお貢い上げいただき • SD 、 SDHC ' min 旧 D 、 min 旧 DHC ' microSD 、 

まして、誠にぉ0び-**ラござぃまず。 microSDHC □コ'は SD -3 C , LLC の商標です。 


本機では、操作に使用する言語を曰本語と巧語か5遇 

巧できます。 

選択した言語び使用されます。初期値は日本語です。 

設定の変更ち法については、74ページの機能#110を 

参照してください。 

お巧百は 

• 用紙の印刷面を消し3’ムなどでこすらないでくだ 
さい。印刷びにじむおそれびあ0ます。 

敦品屏案、譲お、および返が時のごを意 

• 本機では、個人情報や機密情報をな持できます。 
プライバシー/機密な護のために、本機を廃棄、 
譲渡、返却する前に、電話番号（または発信者情 
報）のよラな情報の消去を推奨します。 

• お客様の大切な情報の流出による不測の損害を回 
避するため、 SD 力ードは化ず取り出してくださ 
い。 

篇境への取 D 組み 

•パナソニックは、よりをくの製品の再利用や、無 
駄をな < したお包の実践といつた省エネ J レギーデ 
ヴインの商品開発を通して、製品ライフサイクル 
のあらゆる側面において環境への配慮を戦略的に 
取り入れています。 

商標 

• Microsoft 、 Windows , Windows Vista 、 及び 
Internet Explorer は、ホ国 Microsoft 

Con 30 ration のホ国、日本及びその他の国における 
登録商標または商標です。 

• Pentium は、アメ U 力合衆国およびその他の国に 
おける Intel Corporation の商標です。 

• スク IJ — ンシヨットは 、 Microsoft Corporation 
からの許可を受けて使用されています。 

• Adobe 及び Adobe Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の米国及び 
その他の国における登録商標または商標です。 

• 3 M は、 3 M Company の商標または登録商標です。 

• Av 巨 ryl ま 、 Avery Dennison Corporation の登録 
商標です。 

• PCL は、 Hewlett-Packard Company の商標で 
す。 


ぶ m 嫂 m 製 

ぶ夕 m 嫂 m 製 


• 本書に記載されているその他のすべての商標は、 
各所有者に帰属します。 
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重要情報 


本来の性能を巧揮をせるために 

トナーカート y ッジとドラムカート y ッジ 

• トナーカート U ッジまたはドラムカート U ッジを 
交換する場合、ドラムにほこり、水、または液体 
などを接触させないでください。印刷品質に悪影 
響を及ぼすおそれびあ D ます。 

• 本機を正しくお使いいただくために、パナソニッ 
ク製のトナーカート U ッジとドラムカート U ッジ 
のご使用をお勧めします。パナソニック製(外の 
トナーカート U ッジまたはドラムカート U ッジの 
使用に起因してなのよラな問題び生じた場合、弊 
社では責任を負いかねます。 

一本機の損傷 
一印刷品質ほ下 
一動作不良 

トナーカートリッジ 

• トナーカート U ッジを保護袋から出した状態で長 
時間放置しないで<ださい。トナーの寿命び短< 
なります。 

ドラムカートリッジ 

• ドラムカート1」ッジの設置を始める前に、11ぺ一 
ジの説明をよ<お読み<ださい。説明を読み終え 
た後、ドラムカート1」ッジな護袋を開封してくだ 
さい。ドラムカートリッジには、感光性のドラム 
び含まれています。光に当てると、ドラムを損傷 
するおそれびあります。一旦、保護袋を開封した 
ら、なの点に注意してください。 

ードラムカート1」ッジを光に45砂(上当てない 
でください。 

ードラムカート U ッジ底面の緑色のドラム表面に 
触れたり、傷つけたりしないでください。 

ードラムカート U ッジをほこりや巧れの近く、ま 
たは湿度の高い場所に置かないで<ださい。 

ードラムカート U ッジを直射日光に当てないでく 
ださい。 

• 印刷直後に電源スイッチをオフにしないでくださ 
し、ドラムカート U ッジの寿命び短くなります。 
印刷後は電源をオンにしたままで30分(上放置し 
て < ださい。 

設置場所 

• 不具合を避けるため、テレビやスピーカーなど強 
し、磁気を発生させる機器の近くに本機を置かない 
で < ださい。 

静電気 

• 本機内部のインターフェースコネクターまたはそ 
の他の電気部品の静電気による損傷を防止するた 
め、電気部品に触れる前には、必ずアースに接続 
されている金属面に触れて<ださい。 


境 

• 堂光灯やモーターなど電気的ノイズを発生させる 
装置に近づけないでください。 

• ほこりのをい場所、高温の場所、および振動する 
場所には置かないでください。 

• 直射日光に当てないでください。 

• 本機の上に重い物を載せないで<ださい。長期間 
使用しない場合、電源コンセントから本機の電源 
プラグを抜いてください。 

• ヒーターや台所用レンジなど熱源機器には近づけ 
ないで<ださい。湿気のをい地下室への設置ち避 
けて < ださい。 

•本機のち側、左側、および後面から10 cm しソ内に 
は物を置かないでください。 

• 本機のスロットまたは開□部をふさびないでくだ 
さい。定期的に通風孔を点検し、掃除機でほこり 
を取り除いてください（①)。 



曰常のお手入れ 

• 本機の表面をやわらかい巧で拭いてください。ベ 
ンジン、シンナー、または研磨剤は使用しないで 
<ださい。 


法律で禁じ6れていること 

なのよ5なコピーは法律によ D 罰せられますので十分 
ごま意ください。 

• 法律でコピーを禁止されているちの 

1 . 国内かで流通する紙幣、貨幣、政府発行の有価 
証券、国債証券、地ち債証券 

2 . 未使用の郵便切手、官製はびさ 

3. 政府発行の印紙、酒税法や物品管理法で規定さ 
れている証紙類 

• ま意を要するちの 

1 . 株券、手お、ル切手など民間発行の有価証券、 
定期券、回数券などは、事業会社び業務上必要 
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重要情報 


最低部数をコピーするしツ外は政府指導によって 
ミ主意び呼びかけられています。 

2. 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発 
行の免許証、許可書、身分証明書や通行券、食 
券などの切符類のコピーを避けてください。 

• 著作権の巧象となっている書薦、絵画、版画、地 
図、図面、写真などの著作物は個人的または家庭 
内その他、これに準ずる限られた範囲内で使用す 
るためにコピーする！;(外は禁じられています。 
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1. 概要および設置 

アクセヴ U — 

1.1 付属品/添付品 . 

1.2 消耗品/オプシヨン品情報 
操作部をお認ずる 

1.3 ボタンの説明 . 

1.4 ディスプレイの説明 . 

1.5 外観 . 

設置 

1.6 トナーカートリッジと 

ドラムカートリッジ . 

1.7 用紙 . 


2. 準備 

接続とセットアップ 

2.1 接続 . 

2.2 電源スイッチをオンにする . 

2.3 ダイヤル切替 . 

2.4 操作モードを選択する 

(スキヤン/コピー/ファクス/ 

プリント） . 

原稿の要件 

2.5 原稿をセットする . 

音量 

2.6 音量を調整する . 

最初の機能設定 

2.7 曰付と時刻 . 

2.8 名前登録 . 

2.9 ファクスま号登録 . 

2.10 LAN にアクセスでをるように設定する 

2.1 1 Multi-Function Station 

をインストールする . 

2.12 Multi-Function Station を起動する. 
早見表 

2.13 主なスキャン機能/ファクス受信機能 


4.2 コンピューターからスキャンする 

(プルスキヤン） . 46 

5. コピー 

コピー 

己.1コピーを作成する... . 48 

己.2その他のコピー機能 . 50 

6. ファクス 

ファクス送信 

6.1 ファクスを手動で送信する . 已已 

6.2 電話帳の項目を登録する . 已7 

6.3 電話帳を使用してファクスを送信する ...... 已8 

6.4 同報送信 . 已9 

6.已コンピューターファイルをファクスメッセー 
ジとしてコンピューターから送信する ...... 60 

ファクス受信 

6.6 用途を選択する . 61 

6.7 ファクスを自動で受信する 

一自動応答オン . 62 

6.8 ファクスを手動で受信する 

一自動応答オフ . 曰3 

6.9 受信したファクス文書を表示する . 已已 

6.10 留守番電話を接続して使用する . 日7 

6.1 1迷惑ファクス防止（迷惑発信者からのファク 

ス受信を防止する） . 日8 

6.12 コンピューターでファクスを受信する ...... 69 

6.13 Web 見てから印刷 （ LAN 接続のみ) . 70 

7. 発信ちを号通知 

発信ちま号通知 

7.1 発信者ま号通知サービス . 71 

7.2 発信ち情報を表示してかけ直す . 71 

7.3 電話をかけ直す前/登録する前に電話番号を 

編集する . 72 

7.4 発信者情報を消去する . 72 

7.5 発信者情報を登録する . 72 

8. プ□グラム設定 

機能一覧 

8.1 機能設定 . 73 

8.2 基本機能 . 74 

8.3 ファクス機能 . 79 

8.4 コピー機能 . 85 

8.已コンピューターからのプ U ント機能 . 86 

8.6 スキャン機能 . 89 

8.7 LAN 機能 . 90 

8.8 ダイレクトプ U ント機能 . 93 

8.9 ネットワーク機能 （ LAN 接続のみ) . 94 


已 


3. プ IJ ン ター 

プ U ンター 

3.1 Windows アプリケーションから 

印刷する.. . 34 

3.2 Easy Print Utility ... 37 

3.3 SD 力ー ドからダイレクトプ U ントする.…38 

3.4 FTP サーバーから ダイレクトプ U ントする 

( LAN 接続のみ) . 40 

3.5 受信した E >< —ルの添付ファイルを自動的に 
印刷する （ LAN 接続のみ） . 41 

4. スキャナー 

スキャナー 

4.1 本機からスキャンする 

(プッシュスキャン） ... 42 


7 7 


8 9 0 
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9. お巧立ち情巧 

お役立ち情報 

9.1 文字入力 . 98 

9.2 本機の状態 . 99 

9.3 操作を中止する . 100 

9.4 印刷濃度を調整する . 100 

9.5 SD 力ード . 101 

オプション 

9.6 ハンドセットユニット（オプション） ...... 102 

9.7 自動両面印字ユニット（オプション） ...... 104 

9.8 増設カセット（オプション） . 104 

9.9 増設カセット/自動両面印字ユニット（オプ 

ション）を設定する . 10己 

9.10 カラー印刷を制限する . 106 

10. ヘルプ 

レポートとディスプレイ 

10.1レポートメッセージ . 108 

10.2ディスプレイメッセージ . 110 

トラブル時の処置 

10.3 正しく機能しないとを . 114 

11■紙詰ま0 

詰まり 

11.1 用紙詰まり . 124 

11.2 原稿詰まり（自動原稿送り装置） . 129 

12.清掃 

清掃 

1乙.1白ガイド/白板とガラスを清掃する ........ 130 

12.2 原稿搬送□-ラーを清掃する . 131 

12.3 用紙搬送ガイドを清掃する . 132 

13■-艇情巧 

印刷レポート 

13.1 参考 U ストおよびレポート . 133 

仕様 

13.2 仕様 . 134 

著作権 

13.3 着作権及びライセンスに関する情報 ........ 136 

14.索引 

14.1 索引 . 1已2 
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1. 概要および設置 


1.1 付属品/添付品 

①トナーカート1」ツジ（スターター） 

(シアン/マゼンタ/イエ □—/ ブラック） 



⑤ドラムカート1」ツジ ③ドラムカート1」ツジ 
(カラー) (モノクロ） 




④廃トナーカート U ツジ⑥ CD-ROM 
(本機内部に取0付け 
済み） 





⑥かんたん設置ガイド ⑨ 





⑩電話機コード 


*1 ISO / IEC 19798で規定されたページを1,000 
ページ印刷します。 


お知己は 

• 購入時の段ボール箱と ffl 包巧は、本機の輸送およ 
び運搬に備えてイ呆巧しておいてください。 

•本機を箱から取 D 出した後は、電源プラグキャツ 
プやお包ネオを適切に取り扱って < ださい。 

1.2 消耗品/オプション品情報 

■消耗品 

本機を正し<お使いいただ<ために、弊社ではパナソ 
ニツク製のトナーカート U ツジとドラムカート U ツジ 
のご使用を推奨します。 

—トナー カートリッジ 


カラー 

品巧 

シアン 

KX-FATC 己 06 N 

マゼンタ 

KX-FATM 己 07 N 

イエ□— 

KX-FATY 己 08 N 

ブラック 

KX - FATK 509 N 


• ISO / IEC 1目7目8で規定されたページを4,日日日 
ページ印刷します。 

-ドラムカート y ッジ{カラー） 

• 品香： KX - FADC 510 N 
-ドラムカート y ッジ{モノクロ） 

• 品番： KX - FADK 呂 11 N 
—廃トナーカートリッジ 
• 品巧： KX - FAW 505 N 

■オプション品 
-増設カセット 

• 品番： KX - FAP 317 N 
-自動両面印字ユニット 
• 品番： KX - FAB 318 N 

-八ンドセットユニット 

• 品番： KX - FA 103 N 
お巧5せ 

• ISO / IEC 1目7目8の規定は下記の通りです。 

-環境； 23 ± 2で/己0 ±1日〇/〇 RH (相対湿 
萨） 

ープ U ントモード：連続印刷 
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1. 概要および設置 


〇【コピー】 

• コピーモードに切り替わります C 21、 48ペー 
ジ)。 

0 【スキヤン】 

• スキヤンモードに切り替わります（21、42 
ページ)。 

0【拡張機旨じ，*] 

• 基本機能/化張機能設定に切り替わります。 

〇【機制 

• 機能設定を開始または終了します。 

© 【セット r 

• 機能設定中に設定をイ呆巧します。 

0【再ダイヤル】【ポーズ】 

• 最後にダイヤルした番号に再ダイヤルします。 
ファクス送信時に話し中の場合、本機は自動的 
にそのま号を2回しツ上再ダイヤルします。 

• ダイヤル中にポーズを挿入します。 

〇【フック】 

• 専用電話サービスにアクセスするか、内線電話 
を転送します。 

包【卜ーン】 

• ご利用の回線びダイヤル回線の場合、ダイヤル 
時にダイヤル回線からプッシュ回線に一時的に 
切り替えます。 

0 【ファクス受信モード】 

• 自動応答設定をオン/オフにします（日2ペー 
ジ)。 

⑩【ファクス】 

• ファクスモードに切り替わります（21、已已 
ページ)。 

の 【プリント】 

•プ U ントモードに切り替わりますに1、38、 
40ぺージ)。 

あ辰る r 

• 前のディスプレイに戻ります。 

• 文字/数字を消去します。 

必 ナビゲーターキー’1 

• 目的の設定を選択します。 


の 【着信メモ U -】 

• 発信者番号通知サービスの発信者ま号を表示し 
ます （71 ぺージ)。 

瓜 【モニター】 

• ダイヤルを開始します。 

受話中に【モニター 】 を押すと、巧手側の音声び 
聞こえます。こちらの音声は巧手に聞こえませ 
ん。 

瓜 【モノクロ】 

•原稿を白黒でコピーします （48 ページ)。 

• 原稿を白黒でスキャンします（プッシュスキャ 
ン） （42 ページ)。 

•原稿を白黒でプ1」ントします（ダイレクトプ1」 
ント）（38、40ぺージ)。 

• ファクスを送信します（已己、己4ぺージ）。 

•受信したファクス文書を印刷します（日己ぺ一 
ジ)。 

め【カラ-】 

• 原稿を カラーでコピーします （48 ページ)。 

•原稿をカラーでスキャンします（プッシュス 
キャン） （42 ぺージ)。 

•原稿をカラーでプ U ントします（ダイレクトプ 
リント）（38、40ぺージ)。 

の 【ストップ】 

• 操作または機能設定を中止します。 

*1 詳細については、9ページを参照してください。 


.3 ボタンの説明 


音量を調整します （23 ページ)。 

イ呆巧されている項目を検索します（已8ぺ- 
ジ）。 
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1. 概要および設置 


キーを使用して上または下にスクロールしてくだ 

1.4 ディスプレイの説明 さい 


0 


0 0 


つ 

■'基本機能 




項目還お 



H — 〇 


印刷部数 ィ 

01 

► 

コピー サイズ 

A 4 ートレイ 1: A 4 


ズーム 

100% 


画質 

3:文字/写真 


ページレイアウト 

なし 



コピ -:® ® 




〇機能モード 

• 機能モードを表示します。 


0ステイタスバー 

• 操作モードを表示します （21 ページ)。 

• 日付と時刻を表示しますに4ページ)。 

• エラーメッセージを表示します （1 10ぺ一 
ジ）。 


包メインディスプレイ 

• 機能設定を表示します。 

• SD ™ カードにイ呆巧されている画像のサムネー 
ルイメージ （38 ページ）または受信したファ 
クス文書（己已ページ）を表示します。 

• エラーメッセージを表示します （1 10ぺ一 
ジ）。 


〇 SD 力ードアイコン 

• このアイコンは SD 力ードび挿入されていると 
きに表示されます(101ページ)。 

@ SD 力ードアクセスアイコン 

• このアイコンは SD 力ードび挿入されていると 
をに表示されます(101ページ)。 

• このアイコンは SD 力ードへのアクセス時に緑 
になります。 

©トナーカート U ッジ寿命 

• 各カラーのトナー残量を表示します。 

〇 ボタン操作ガイド 

• 選択中の操作に巧して利用可能なボタンを表示 
します。 


お巧百せ 

• 表示されるメニュー項目は、操作に応じて異なる 
ことびあります。現在のページに表示されていな 
いメニュー項目を選択するには、ナビゲーター 


1.4.1 デイスプレイとボタン 

操作項目の移動または表示項目の選択には、なのボタ 
ンを使用でさます。 



〇【お張機能】 

• 機能モード（基本機能と拡張機能）の表示を切 
り替えます。 

• 操作中に機能設定を変更します。 

0 【セット】 

• 機能設定中に設定を保をします。 

• "V" を付けて、項目を選択します。または、 

"V" を削除して、項目の選択を解除します。 

@原る】 

• 前のディスプレイに戻ります。 

• 設定を維持したまま操作を終了します。 

〇ナビゲーターキー 

• ディスプレイに表示されている項目を選択しま 
す。 

• 機能設定中に機能または機能設定を選択しま 
す。 

• なの操作に移動します。 

• 表示されているイメージをスク□ールします 
(已已ぺージ)。 
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1. 概要および設置 


1■已か観 

1.5.1 前面図 



① ADF {自動原稿ちりお置）カバー 

⑤ 原稿ガイド 

③ 原稿トレイ 

④ 原稿巧のトレイ 

⑥ ADF 

⑥ 原稿が出部 

⑦ 原稿巧入部 
⑨電源スイッチ 

⑨ SD 力ードス□ット 

⑩ ちカバー 

⑩ンドセット{オプション）接続端モ 
® リリースレバー 
® A ンドセットコードホルダー 
@標準カセット 
© 前カバー 
饭用が巧出部* 1 



⑩おトナーカートリツジ 

{本機巧部に取日付け巧み）’2 

"1 本機は印刷済みの用紙を約100枚まで収容でさま 
す。用紙排出部び一杯になる前に、印刷済みの用 
紙を取り出してください。（枚数は使用環境によつ 
て変わる可能性びあります。） 

*2 廃トナーカート U ツジは、印刷中に排出された卜 
ナーを回収します。 


1 .5.2 を面図 



〇スピーカー 
0電源コード差込 □ 

0電話回線端子 
〇か部電話端モ 
0アース{接巧）端モ 
〇 LAN 端モ 
〇 LED 
0 USB 端子 

0自動両面印字ユニット{オプション）端子 


輸送用テープの取0かし 

輸送用テープを取りタルます（①)。 



お知己は 

• 輸送用テープの位置は予告な<変更されることび 
あります。 
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1. 概要および設置 


1.6 トナーカート U ツジとドラム 
力ート U ツジ 

付属のトナーカート U ツジはスタータートナーカート 
U ツジです。 

お巧 5 せ 

• 設置を始める前に、巧の説明をよ<お読み<ださ 
し、。説明を読み終えたを、ドラムカートリツジな 
董袋を開なしてください。ドラムカートリツジに 
は、感化性のドラムびさまれていまず。巧に当て 
ると、ドラムを損傷ずるおそれびお D ます。一旦、 
巧董袋を開なした百、巧の点にを意してください。 
-ドラムカートリツジを巧に 45 巧な上当てない 
で < ださい。 

-ドラムカートリツジ底面の緑色のドラム表面に 
触れたり、傷つけたりしないでください。 

-ドラムカートリツジをほこ日や巧れの近く、ま 
たは湿度の高い場所に置かないで < ださい。 

-ドラムカートリツジを直が曰巧に当てないでく 
ださい。 

• トナーカートリツジを巧童装か 5 出した巧態で長 
時間が置しないで<ださい。トナーの寿命び巧< 
な0まず。 

• 本煤の損傷または印刷品質のほ下び、パナソニツ 
ク製なかのトナーカート y ツジやドラムカート 
y ツジのほ用に起因ずる場合、巧なでは責任を負 
いかねまず。 

• トナーカートリツジにトナーを追加しないでくだ 
さい。 

1 中央部を持って前カバー(①）を開ける。 



2 タブ（⑤）を矢印方向に押して、ドラムカート 
U ツジカバーのロックを解除する。 



お知百は 

• 動作中に、前カバーまたは左カバーを開けたり電 
源スイッチをオフにした場合、タフ（⑤）び□ッ 
クされて動かない場合びあります。このよラな場 
合は、前カバーと左カバーを閉めて、電源スイッ 
チをオンにしてください。本機び処理動作を行い、 
処理動作び終了して停止した後に、タブ（⑤）を 
押して □ ックを解除してください。 
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1. 概要および設置 


3 レバー(③）を持ち上げて、ドラムカートリッジ 
カバー(④）を開ける。 



4 オレンジ色のプロテクター(⑥）を手前に引っ 
張って取り出し、本機から完全に引を出す。 

•転写ベルト（⑥）に触れたり、傷つけたりしな 
いで < ださい。 




5 ドラムカートリッジ（カラー)をな護袋から取り 
出す。 



• 輸送用テープを取りかします。 

• ステップ8でドラムカート U ッジ（カラー)を 
取り付けるまで、イ呆護袋からドラムカート U ッ 
ジ（モノクロ）を取り出さないでください。 

• ドラムカートリッジ（カラー)を持つとさは、 
高い場所からの落下による損傷を防止するた 
め、 テーブルの 上で取り扱つてください。 
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1. 概要および設置 


6 イ呆護キャップ（⑦）を外し、タブ（⑥）をつかん 
で上部シールカバーをがす。 



7 ドラムカートリッジ（カラー)(⑨）をしつかりつ 
かみ、保護トレイ（⑩）を手前に弓いて取りかす。 



• ドラムカート U ッジ底面の緑色のドラム表面 
(⑩）に触れたり、傷つけたりしないでくださ 
し、。 



8 左手でドラムカートリッジ（カラー)(⑩）の緑色 
のレバー（⑩）をつかみ、ち手で前部を支える。 
この状態で、ドラムカート U ッジを本機の左側に 
挿入する。 

• 矢印（⑩）び合っていることを確認して、ドラ 
ムカート U ッジを正しく挿入してください。 


•転写ベルト （©) に触れたり、傷つけたりしな 
いで < ださい。 



9 ドラムカートリッジ（モノクロ）をな護袋から取 
り出す。 



• 輸送用テープを取り外します。 

10 イ呆護キャップ（饭）を外し、タブ（⑩）をつかん 
で上部シールカバーをがす。 
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1. 概要および設置 


11 ドラムカートリッジ（モノクロ）（⑩）をしつかり 
つかみ、イ呆護トレイ傾）を手前に引いて取り外 
す。 



• ドラムカート U ッジ底面の緑色のドラム表面 
(翅 I )に触れたり、傷つけたりしないでくださ 
い。 



12 ドラムカートリッジ（モノクロ ） （@)を本機のち 
側に挿入する。 

• 矢印（猩 )） び合っていることを確認して、ドラ 
ムカート U ッジを正しく挿入してください。 
•転写ベルト（遲 )） に触れたり、傷つけたりしな 
いで < ださい。 



13 新品トナーカート U ツジのな護袋を開封する前に、 
トナーカート U ツジを縦方向に10回(上振る。 



14 4色のトナーカート U ツジをイ呆護袋から取り出す。 



• 輸送用テープを取 D がします。 

15 トナーカート U ツジ（透)）を持ち上げて、さな護 
トレイ（留 )） から取り出す。 



16 各トナーカート U ッジ（@)を該当のカラース 
ロットに挿入する。 

左からちに、イエロー、マゼンタ、シアン、ブ 
ラックの順序で巧入する。 

• 矢印（⑩）び合っていることを確認して、卜 
ナーカート U ッジを正しく巧入してください。 

• トナーカート U ッジ底面のトナーカート U ッジ 
シャッターに触れないでください。トナーび卜 
ナーカート U ッジからこぼれるおそれびあ0ま 
す。 
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1. 概要および設置 


17 ドラムカート U ッジカバー(遇)）を持ち上げ、レ 
バー (( g )) を押し下げて閉じる。 

• カチッといラ音び聞こえるまでレバーを押し下 
げてください。この音はカバーびロックされた 
ことを;します。 



トナーカートリッジおよびドラムカートリッジの空巧 
時巧 

ディスプレイになのメッセージび表示されたら、卜 
ナーカート U ッジを交換してください。 

-"トナーび少ないです交換してください" 


"交換してください 

ブラックトナー 

:かないで 

ず" 

"交換してください 

シアントナー 

:かない 

です" 

"交換してください 

マゼンタトナー 

:かないで 

ず" 

"交換してください 

イエロートナー 

:かない 


でず" 


-"トナーびありません交換してください" 


"交換してください 
ん" 

ブラックトナー 

:ありませ 

"交換してください 
せん" 

シアントナー 

:あ D ま 

"交換してください 
ん" 

マゼンタトナー 

:ありませ 

"交換してください 
せん" 

イエロートナー 

:あ0ま 


ディスプレイになのメッセージび表示されたら、ドラ 
ムカート U ッジを交換してください。 

-"カラードラムまちなく交換時期- 

- "モノク□ドラムまちなく交換時期- 

- "カラードラム交換してください" 

-"モノク□ドラム交換してください" 

お巧百せ 

• トナーカート U ッジを交換する場合、使用済みの 
トナーカート U ッジをビニール袋またはその他の 
容器に密閉し、トナーびカート U ッジからこぼれ 
出ないよラにしてください。 

• ドラムカート U ッジ（カラー)を交換する場合、 
取り付け時と同様に、左手で緑色のレバーをつか 
んでください。13ページのステップ8を参照して 
<ださい。 

• 本機を正しくお使いいただくために、弊社では パ 

ナソニック製のトナーカートリッジとドラムカー 

卜 y ッジの ご使用を巧契します。アクセサリー情 
報については、7ページを参照してください。 

• トナーの寿命およびドラムの寿命については、 

13已ページを参照してください。 


トナ—セ—づ機が 

トナーの消費量を減らしたい場合、トナーセーフ設定 
をありにしてください （78 ぺージの機能#482)。卜 
ナーカート U ッジび約40 %長持ちします。ただし、 
この機能を使用すると、印刷品質び低下することびあ 
D ます。 


] 已 










































1. 概要および設置 


1.7 用紙 

標準カセツトに収容でをる用紙の枚数はなのとおりで 
す。規定枚数しツ上を収容すると、紙詰まりの原因とな 
り、用紙を破損させる場合びあります。 

-75 巨 / m 2 の用紙： 2已〇枚まで。’1 
-80 目 / m 2 の用紙： 230枚まで。’1 

- 90巨 / m 2 の用紙： 200枚まで。’1 
-105 呂 / m 2 の用紙：180枚まで。>1 

- 10己〜13已呂 / m 2 の用紙：已〇枚まで。‘1 
-13己〜1己已呂 / m 2 の用紙：10枚まで。‘1 

- OHP フイルム： 2已枚まで。で 
-ラベル紙： 25枚まで。で 
一封筒：10枚まで。で 

-はだせ： 25枚まで。で 

*1 A 4、 レター、 U - ガル、 B 己、216 X 330、およ 
び21己 X 340サイズの用紙を使用する場合です。 

B 已サイズの用紙は本機をプ U ンタ ー、 スキヤ 
ナー、コピー機として使用する場合のみ使用でを 
ます。 

*2 本機をプ U ンターとして使用する場合のみです。 

詳細については、3已ページを参照してください。 
• 用紙については、13已ページを参照してくださ 
い。 

• 巧巧値では A 4 サイズの普通紙を印刷するよラに設 
定されていまず。 

-化の用紙サイズを使用する場合、用紙サイズ設 
定をを更して<ださい （76 ぺージの機能 
#380)。 

-厚□普通紙または厚紙を使用ずる場を、用紙種 
巧設定を巧更して<ださい （77 ぺージの機能 
#383)。 


用紙に関ずるお知5せ 

• 用紙を大量に購入する前に、本機で用紙（サイズ 
やタイプび特殊な用紙は特に）のテスト印刷を行 
ラことを巧奨します。 

• なのタイプの用紙は使用しないでください。 

一綿または繊維の含有率び20 %を超えている用 
紙（レターへッドのある用紙や履歴書巧紙な 
ど） 

一表面び非常に滑らかな用紙、著しい光沢のある 
用紙、またはざらつをのをい用紙 
ーコーテイング、傷、またはしねのある用紙 
一 異物（ラベルまたはホッチキスの針など）の付 
着した用紙 

一ほこり、ホくず、または油染みのある用紙 
一200 ° C 付近で融解、気化、変色、焦げ、有毒 
ガスの放出び発生する用紙（模造皮紙など)。 
このよラな巧質は定着ローラーに移り、損傷の 
原因になることびあります。 

一湿っている用紙 
ーインクジェット用紙 


• 用紙によっては、片面のみび印刷面として想定さ 
れています。印刷品質に満足でをない場合や給紙 
エラーび発生する場合は、試しに用紙の反対面に 
印刷してみて < ださい。 

• 適切な給紙と最高の印刷品質を実現するため、縦 
目の用紙を使用することを推奨します。 

• 種類や厚さの異なる用紙を同時に使用しないでく 
ださい。紙詰まりの原因になることびあります。 

• 本機で印刷した用紙を、他のコピー機またはプ U 
ンターで両面印刷用に使用しないでください。紙 
詰まりの原因になることびあります。他のコピー 
機またはプ U ンターで印刷した用紙を、本機で裏 
紙として使用しないでください。紙詰まりの原因 
になることびあります。 

• カールを避けるため、実際に用紙を使用する必要 
び生じるまでは用紙パックを開封しないでくださ 
し、。未使用の用紙は元のノ 〇ッケージに入れた状態 
で、乾燥した涼しい場所にイ呆曽してください。 

• 高湿度地域にお住いのお客さまへ：用紙はエアコ 
ンの効いた部屋に保管するよラにしてください。 
湿った巧紙を使用すると、紙詰まりの原因となり 
ます。 

1 所定の位置にカチッと入るまで標準カセット（①) 
を引を出し、カセットの前部を持ち上げて完全に 
引を出す。 
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1. 概要および設置 


2 用紙をセットする前に、紙詰ま D 防止のため用紙 
をよくさばく。 



3 印刷する面を上にして（⑤）用紙をセットする。 

お知己せ 

• プレート{③）び持ち上がっている場合、標準 
カセツトに巧し付けて□ックしてください。 



4 用紙ガイド（④）ち側の固定解除つまみをつまん 
で、用紙サイズマークに合わせる。 

同時に、前後の用紙ガイド（⑥）の固定解除つま 
みもつまんで、用紙サイズマークに合わせる。 



• 用紙サイズガイド（⑥）び用紙サイズマークに 
合っていること、用紙び用紙上限マーク（⑦） 
よりも下にあることを確認してください。用紙 
はタブ（⑥）よりも上にセットしないでくださ 
い。 



5 標準カセツトの前部を持ち上げなびら、標準力 
セットを本機に巧入する。標準カセットを奥まで 
完全に押し込む。 



お知己は 

• 用紙び正しくセットされていない場合、用紙ガイ 
ドを調整し直してください。用紙び詰まるおそれ 
びあ0ます。 

• 標準カセツトび閉まらない場合、標準カセットの 
プレートび持ち上びっている可能性びあります。 
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1. 概要および設置 


用紙を押し付けて、平らな状態で標準カセットに 
入っていることを確認してください。 


標準カセツトの取日巧いに関するを意 
• 標準カセツトを君とさないでください。 



• 取りかしまたは取り付けのとをには、標準カセツ 
卜を両手で持ってください。用紙を最大巧巧まで 
セツトした場を、標準カセツトの重量は約 2.9 kg 
にな0ます。 

標準カセツトのち脚のプレート{①）には触れな 
いで < ださい。 



■li W 巧もな 
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2. 準備 


2.1 接続 

お巧百は 

• 本機を操作する場さ、本機近<の使いやすい場所 
に電源コンセントびおる化要びち D ます。 

• 電話機コードを延長しないで<ださい。 

• A ンドセットユニット{オプション）を接続する 
には、102ぺージ [9.6 A ンドセットユニット 
{オプション) J を参•嗎してください。 



①電源コード 

• 電源コンセントに接続します 
(100 V 、已0/巨0 Hz )。 

⑤ 電話機コード 

• 電話回線端テ1個に接続します。 

③ [外部電話]端子 

• 留守番電話または内線電話機を接続でをます。 
使用する場合、ストッパーを取りかしてくださ 
い。 

④ 留守番電話（別売り） 

⑥ インターネット接続 

⑥ ネットワークルーター/ネットワーク八ブ（別売 

0 ) 

• ネットワークコンピューターも接続します。 

⑦ LAN ケーブル（別売り） 

• 電磁波放射限度に関する規定を順守するため 
に、必ずシールド LAN ケーブル（カテコ’ U 已ス 
トレートケーブル）を使用してください。 

⑧ 自動両面印字ユニット（オプション）端子 


USB 接続に関する重要なお知5せ 

• Multi-Function Station のインス \ ル中は、 
接続の指示びあるまで本機をコンピューターに 
USB ケーフルで接続しないでください (26 
ページ）。 


お知百せ 

• 同じ電話機コードにその他のデバイスび接続され 
ている場合、本機はそのデバイスのネットワーク 
状態を巧害するおそれびあります。 


サージプ□テクターのほ用 

• 電力線のサージまたは雷による損傷には、保証は 
適用されません。な護機能を高めるために、ヴー 
ジプ□テクターのご使用を巧奨しています（⑨)。 


本煤び DSL サービスと1つの電話回線を巧有する場合 

ファクスの送受信に支障を来す、電話での会話中に雑 
音び聞こえる、または発信者ま号通知 （71 ページ） 

び正しく機能しない、などの現象び発生することびあ 
ります。このよ5な現象の発生を防止するには、本機 
の電話機コードに DSL フイルター(⑩）を取り付けて 
ください。 DSL フイルターは、ご利用の DSL ヴービス 
プロバイダーからおホめいただけます。 



巧回線（ひか D 電話）や ADSL に接続する場合 

本機は、 NTT のアナ□グ回線規格に準拠しております。 
光回線や IP 電話回線でご利用の場合、接続環境や接続 
機器によっては、正しく動作しないこともあります。 

• その場合は、光回線や IP 電話のサービス実施会社 
にお問い合わせください。接続のしかたは、光回 
線や ADSL のサービス実施会社にお問い合わせく 
ださい。 

•事麵口 A / スプ U ッタ機能び "あり" になってい 
ることを確認してください （74 ぺージの機能 
#124)。 
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2 .準備 


ネットワーク用ルータ ー /A ブのほ用 

• セキュ U テイび重要なネットワーク環境では、 
ネットワーク用のルーターまたは八ブ（⑥）のご 
使用をお勧めします。ファイアウォール設定など 
については、ネットワーク管理者にお問い合わせ 
<ださい。 

• セキュ U テイ問題による損害またはそれに関連す 
る不利益については、な証は適用されません。 


2.2 電源スイッチをオンにする 

電源スイッチをオン位置（①）にします。 



2.3 ダイヤル切替 

ダイヤルでをない場合（已已ページ)、ご利用の電話回 
線サービスに従って、この設定を変更してください。 

【機能3 


【セット】 

1 【機制 

2 【口】 【1】【2】【0】を押して、 "ダイヤル切替" を表示 

する。 

3 【1】からに】 を押して、目的の設定を選択する。 

【1】 " lOpps " :ダイヤル回線链度 lOpps ) を 
利用の場合。 

【2】 "20 PPS " :ダイヤル回線（速度 20 pps ) を 
利用の場合。 

【3】"プッシュ" 彻期値）：プッシュ回線を利用 
の合。 

4 【セット】 

5 【機能】を押して終了する。 
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2. 準備 


2.4 操作モードを選択する 
(スキヤン/コピー/フアクス/ 
プリント） 

なの中から対応するボタンを押すと、目的のモードを 
選択することびでをます。 



-【スキヤン】：本機をスキヤナーとして使用するとき 
に、このモードを選択します （42 ページ)。 

-【コピー】：本機をコピー機として使用するときに、 
このモードを選択します （48 ページ)。 

-【ファクス】：本機をファクスとして使用するとき 
に、このモードを選択します（已已ページ)。 

-【プ U ント】：本機をプ U ンターとして使用するとき 
に、このモードを選択します （38 ページ)。 

お巧百は 

• 操作モードの初期値はコピーモードです。 

• 操作モードの初期値 （78 ページの機能#4日 3) 

と、操作モードの初期値に戻るまでのタイマー 
(78 ページの機能#4巳 4) を変更することびでを 
9 〇 


2.已原稿をセツトする 

2.己.1原稿台ガラスのほ用 



1 ADF (①）を開ける。 

2 原稿を下向きにして原稿台ガラス（③）に置き、 
^マークに原稿の左上部を合わせる。 

3 ADF を閉じる。 

お知百は 

• 自動原稿送り装置に原稿びないことを確認してく 
ださい。 

• 原稿は原稿台ガラスに暫く置いてください。強く 
押さえつけないでください。故障の原因になるこ 
とびあ0ます。 

• 厚い本をセットする場合、 AD 円ホ閉じないでくだ 
さい。 

•インク、のり、または修正液び付着している場合、 
完全に乾いていることを確認してください。 

• 有効スキャン範囲はなのとおりです。 

有効スキャン節囲 

• 網掛け範囲びスキャンされます。 

il. _„ " ィ 

I-1 ニニ 4 mm 


208 mm 


ニニ 4 mm 


4 mm 347 mm 4 mm 
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216 mm 

有な!スキヤン節囲 

• 網掛け範囲びスキャンされます。 


4 mm 


208 mm 


216 I 


：4 mm 


4 mm 
4 mm 


原稿重量 

•1 枚： 

4己呂 / m ^ 〜90巨/ m 2 
• 複数枚： 

60呂 / m ^ 〜80巨/ m 2 


利用可能な原稿サイズ、原稿重量および有効ス 
キャン範囲は;欠のとお0です。 

最か原稿サイズ 
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最大原稿サイズ 


2.準備 


2.5.2 自動原稿をり装置のほ用 



1 読み取る面を上向をにして、原稿（最大已〇枚）を 
自動原稿送り装置に差し込み、ビープ音び1回聞こ 
える位置まで挿入する。 

2 原稿ガイド（①）の幅を調整して、原稿の実際の 
サイズに合わせる。 

お知己は 

• 原稿台ガラスに原稿びないことを確認して<ださ 
い。 

• インク、のり、または修正液び付着している場合、 
完全に乾いていることを確認してください。 

• ク U ップ、ホッチキスの針などの留め具は取り外 
してください。 

• なのタイプの原稿は挿入しないで<ださい（原稿 
台ガラスを使用して原稿のコピーを作成し、代わ 
りにコピーをセットしてくださし、）。 

一化学処理された紙（カーボン複写紙、ノーカー 
ボン複写紙など） 

一静電気を帯びた紙 

一激しいカール、折り目、または破れびある紙 
一表面にコーティングび施されている紙 
一裏面び印刷されていて、透けて見える可能性の 
ある用紙（新聞用紙など） 

• 原稿を積み重ねたとをの厚さは已 mm 未満である必 
要びあります。自動原稿送り装置の規定容量を超 
えると、原稿の落下や紙詰まりの原因になること 
びあ D ます。 

• 幅び182 mm 未満の原稿をセットする場合、原稿 
台ガラスを使用して A 4 用紙に原稿のコピーを作成 
し、コピー原稿のちをセットすることを巧奨しま 
す。 

• サイズおよび重量の要件を満たさない原稿はセッ 
卜しないでください。原稿台ガラスを使用して原 
稿のコピーを作成し、コピーのちをセットしてく 
ださい。 


LULU 009 
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2. 準備 


【フアクス】 い】レ】い】卜】 


呼び出し音量 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して 、 "D 乎出べル音量- 
を選おする。 

2. 【ィ】 または 卜】 を押す。 

電話呼出オフを遇巧する 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して 、 "D 乎出べル音量- 
を選択する。 

2. 【ィ】を繰り返し押して、ステイタスバーに "D 乎出べ 
ル音なし" を表示させる。 

• 本機の呼び出し音は鳴りません。 

•呼び出し音をオンに戻すには、 【►】 を押してく 
ださい。 


モニター音量 

1. モニターのほ用中に、【パ または レ】 を繰り返し押し 
て、 "モニター音量" を選択する。 

2. 【ィ】 または 卜】 を押す。 


2.6 音量を調舊する 

お知百は 

• 音量を調整する前に、操作モードをファクスモー 
ドに設定します。 【ファクス】ライトがミ肖えている場 
さ、【ファクス】を巧して点なさせてください。 


原稿補助トレイの使用 

U —ガルサイズ用紙を挿入するとをは、原稿補助トレ 
イ（①）を開いてください。 
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2 .準備 


1 【機能】^【口】【1】【〇】【リ^卜】/卜】 

2 現在の年/月/曰/時/分を入力する。 

例： 2010 年 8 月 3 曰 10 :15 PM (1 2 時おお 
な） 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "曰付" を選 
おする。 一い】/卜】 

2. 【2】【0】【1】【0】【0】【引【0】【3】 を押す。 

Y:2010/M:08/D:03 

3. 【セット】 

4. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "時刻" を選 
択する。^ い】/卜】 

5. 【1】【0】【1】 【己】を押してから、 【パ または レ】 を 
繰り返し押して、 " PM " を選択する。 

10: 15PM 

6 . 【セット】 

3 【機能】を押して終了する。 

お巧百は 

• 巧手側のファクス機は、本機の曰付および時刻設 
定に基づいて、こちらから送信された各ページの 
上部に日付と時刻を印刷します。 


間違いを修正ずる 

い】 または 卜】 を押して、間違っている数きまで力ーソ 
ルを動かし、間違いを修正してください。 


原る】卜】卜】【セット】 

1 雌制^ 【口】 【1】【〇】【2】^卜】/卜】 

2 名前を入力する。30文字まで入力でをる（文字入 
力については98ぺージ参照)。^【セット】 

3 【機能】を押して終了する。 

間違いを修正する 

卜】または卜】を押して、間違っている文字まで力ーソ 
ルを動かし、間違いを修正してください。 

• すべての文字を消去するには、【戻る】を押したまま 
な持してください。 


2.7 日付と時刻 

雌能】 


2.8 名前登録 

送信する各ページの上部に表示されるよラに、発信元 
の情報（名前、会社名など）を登録でをます。 
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2. 準備 


原る】【ィ】卜】【セット】 

1 【機能】^ 【口】【1】【〇】【3】^卜】/卜】 

2 ファクス番号を入力する。20巧まで入力可。 

• "+" を入力するには、 【*】 を押してください。 
• スペースを入力するには、 【口】 を押してくださ 
し'!。 

•八イフンを入力するには、【フック】を押してく 
ださい。 

•数字を消去するには、【戻る】を押してくださ 
し、。 

3 【セット】 

4 【機能】を押して終了する。 


間違いを修正する 

い】 または 卜】 を押して、間違っている数字まで力ーソ 
ルを動かし、間違いを修正してください。 

•すべての数字を消去するには、【戻る】を押したまま 
保持してください。 


2.9 ファクスを号登録 

送信する各ページの上部に表示されるよラに、発信元 
のファクス番号を登録でをます。 

【機能】【フック】 


2.10 LAN にアクセスでをるよラ 
に設定する 

LAN 上のコンピューターを使用して、原稿の印刷、原 
稿のスキャン、またはファクスの送受信を行ラことび 
でをます。この機能を有効にするには、本機の IP アド 
レス、サブネットマスク、およびデフォルトゲート 
ウェイを設定する必要びあります。 

お知百は 

• IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォル 
トゲートウエイを設定ずるときは、ネットワーク 
管理ちにお巧い合わせ<ださい。 


2.10.1 DHCP サーパーによる自動設定 

使用が況 

一1台のみを LAN に接続する場合。 

ネットワーク管理者び DHCP (Dynamic Host 
Configuration Protocol ) ヴーバーでネットワークを 
管理している場合 、 IP (インターネットプロトコル） 
アドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲー 
トウエイは本機に自動で割り当てられます。 

1 本機とコンピューターを LAN に接続後、電源ス 
イッチをオンにする。 

• IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォ 
ルトゲートウエイは自動的に設定されます。 

2 使用する〕ンピューターに Multi-Function 
Station をインストールする。詳細については、 

26ページを参照。 

お知己は 

• 本機を2台な上接続した場合でち、 DHCP サーバー 
で IP アドレスを自動的に割り当てることはでをま 
すび、不要なトラフルを避けるため、プリンター 
ごとに静的 IP アドレスを手動で割り当てることを 
巧奨します。 


2.10 .2 手動設定 

巧用が況 

ーネットワーク管理者びネットワークの管理に 
DHCP ヴーノ（一を使用しない場合。 

一2台しツ上を LAN に接続する場合。 

IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォルト 
ゲートウェイを手動で割り当てる必要びあります。 

1 【機制 

2 【口】【己】【0】【0】を押して 、 "DHCP 機能" を表示す 

る 0 

3 【0】を押して、"なし"を選択する。^【セット】 

4 さ項目を設定する。 

IP アドレスの設定 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "IP アドレ 
ス"を選択する。 
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2 .準備 


2. 【ィ】/卜】^ 本機の IP アドレスを入力する。^ 
【セット】 

サブネットマスクの設定 

1. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、"サブネット 
マスク"を選択する。 

2. 【ィ】/卜】 ^ヴフネットマスクを入力する。^ 
【セット】 

デフォルトゲートウエイの設定 

1. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、"ゲートウエ 
イアドレス"を表示させる。 

2. 【ィ】/卜】^デフォルトゲートウエイを入力す 
る。^【セット】 

5 【機能】を押して終了する。 

6 使巧するコンピユーターに Multi-Function 
Station をインストールする。詳細については、 

2日ページを参照。 


IP アドレス、サブネットマスク、またはデフオルト 
ゲートウェイの巧違いを修正ずる 

い】または卜】を押して、間違っている数きまで力ーソ 
ルを動かし、間違いを修正してください。 


2.10 .3 PC ファクス受信のためのコン 
ピューター設定 

ファクス受信に使用するコンピューターを選択する必 

要びあります。 

•事前に PC ファクス設定び"常時"または"接続巧 
能時のみ"になっていることを確認してください 
(82 ページの機能#442)。 

• 見てから印刷機能びなしになっていることを事前 
に確認してください旧2ぺージの機能#448)。 

1 【機能】^【口】【4】【4】【3】^【セット】 

2 【パまたはレ】を繰り返し押して、目的のコン 
ピューターを選択する。^【セット】 

3 【化張機能】を押して終了する。 

お巧百は 

• 本機び LAN に接続されていない場合、本機に USB 
接続されているコンピューターび PC ファクス受信 
の初期設定コンピューターとして割り当てられま 
す。 

• 目的のコンピューターを簡単に選択するには、事 
前にコンピューター名を変更しておいてください 
に9ぺージ)。 


2.1 1 Multi-Function Station 
をインス I ^ールする 


2.11.1 コンピューター動作廣境 

パナソこック Multi-Function Station ソフトウェアを 
使用すると、本機で次の機能を利用することがでをま 
す。 

一普通紙、厚□普通紙および厚紙、日 HP フィルム、 
ラベル紙、封筒、およびはがさに印刷する 
一印刷前に原稿をプレビュー表示し、プ U ンター設 
定を変更する （Easy Print Utility ) 

一原稿をスキャンし、日 CR ソフトウェアでイメージ 
をテキストデータに変換する（別売り） 

一 TWAIN および WIA に対応している、その他の 
Microsoft ® Windows ® 巧アプ U ケーシヨンからス 
キャンする (Windows XP/Windows Vista ®/ 
Windows 7、 US 目接続のみ） 

ーコンピューターを使用して電話帳の項目を登録、 
編集、または消去する 

ーコンピューターを使用して機能設定を行ラ 
ーコンピューターを使用してファクス文書を送受信 
する 

コンピューターで Multi-Function Station を使用する 
には、次の動作条件を満たす必要があ0ます。 

オペレーテイングシステム 

Windows 2000 /Windows XP/Windows 
Vista/Windows 7 

CPU 

Windows 2000 : Pentium ® nliLb 

Windows XP : Pentium HIliLb 

Windows Vista/Windows 7 : Pentium 4政上 

RAM 

Windows 2000 /Windows XP ：128 MB (256 
M 巨し U 上推奨） 

Windows Vista :已 12 M 目 （1 白目政上推奨） 
Windows 7 :1 G 目 （2 白目政上推奨） 

その他の八ードウェア 

CD - R 日 M ドライブ 

八ードディスクドライブに日日 M 目政上の空き容量が 
必要） 

US 目インターフェース 

LAN インターフェース ( lOBase - T /100 Base - TX ) 

その他 

Internet Exi 310 「 er ^ 己.日 li (降 

窒告 

• 電磁波放射限度に関する規定を順守するために、 
次のことをお守りください。 

一必ずシールド USB ケーブル（例 ： USB 2.0 Hi - 
Speed 对応ケーブル）を使用して<ださい。 
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一必ずシールド LAN ケーブル（カテコ’ U 已 
( CAT 己）イーサネットケーブル）を使用して 
ください。 

• 本機の保護のため、激しい雷雨の発生する地域で 
は、必ずシールド USB ケーブルを使用してくださ 
い。 

• コンピューターで Easy Print Utility を使用するに 
は、なのちのび必要です。 

— Windows 2000 Service Pack 4および 
Windows 2000用セキュ U ティ問題の修正プ 
□グラム （ KB 83 已732)。 

- Easy Print 川川 ty をインストールする前に、 
Microsoft ダウン□—ドセンターから 
KB 83 已732をインストー J レして<ださし、。 

— Windows XP Service Pack 2しツ降。 

お巧百は 

• USB ケーブルは別売りです 。 Type A オス /Type 
B オスのシールド USB ケーブルをご購入ください。 


2.11.2 コンピューターへの Multi - 
Function Station のインストール 

• 本機を USB ケーブルでコンピューターに接続する 
前に、 Multi-Function Station ( CD - ROM ) をイ 
ンス [■ ルしてください。 Multi-Function 
Station をインストールする前に本磯を USB ケー 
ブルでコンピューターに接続すると、[新しし VV - 
ドウェアの検出ウィヴード]ダイアログ画面び表 
示されます。[キャンセル]をク U ックしてダイア 
ログ画面を閉じてください。 

• この説明では、参考用として Windows XP 向けの 
スク U - ンショットび使用されています。 

• この説明で使用されているスク U - ンショットは、 
実際の製品のちのと多少異なる場合びあります。 

• ソフトウェアの機能および外観は予告なく変更さ 
れることびあります。 


3 [簡単インス!ル] 

• インストールび自動的に開始されます。 

4 セットアッププ□グラムび開始されたら、画面の 
指示に従ラ。 

• Easy Print Utility (37 ぺージ）およびデバイ 
スモニター (99 ページ）もインストールされ 
よす 0 

5 [接続タイプ]ダイアログ画面び表示される。 

USB 接続の場合 

1 . [USB ケーフル接続]^炊へ] 

• [ USB 接続の情報]ダイアログ画面び表示され 
ます。 

2 . [0 K ] にチェックマークを付けて、[なへ]をク 
U ックする。 

• [装置接続]ダイアログ画面び表示されます。 

3 . 本機を USB ケーブル（①）でコンピューターに接 
続し、[なへ]をク U ックする。 



4 . [八ードウエアのインストール]画面にて、[続行] 
をク U ックする。 

• 本機をコンピューターに接続すると、モデル名 
び自動的に検出されます。 

• 必要に応じて、本機の名前は変更できます。 


1 Windows を起動し、他のすべてのアプ U ケーシヨ 
ンを終了する。 

• Multi-Function Station をインス \ルする 
には、管理者として□グインする必要びありま 
す。 


5 . [インストール]をク U ックし、画面の指示に従 
ラ。 

• ファイルびコンピューターにコピーされます。 

LAN 接続の場合 


2 付属の CD - ROM を CD - ROM ドライブに挿入する。 
• [言語の選択]ダイアログ画面び表示された場 
合、このソフトウェアで使用する言語を選択し 
ます。 [0 K ] をク U ックします。 

• インストールび自動的に開始されない場合： 
[スタート]をク U ックします。[ファイル名を 
指定して実行…]を選択します。 " D :¥ 

Install (" D " び CD - ROM ドライブのドライ 
ブ文字である場合）と入力します。 [0 K ] をク 
U ックします。 

に D - R 0 M ドライブのドライブ文字びわからな 
い場合、 Windows のエクスプローラーを使巧 
して CD - ROM ドライブを確認してください。） 


1 . [ネットワーク接続 ( LAN インターフェースモデル 
のみ)]^炊へ] 

• [ネットワーク接続装置の選択]ダイアログ画 
面び表示されます。 

2 . [検索結果の U ストから選択]にチェックマークを 
付けて、 U ストから本機を選択する。 

• U ストに本機の名前び表示されなし谓合、本機 
の IP アドレスび既に割り当てられているとをに 
は、[直接入力]にチェックマークを付けて、 

IP アドレスを入力して < ださい。 

3 . [なへ] 

• 必要に応じて、本機の名前は変更でをます。 
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2 .準備 


4 . [インストール]をク U ックし、画面の指示に従 
ラ。 

• ファイルびコンピューターにコピーされます。 


重要なお知5せ 

Windows XP , Windows Vista , または 
Windows 7を使用している場合、本機を USB ケー 
ブ J レで接続した後にメッセージび表示されることび 
あります。これは正常な動作であり、このソフト 
ウェアによってコンピューターのオペレーテイング 
システムに問題び発生することはありません。イン 
ストールは問題なく続行することびでをます。なの 
よラなメッセージび表示されます。 

• Windows XP の場合 

この八ードウェアを使用するためにインストー 
ルしようとしているソフ トウェアは 、 Windows 
XP との互換性を検証する Windows □コ'テスト 
に合格していません。 

• Windows Vista/Windows 7の場合 

このデバイスソフトウエアをインストールしま 
すか？ 


電子取扱説明書を表示またはインストールする 

1 . Windows を起動し、付属の CD - ROM を CD-ROM 

ドライブに挿入する。 

2 . [取扱説明書]をク U ックし、画面の指示に従って 
PDF 形式の電子取扱説明書を表示またはインス 

卜ールする。 

• 電モ取扱説明書を表示するには、 Adobe ® 
Reader ® が必要です。 

お巧5だ 

• Multi-Function Station のインストール中に、画 
面でオペレーティングシステムの CD - ROM を挿入 
するように指示された場合、 CD - ROM ドライブに 
挿入してください。 

•電モ取扱説明書をインストールすると、 Multi - 
Function Station ランチヤー のけ] をクリック 
するだけで、いつでち電子取扱説明書を表示でを 
ます。 


ソフトウェアをを更する{各コンポーネントの追加ま 
たはアンインストール） 

インストール後は、インストールまたはアンインス 
トールするコンポーネントを随時選択でをます。 
Multi-Function Station を変更するには、管理者とし 
て□グインする必要びあります。 

1 . Windows を起動し、付属の CD - ROM を CD-ROM 
ドライブに挿入する。 

2 . [変更]^ [アプ U ケーシヨンの変更]。画面の指 
示に従5。 

ソフトウェアをアンインス I ルする 

Multi-Function Station をアンインストールするに 
は、管理者として□グインする必要びあります。 
[スタート]^ [すべてのプ□グラム]または[プロ 
グラム]^ [ Panasonic ] ^本機の名前^ [アン 
インストール]。画面の指示に従ってください。 


コンピューターで 別のプ y ンターを ほ 用ずる 

なの手順に従って、プ U ンターごとにプ U ンタードラ 
イノ（一を追加する必要びあります。 

1 . Windows を起動し、付属の CD - ROM を CD-ROM 
ドライブに挿入する。 

2 . 陵更]—> [ Multi-Function Station ドライバー 
の追加]。 画面の指示に従5。 

お巧百は 

• 1つのコンピューターに本機を同時に2台し iLh 接続 
することはでをません （ USB 接続のみ)。 
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2. 準備 


2.12 Multi-Function Station 
を起動する 

[スタート]^ [すべてのプログラム]または[プロ 
グラム] 一> [ Panasonic ]—> 本機の名前^ 
[ Multi-Function Station ] 

• Multi-Function Station び表示されます。 



[スキャン] (46 ぺージ） 

• スキャンし、スキャンしたイメージを表示します。 

• スキャンし、イメージファイルを作成します。 

• スキャンし、 E メールで送信します。 

•スキャンし、イメージを編集可能なテキストデー 
夕に変換します。 

[ PC ファクス] 

• コンピューターで作成した原稿をファクスメッ 
セージとして送信します（己0ページ)。 

• コンピューターで受信したファクス文書を表示し 
ます（己9ぺージ)。 

[リモートコントロール] (99 ぺージ） 

• 機能設定を行います。 

• 電話帳の項目を登録、編集、または消去します。 

• 通信履歴レポートまたは着信メモ U — 1」ストの項 
目を表示します。 

• 発信者情報を電話帳に登録します。 

• 同報送信の項目を登録または消去します。 

[ューティ U ティー] 

• クイックイメージナビゲーターを起動します （4 己 
ぺージ)。 

• デバイスモニターを起動します （99 ページ)。 

• OCR アプ U ケーシヨンを起動します （43 ぺ一 
ジ)。 

• Web ヴーバー(73、99ぺージ）を開きます 
( LAN 接続のみ)。 

[設定]に9ページ） 

• 一般設定を変更します。 

• スキャン設定を変更します。 

• 受信したファクス文書のな巧先フォルダーを変更 
します（己己ページ）。 


[?] _ 

• Multi-Function Station の詳しい使い方を表示し 

ます。 

• 電子取扱説明書を表示します。 

[則 

• 使い方のヒントを表示します。 

川 

• Multi-Function Station に関する情報を表示しま 
す。 


お巧百せ 

• デバイスモニターを使用すると、本機びコン 
ピューターに接続されているか確認でをます （99 
ぺージ)。 

• なの状況では、コンピューターの機能（印刷、ス 
キャンなど）び正しく実行されないことびありま 
す。 

一本機をユーヴーの自作コンピューターに接続して 
いる場合。 

一本機を PCI カードまたはその他の拡張カード経由で 
コンピューターに接続している場合。 

-本機を別の八ードウェア （ USB 八ブやインター 
フェースアダプターなど） に接続し、コンピユー 
夕一に直接接続 していない場合。 


設定を巧更ずる 

事前に Multi-Function Station の設定を変更できま 
す。 

1 . Multi-Function Station から巌赶を選択する。 

2 . 目的のタブをク U ックし、設定を変更する。^ 
[0 K ] 


[全概 

一[ランチャー表示設定]:ランチャーの表示タイプ 
を選択します。 

- [ OCR 設定]: OCR ソフトウェアを選択します相 IJ 
売り）。 

- [ PC 名を装置に表示] ( LAN 接続のみ）：本機にコ 
ンピューター名を表示するかどラかを選択します。 

- [ PC 名] ( LAN 接続のみ）：本機に表示されるコン 
ピューター 名。 

[スキヤン] 

一[な巧先]:スキャンしたイメージまたは受信した 
ファクス文書のな巧先フォルダーを選択します。 

-[ビューア ー] [ファイル]正メール] [ OCR ] [力 
スタム]: Multi - Function スキヤンアプ U ケーシヨ 
ンのスキャン設定を変更します。 

お知百は 

• 重複を避けるため、 [ PC 名]には一意の名前を割 
り当ててください。名前び重複していると、ス 
キャンしたイメージび別のコンピューターに送信 
されることびあります。 
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2 .準備 


巧な設定の E メールソフトウェアを遇巧する 

43ぺージ「4. 1.3 スキャンじ汇メール」を使用する場 

合、初期設定の E メールソフトウェアび使用されます。 

なの手順に従ラと、初期設定の E メールソフトウェア 

を選択でをます。 

Windows 2000の場合 

1 . [スタート]^嚴赶^ [コント□-ルパネ 
ル]^ [インターネットオプション]^ [プロ 
グラム]^ [電子メール] 

2 . 目的の MAP 网応 E メールソフトウェア ([Outlook 
Express ] など）を選択する。 一 >• [0 K ] 

Windows XP の場合 

1 . [スタート]^ [コント□-ルパネル]^ [イ 
ンターネットオプション]^ [プ□グラム]^ 
[電モメール] 

2 . 目的の MAP 阿応 E メールソフトウェア ([Outlook 
Express ] など）を選択する。 一> [0 K ] 

Windows Vis ねの場合 

1 . [スタート]^ [コント□-ルパネル]^ [イ 
ンターネットオプション]^ [プ□グラム]^ 
[プ□グラムの設定]^ [プ□グラムのアクセス 
とコンピューターの既定の設定] 

• [ユーヴーアカウントの制御]ダイア□グ画面 
び表示された場合、[続行]をク U ックしてく 
ださい。 

2 . [カスタム] 

3. 目的の MAPI 対応 E メールソフトウェア 
([Windows メール]など）を[既定の電子メール 
プログラムを選択してください]から選択する。 

[0 K ] 

Windows 7の場合 

1 . [スタート]^ [コント□-ルパネル]^ 
[ネットワークとインターネット]^ [インター 
ネット オプション]^ [プ□グラム]^ [プロ 
グラムの設定]^ [プ□グラムのアクセスとコン 
ピューターの既定の設定] 

2 . [カスタム] 

3. 目的の MAPI 対応 E メールソフトウェアを[既定の 
電モメールプ□グラムを選択してください]から 
選択する。^ [0 K ] 
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2. 準備 


2.13 まなスキヤン機能/ファクス受信機能 

コンピューターやネットワークに接続すると、スキヤンやファクス受信で便利な機能を使ラことびでをます。 

2.13.1 スキヤン機能一覽 


プッシュスキヤン 


本機よ D スキヤンして、接続しているコ 
ンピューターに巧巧ずる 


ビューァーで表示する (42 ぺージ） 

ファイルとしてコンピューターにな巧する （42 ぺージ) 



E メールソフトウェアの添付ファイルとしてコンピューターから 
送信する （43 ページ） 


OCR ソフトウェアを使用する （43 ぺージ) 


本機よ日スキヤンして、指定のメールア 
ドレスにち付する （ LAN 接続び化要で 
す。） 


スキヤンしたイメージを、 E メールソフトウエアを使用せずに 
E メールの添付ファイルとして直接送信することびでさます （44 
ページ)。 





お巧5は 

• 事前にしツ下の設定び必要です。 

- E メール サーバー 情報の設定 （95 ページ) 
一 E メール宛先の登録 （9 己ぺージ） 


本およ D スキヤンして、ネットワーク上 
のフォルダーに送る （ LAN 接続び化要で 
す。） 


FTP サーバーに 送る 

スキヤンしたイメージを FTP サーバーのフォルダーに送信するこ 
とびでをます （44 ページ)。 



お巧5は 

• 事前にしツ下の設定び必要です。 

- FTP サーバー情報の設定 （94 ページ) 


SMB フォルダー{巧有フォルダー)に送る 

スキャンしたイメージを LAN 上の共有フォルダーに送信すること 
びでをます （4 已ページ）。 

お巧5は 

• 事前に下の設定び必要です。 


- SMB フォルダー設定 （9 已ぺージ) 


本およ D スキヤンして、本機の SD 力ード 
にな巧する 


スキヤンしたイメージを SD 力ードになをすることびでさます 
(4 已ぺージ)。 



お巧5は 

•使用でをる SD 力ードについては、101ページを参照してく 
ださい。 
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2 .準備 


プルスキヤン 

コンピューターよりファイルを巧 
スキヤンずる 

1定して 

詳細については、4目ぺージ「4.2コンピューターからスキャン 
する（プルスキャン)」を参照してください。 


LAN 

USB 


2.13.2 ファクス受信機能一覧 


ファクス受信 


受信したファクスをコンピユーターに送 
る （ PC フアクス） 



コンピューターでファクス文書を受信することびでさます（己9 
ページ)。 

• 本機からは印字されません。 

• 受信したファクスのデータは本機からは削除されます。 

お巧5は 

• 事前に下の設定び必要です。 

-見てから印刷機能を "なし" にする旧2ぺージの機能 
#448) 

一 PC ファクス設定機能を "常時" または "接続可能時のみ 
に設定する （82 ぺージの機能# 442) 

一受信するコンピューターを選おする （2 已ページの機能 




#443) 


印刷する前にコンピユーター画面で確認 
する （ Web 見てか5印刷） （ LAN 接続が 
必要です。） 




受信したファクス文書を Web フラウヴーで表示し、イメージを確 
認した後に、必要な文書を印刷またはな巧することびでさます 
(70 ページ)。 

• 受信したファクスのデータは本機からは削除されません。 

• 受信したファクス文書は、内容を見るか印刷したあと、でを 
るだけ早く消去してください（己7、70ぺージ)。 

• メモ U - びいっぱいになっていると、ファクスは受信でさま 
せん。 


お巧百は 

• 事前にしツ下の設定び必要です。 


-見てから印刷機能を "あり" にする旧2ぺージの機能 


#448) 

ーアクセスコードを登録する （70 ページの機能#4已〇) 

• ファクス受信の通巧 （83 ページの機能#4已 1) を有効にする 
ことを巧奨します。受信したファクスでメモ U - びいっぱい 
になると、選択されているコンピューターび通知を受信しま 


す。 
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2. 準備 


ファクス受信 


印刷する前に本機の画面でお認する（見 
てか5印刷） 



受信したファクス文書を本機の画面で表示し、イメージを確認し 
た後に、必要な文書を印刷またはな巧することびでさます（己9 
ぺージ)。 

• 受信したファクスのデータは本機からは削除されません。 

• 受信したファクス文書は、内容を見るか印刷したあと、でを 
るだけ早く消去してください（己7、70ぺージ)。 

• メモ U - びいつぱいになつていると、ファクスは受信でさま 
せん。 


お巧5せ 


• 事前にしツ下の設定び必要です。 


-見てから印刷機能を "あり" にする旧2ぺージの機能 


#448) 


• ファクスを E メールの添付ファイルとして保存するには、事前 
にし U 下の設定び必要です。 

- E メールサーバー情報の設定 （95 ページ） 

一 E メール巧先の登録 （9 已ぺージ） 

• FTP サーバーにな巧するには、事前にな下の設定び必要です。 
一 FTP サーバー情報の設定 （94 ページ） 

• SMB フォルダーにな存するには、事前にな下の設定び必要で 


す。 


一 SMB フォルダー情報の設定 （9 已ページ） 

• ファクス受信の通知 （83 ページの機能#4已 1) を有効にする 
ことを巧奨します。受信したファクスでメモ U - びいつぱい 
になると、選択されているコンピューターび通知を受信しま 


す。 


受信したファクスを自動的に E メールアド 
レスに拓送する{ファクス自動 E メール面 
送） （ LAN 接続び化要です。） 


受信したファクスを任意の E メール宛先に自動で転送することび 
でさます（ファクス自動 E メール転送機能)。か出先から受信した 
ファクスを閲覽することびでをます。 

• 受信したフアクスのデータは本機からは削除されません。 




お巧百は 

• 事前にしツ下の設定び必要です。 

ーファクス専用モードの設定（己2ページ） 

ーファクス自動 E メール転送機能を "あり" にする (83 
ページの機能#4已 2) 

- E メールサーバー情報の設定 （95 ページ） 

一 E メール巧先の登録 （9 己ぺージ） 

ーファクス自動 E メール転送の宛先設定 （84 ページ） 

• PC ファクスを有効にし、コンピユーターをオンのままにする 
ことを巧奨します。本機の用紙切れ/メモ U —残量不足など 
を防止でをます。詳細については、日2ページを参照してくだ 
さい。 


LAN 

USB 
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3. プ y ンター 


3.1 Windows アプリケーシヨン 
か5印刷する 

Windows アプ U ケーシヨンで作成したファイルを印 
刷でをます。たと无ば、ワードパッドから印刷するに 
は、なの手順に従います。 

1 印刷するドキュメントを開く。 

2 [ファイル]メニューから[印刷…]を選択する。 

• [印刷]ダイアログ画面び表示されます。 

圧 P 刷]ダイアログ画面の詳細については、け] 
をク U ックし、目的の項目をク U ックしてくだ 
さい。 



3 プリンターー覧から本機の名前を選択する。 

• インストールのとをに本機の名前を変更した場 
合、 U ストからその名前を選択してください。 

• 簡単にグレースケールで印刷するには、旧/ W ] 
び付いているちの名前を選択してください。 

• プ U ンター設定を変更するには、なの手順に 
従ってください。 

Windows 2000の場さ 

目的のタブをク U ックして、プリンター設定を 

変更します。 

Windows XP/Windows Vista/Windows 
7の場を 

[詳細設定]をク U ックして、目的のタブをク 
U ックします。プ U ンター設定を変更して、 
[0 K ] をク U ックします。 

• カラーパスワード機能 （7 已ページの機能 
#1已 3) び有効になっている場合、10己ぺ一 
ジを参照してください。 

4 [印刷]または [0 K ] をク U ックする。 

• 印刷を開始します。 

お巧百は 

• 本機からの印刷を中止するち法については、100 
ページを参照してください。 

• 用紙のセツト方法については、1己、3已ページを 
参照してください。 


• 用紙の仕様については、13已ページを参照してく 
ださい。 

• 印刷時にエラーび発生した場合、デバイスモニ 
ター （99 ページ）び自動的に起動し、エラー情報 
を表示します。 


プリンタープ□パテイの設定 

プ U ンター設定をステップ3で変更でをます。用紙を 
大量に購入する前に、本機で用紙（サイズやタイプび 
特殊な用紙は特に）のテスト印刷を行5ことを推奨し 
ふ当 0 

設定はなのタブで変更または表示でをます。 

[基本]:原稿サイズ、用紙の種類、用紙1枚に印刷す 
るページ数など。 

[出力]:印刷枚数、部単位など。 

[ジョス：カラーパスワード入力 

[品質]: カラーモード、カラーマネジメント、トナー 

セーブ機能など。 

校力果]:ウォーターマーク、オーバーレイ。 

[プロファイル]:好みの設定のなを、保巧した設定の 
選択など。 

[サポート]:バージョン情報 

お巧百は 

• 用紙に応じて、[基本]タブで目的の用紙の種類を 
選択してください。 


ほ用する用がのタイプ 

用紙の種類 

普通紙 

60 呂 /m ビ〜 74 g/m^ 

[普通紙] 

厚□普通紙 

7 己呂 /m^ 〜 1 日己呂 /m ビ 

[厚□普通紙] 

厚が 

10 己目 / m2 〜 13 已目 / m2 

喔紙 A] 

厚が 

13 巨目 / m2 〜 1 日已目 / m2 

[厚紙田 

OHP フイ J レム 

[日 HP フイ J レム] 

ラベル紙 

[ラベル紙] 

封茵 

風筒 ri 

はがを 

[はびさ]で 


"1 原稿サイズで挂4筒長お3号]、挂4筒洋お4号]、 
挂才筒 DL ] または風筒 COM -10] を選択してく 
ださい。封筒にをれいに印刷するには、上下左ち 
のま白を10 mm しツ上に設定してください。 

*2 原稿サイズで[はびを]を選択してください。は 
びをの両面に印刷する場合は、先に本文面（裏側） 
を上側に向けてセツトして印刷してください。そ 
の後に宛名面（切手マーク側）を印刷すると、本 
文面（裏側）をよりをれいに印刷でをます。 
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3. プ y ン ター 


な筒に印刷する 

封筒は表面（貼り合わせのない面）を上にして 
セットしてください。 

裏面を上にしてセットしないでください。また、 
必ず封筒のふたを閉じてからセットしてください。 
封筒の種類は、なのタイプを推奨します。 

-用紙重量90呂 / m 2 〜110目/ m 2 の高品質封筒 
-縁び薄く、しっかりと折り目び付いている封筒 
封筒長お3号 

• レーヴープ U ンター専用の封筒を使用してくだ 
さい。 

• 封筒のふたを、標準カセットの左側に下を向け 
てセツトしてください。 



封筒洋お4号 

• 脇側に貼 D 合わせのある封筒を使巧してくださ 
い。 

• 封筒のふたを、標準カセツトの手前側に下を向 
けてセットしてください。 



し、。 
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一なのよラに、墨紙を完全に覆っていないラベル 
紙。 


• コンピューターから印刷する場合、プ U ンタープ 
□パティ設定び優先され、本機のなの機能設定び 
無効になります。 

一用紙種類設定 （77 ページの機能# 383) 

-トナーセーブ設定 （78 ページの機能# 482) 

• 封筒およびはびさに印刷する場合は、ステップ4の 
後、本機側で印刷び一時停止します。トレイに指 
定された用紙び入っていることを確認した後、本 
機の【モノクロ】/【カラー】を押して印刷を巧ってく 
ださい。（カフー設定は、事前にプ U ンター設定の 
[品質]タブから変更してください。） 


3.1.1 特巧用紙への印刷 

本機では、普通紙だけでなく特殊用紙 （0 HP フィルム 
/ラベル紙/封筒/はびを）にも印刷することびでを 
ます。 

• 用紙については、13已ページを参照してくださ 
い。 

• 用紙のセツトち法については、1已ページを参照し 
て < ださい。 


OHP フイルムに印刷する 

レーヴープ U ンター巧の 0 HP フィルムを使巧してくだ 

さい。 

なのタイプを巧奨します。 

3 M ® CG 3300 / PP 2500 

• -度に重ねる OHP フイルムの巧巧は25巧な下に 
して < ださい。 

• 印刷をは、 OHP フィルムを平百な場所に置いてを 
まし、力ールを防止してください。 

• 本機を通過した 0 HP フィルムは再使用しないでく 
ださい。これには、何も印刷されずに本機から排 
出された 0 HP フィルムも含まれます。 

• 0 HP フィルムのタイプによっては、推奨される印 
刷面びあります。印刷品質び良好でない場合、新 
ししの HP フイルムでは反対面に印刷を試みてくだ 
さい。 


ラベル紙に印刷する 

レーヴープ U ンター巧のラベル紙を使用してください。 
なのタイプを推奨します。 

Avery ® 

5160/51 63/5660/5663/ L 7159/ L 7164 
• -度に重ねるラべルがの械改は25巧な下にしてく 
ださい。 

• 巧のタイプのラベルがは使用しないで<ださい。 

一しわまたは傷のあるラベル紙、および裏紙から 
はびれているラベル紙。 

——部のラベルびはぎ取られて、隙間びある用 
紙。 


己吕己己 
己吕己己 
吕己己己 





































3. プ y ンター 


お知己は 

•高品質の封筒を使用した場合でち、しわや波巧ち 
び発生することびあります。 

• 湿度び高いとさは、印刷を避けてください。湿度 
び高いと、封筒びカールしたり、ふたび密着する 
ことびあ0ます。 

• 封筒は水気や湿気のない場所に、縁び曲びったり、 
傷ついたりしない状態で平らにイ呆管してください。 



玉付を封筒 透明窓付を封筒 


巧のいずれかに該当ずる封筒は使用しないで < ださい 
(使用ずると、が詰ま D の原因になることがち日ます)。 

• 不規則なおの封筒 
• 湿った封筒 

• カール、しわ、傷、ねじれ、またはち巧れなどび 
ある封筒 

• 斜めの合わせ目になっている封筒 
• 表面にざらつをびある封筒、または表面に光沢の 
ある封筒 

• はく離紙をはびすだけで封びされる封筒 
• ふたび2枚しツ上ある封筒 
• 糊付け部びベタついている封筒 
• 縁にしっかり折 D 目び付いていない封筒 
• 凹凸のある封筒 
• しツ前に印刷された封筒 
• 綿または繊維素材び含まれている封筒 



はがをに印刷する 

• 官製はびをを使用してください。 

• インクジエットプ U ンター専用のはびをは使用し 
ないで < ださい。 

• はびををセットするとをは、切手マークと郵便蚕 
号欄の位置を確認して < ださい。 

本义面（裏刷）を印刷する場合 



巧ち面{切手マーク刷）を印刷ずる場合 



波巧ち 耳折れ 

巧のいずれかに該当する封筒には印刷しないで < ださ 
い{本機が損傷するおそれがち日ます)。 

• 玉付を封筒、または締め具や留め金の付いた封筒 
• 透明窓付を封筒 

• 封入タイプの糊びあり、圧力のみ（水なし）で封 
びでさる封筒 
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3. プ y ン ター 


3.1.2 両面印刷（オプション） 

オプションの自動両面印字ユニットを接続すると、両 
面印刷び可能にな D ます （104 ページ)。たとえば、 
ワードパッドから印刷するには、なの手順に従います。 

1 印刷するドキュメントを開く。 

2 [ファイル]メニューから[印刷…]を選択する。 

3 プリンターー覧から本機の名前を選択する。 

• Windows 2000の場合、ステップ己に進んで 
<ださい。 

4 Windows XP/Windows Vis ね / Windows 7 
の場を 

[詳細設定] 

5 [基本]タブをク U ックする。 

6 [両面印刷]から、好みの両面印刷タイプを選択す 
る。一 、 [0 K ] 

• [片面印刷]を選択すると、この機能は無効に 
なります。 

• 両面のま白長さを変更でをます。 

7 [印刷]または [0 K ] をク U ックする。 


敦本印刷 

原稿を印刷し、半分に巧ってル冊テを作成でをます。 
この場合、原稿は用紙に合わせて縮ルされます。 

この機能を使用するには、37ページ「3. 1.2 両面印刷 
(オプション)」のステップ己の後に、[レイアウト印 
刷]で[製本印刷]アイコンを選択してください。 


3.2 Easy Print Utility 

プ U ンタードライバーの代わりにノ f ナソニック Easy 
Print Utility を使用して印刷すると、実用的な印刷機 
能を便利に使用することびでをます。 

ーコンピューターの画面にプレビュー表示すること 
で、不要な印刷を減らせます。 

一複数のドキュメントを結合でをます。 

ーファイルを PDF 形式で保存でをます。 

たとえば、ワードバッドから印刷するには、なの手順 
に従います。 

1 印刷するドキュメントを開く。 

2 [ファイル]メニューから忙 P 刷…]を選択する。 

3 プリンタ-覧から [Panasonic Easy Print 

Driver ] を選択する。 

4 [印刷]をク U ックする。 

• [Panasonic Easy Print Utility ] ダイアログ 
画面び表示されます 。 Easy Print Utility の詳 
細については、 [?] をク U ックし、ヘルプを 
参照してください。 


5 [印刷ページ操作]ウインドウで目的のページをク 
U ックして、印刷イメージを表示する。 



• プ U ンター設定を変更する方法については、 

37ページを参照してください。 

• 別々のアプ U ケーシヨンで作成された複数のド 
キユメントを結合するち法については、37 
ページを参照してください。 

• ファイルを PDF お式で保巧するち法について 
は、38ページを参照してください。 

• 事前に元のアプ U ケーシヨンで印刷枚数を設定 
した場合でも 、 Easy Print Utility で再設定び 
必要になることびあります。 

6 印刷ツールバーの[印刷]アイコンをク U ックす 
る。 

• 印刷を開始します。 


3.2.1 エコ印刷機能 

さまざまな印刷機能を使用し、テスト印刷なしに印刷 
イメージをプレビュー表示でをます。 


プ y ンター設定 

ステップ5で、なのタブの設定を変更または表示でさ 
ます。 

[基本]:出力する用紙サイズ、レイアウト印刷 
[出力]:印刷部数、給紙ち法、用紙の種類 
[品質]: カラーモード、トナーセーブ 
校力果]:ヘッダー、ウォーターマーク、フッター 


復巧のドキュメントの結を 

別々のアプ U ケーシヨンで作成された複数のページを 
表示して、1つのドキュメントとして扱ラことびでを 
ます。 

1 . 37ぺージ「3.2 Easy Print Utility 」 のステップ 
1〜4を実行する。 

2 . Easy Print Utility に統合したい別のドキュメント 
を開<。 

3 . [ファイル]メニューから圆刷...]を選択する。 
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3. プ y ン ター 


• 圧 P 刷]ダイアログ画面び表示されます。 

4. プリンタ-覧から [Panasonic Easy Print 

Driver ] を選択する。 

5. 圧 P 刷]をク U ックする。 

• 印刷プレビューウインドウで、前のドキュメン 
卜の最終ページの後に現在のドキュメントび追 
加されます。 

6 . ステップ2〜已を繰り返す。 

7. 必要に応じて、プ U ンター設定を変更する （37 
ページ)。 

8 . 印刷ツールバーの[印刷]アイコンをク U ックす 
る。 

お知己は 

• [印刷ページ操作]ウインドウには、ドキュメント 
を最大で999ページ表示でをます。 


PDF お式でのフアイルの巧巧 

プレビュー表示されているファイルは、印刷の代わり 

に、 PDF 形式でイ呆存することびでをます。 

1 . 37ぺージ「3.2 Easy Print Utility 」 のステップ 
1〜4を実行する。 

2. 印刷ツールバーの [ PDF のな巧]アイコンをク 
U ックする。 

• [名前を付けてなを]ダイアログ画面び表示さ 
れます。 

3. 保存先のフォルダーを指定して、ファイル名を乂 
力し、晚巧]をク U ックする。 PDF ファイルび作 
成および保存される間、 [ PDF のな巧]ダイアログ 
画面び表示される。 

お巧百は 

• Easy Print Utility で作成される PDF ファイルはイ 
メージ形式です。 


3.3 SD 力ードか6ダイレクトプ 
U ントする 

SD 力ードにイ呆巧されているファイルを、コンピユー 
夕一を使わずにダイレク トプ U ントでをます。 


【プリン N 



【拡張機能】【セット】い】レ】い】卜】 

1 SD 力ードを本機の SD 力ードス□ットに巧入する 
(101ページ)。 

• SD 力ードは別売りです。 

2 【プリント】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "SD 力ード" を 
選択する。^【セット】 

• SD カードにな存されているプ U ント可能な 
ファイルび表示されます。 

4 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的のファイル 
を選択する。^【セット】 

• フォルダー内のファイルを選択するには、 【パ 
または レ】 を押して、【セット】を押します。目 
的のファイルび選択されるまで、この操作を繰 
り返してください。 

• サムネール表示モードで目的のファイルを選択 
するには、【ィ】または卜】を押して、【セット】を 
押します。 

• ファイルは40個まで選択でをます。複数の 
ファイルを選択するには、このステップを繰り 
返します。 

• 【ストップ】を押すと、ステップ3に戻り、選択 
び取り消されます。 

• 【戻る】を押すと、ステップ3に戻り、選択び維 
持されます。 

5 必要に庇じて、ダイレクトプ U ント設定を変更す 
る （39 ぺージ)。 

6 【モノクロ】/【カラー】 

• カラーパスワード機能 （7 已ページの機能 
#1已 3) び有効になっている場合、107ぺ一 
ジを参照してください。 
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3. プ y ン ター 


お知己は 

• ファイル名表示とサムネール表示を切り替えるに 
は、 【*】 を押してください。初期値の表示モードを 
変更できます （93 ぺージの機能#己73)。 

• サムネール表示とお大表示を切 D 替えるには、【2】 
を押して < ださい。 

• プ U ント可能なファイル形式は;欠のとおりです。 

- TIFF 
- JPEG 

一 PDF (イメージお式のみ。本機からスキャンし 
たファイル、クイックイメージナビゲーターを 
使用してコンピューターからスキャンしたファ 
イル、 SD カードにイ呆存した受信済みファクス 
文書など。） 

• ファイル名として表示可能な文字数は最大8文字で 
す。 

• SD 力ードについては、101ぺージを参照してく 
ださい。 

• プ U ントを中止するち法については、100ページ 
を参照してください。 


"V" の意ほ 

ファイル名またはサムネールの横に" V" び付いてい 
る場合、そのファイルび選択されていることを意味し 
ます。 


3.3.1 ダイレクトプリント機能の設定 

ダイレクトプ U ント設定は変更することびでをます。 
この設定はプ U ントごとに U セツトされます。 


プリント巧がをを更する 

1 . 【お張機能】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "印刷部数" を選 
択する。 

3. コピー枚数を入力する （99 まで)。^【セット】 
— 、 【掘 i 張機能】 

方巧を巧更ずる 

プ U ントち向を変更でをます。 

1 . 【お張機能】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "ち向" を選択す 
る。 

3. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、目的の設定を選 
択する。 

-"縦ち向"： 縦長にプ U ントする場合 
-"横ち向"： 横長にプ U ントする場合 

4. 【セット】^【お張機能】 


ぺージレイアウトを遇がする { N イン 1) 

2、4、または8枚のページを1ページにプ U ントする 
と、用紙を節約でさます。この場合、原稿サイズは用 
紙に合わせて縮ルされます。 


1 . 【化張機能】 

2. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、" N in 1" を選択 
する。 

3. 【ィ】または卜】を繰り返し押して、目的の設定を選 
択する。 

-"なし"： この機能は無効になります。 

-"2 in 1" : 2枚のぺージび1ぺージにプ U ント 
されます。 

-"4 in 1" : 4枚のぺージび1ぺージにプ U ント 
されます。 

- "8 in 1 " : 8枚のぺージび1ぺージにプ U ント 
されます。 

4. 【セット】^ 【あ 張機能】 

N イン1のぺージ境界線を遇おずる 

N イン1プ U ントでの複数ページの間に線を入れるか 
ど5かを選択でをます。 

1 . 【拡張機能】 

2. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "Mini ぺージ境界 
線" を選択する。 

3. 【4】または卜】を繰り返し押して、目的の設定を選 
択する。 

一 "なし"： 線なしでプ U ントする場合。 

- "実紙’： 線ありでプ U ントする場合。 

4. 【セット】^【拡張機能】 


両面印刷を還巧する 

オプションの自動両面印字ユニットを接続すると、両 
面印刷び可能にな D ます （104 ページ)。綴じタイプ 
も選択でをます。 

1 . 【化張機能】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "両面印刷" を選 
択する。 

3. 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、目的の設定を選 
択する。 

-"なし"： この機能は無効になります。 

一 "長辺とじ"： 長辺綴じの場合。 

一 "短辺とじ"： 短辺綴じの場合。 

4. 【セット】^【拡張機能】 


継続印刷を還巧する 

ファイルお式の異なるドキュメントを、レイアウト印 
刷または両面印刷で1ページにプ U ントするかどラか 
を選択でをます。 

1 . 【お張機能】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "継続印刷" を選 
択する。 

3. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、目的の設定を選 
択する。 
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一 "なし"：同じファイルあ式のみをプ U ントでき 
ます。 

一"あり"：複数の異なるファイル形式をプ U ント 
でをます。 

4. 【セット】^【あ張機能】 

明るさを 調整す る 

ドキュメントに応じて、明るさ設定を調整でをます。 
利用可能なレベルは7段階あります。 

1 . 【お張機能】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、"画質調整"を選 
択する。^【セット】 

3. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、"明るさ"を選択 
する。 

4. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、好みの明るさを 
選択する。^【セット】^辰る】^【あ張機能】 


骇 度を 調整す る 

ドキュメントに応じて、彩度設定を調整でをます。利 
用可能なレベルは7段階あ D ます。 

1 . 【お張機能】 

2. い】またはレ】を繰り返し押して、"画質調壁"を選 
択する。^【セット】 

3. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、"彩度"を選択す 
る。 

4. 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、好みの彩度を選 
択する。^【セット】^原る】^【あ張機能】 


色あいを 調整す る 

ドキュメントに応じて、色あい設定を調整でをます。 
利用可能なレベルは7段階あります。 

1 . 【お張機能】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、"画質調整"を選 
択する。^【セット】 

3. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、"色あい"を選択 
する。 

4. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、好みの色あいを 
選択する。^【セット】^辰る】^【化張機能】 


3.4 FTP サー パーか6ダイレクト 
プリントする （ LAN 接続のみ） 

FTP サーバーにな巧されているファイルをダイレクト 

プ U ントでさます。 

お知5せ 

• 事前に FTP サーパー情歯の設定を巧ってください 
(94 ページ)。 

1 【プリント】 

2 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "FTP サーバー" 
を選択する。^【セット】 

3 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、目的の FTP サー 
バーを選択する。 ^【セット】 

• FTP サーバーにあるプ U ント可能なファイルび 
表示されます。 

4 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、目的のファイル 
を選択する。^【セット】 

• フォルダー内のファイルを選択するには、【パ 
またはレ】を押して、【セット】を押します。目 
的のファイルび選択されるまで、この操作を繰 
り返してください。 

• ファイルは40個まで選択でをます。複数の 
ファイルを選択するには、このステップを繰り 
返します。 

•【ストップ】または【戻る】を押すと、ステップ3 
に戻り、選択び取り消されます。 

5 必要に応じて、ダイレクトプ U ント設定を変更す 
る （39 ぺージ)。 

6 【モノク □】/ 【カラー】 

• カラーパスワード機能 （75 ページの機能 
#1已 3) び有効になっている場合、107ぺ一 
ジを参照してください。 

お知百は 

• プ U ント可能なファイルお式は;欠のとおりです。 

- TIFF 
- JPEG 

一 PDF (イメージお式のみ。本機からスキャンし 
たファイル、クイックイメージナビゲーターを 
使用してコンピューターからスキャンしたファ 
イル、 FTP サーバーのフォルダーにイ呆存した受 
信済みファクス文書など。） 

• U ストにはファイル名のみび表示されます。 

•プ U ントを中止するち法については、100ページ 
を参照してください。 
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3.5 受信した E メールの添付ファ 
イルを自動的に印刷する （ LAN 接 
続のみ） 

事前に E メールサーバー （ POP ) 情報を設定しておく 
と、本機はインターネット経由で対応機から送信され 
た E メールの添付ファイルを自動的に印刷します {ス 

キャン toE メール印刷）。 この機能は 、 E メールを 
チェックせずに添付ファイルのみを印刷する場合に便 
利です。 

お知己は 

• E メールのメッセージは印刷されません。 

• {コンピユーターをほ用せずに） E メールを直接送 
信でをる巧応おか5送信された添付ファイルのみ 
び印刷されます。 

• 印刷可能な添付ファイルのお式は巧のとお D です。 
- TIFF 
- JPEG 

一 PDF {イメージお式のみ。本機か百スキャンし 
たファイル、クイックイメージナビゲーターを 
使用してコンピユーターか S スキャンしたファ 
イル、 E メールの添付ファイルとして巧巧され 
た受信済みファクス文書など。） 

• 受信した E メールおよび添付ファイルは、印刷を、 
自動的に削なされます。 


E メールサーバー ( POP ) 情巧を設定するには 

1 . 正メールサーバー]の横にある[編集]をク 
U ックする。 

2. E メールサーバー ( POP ) 情報を入力する。 

障飼 

6 Web ブラウヴーを閉じる。 

お知己は 

• 【ストップ】を押しても、印刷は中止されません。 

• この機能は、 Web ブラウヴー経由でのみ設定でを 
ます （73 ページ)。 

• 最新のスキャン toE メール印刷情報を表示するに 
は、正メール印刷履歴]の横にある [ U スト]を 
ク U ックしてください （97 ぺージ)。 

• 添付ファイルび大さすざる場合、または非対応の 
形式である場合、正しく印刷されません。 

• E メールの チェック間隔 （9 日ページ）またはへッ 
ダー印刷設定 （9 己ページ）は変更でをます。 

• 詳細については、ご利用のサービスプ□バイダー 
またはネットワーク管理者にお問い合わせくださ 
し、。 



〇巧庇の複合機から送信する（例： 44ページ 
「4.1.已スキャン toE メールアドレス （ LAN 接続の 
み)」） 

©インターネット （E メールサーバー) 経由で E メール 
び送信される 

包受信側のプ U ンターで添付ファイルを印刷する 

1 Multi-Function Station を起動する。 

2 [ユーティリティー]^ [Web ヴーバ ー] ^ 
[ネットワーク機能設定] 

3 ユーヴー名として " root " と入力し、パスワード 
を入力する （7 已ぺージの機能#1已己)。^ 

[0 K ] 

4 [スキャンな 3 E メール印刷]タブをク U ックする。 

5 各項目を設定する。 

この機能を有効にずるには 

[スキャン扣 E メール印刷]の横にある旅り]を 
選択する。^ [登録] 
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4. スキヤナー 


ん 1 本機か6スキャンする（プッ 
シュスキャン） 

本機の操作パネルを使巧すると、原稿を簡単にスキャ 
ンでさます。スキャンモードの中から、スキャン後の 
イメージの巧途に適したモードを選択することびでを 
ます。 

お巧百せ 

• 31ぺージ^^.13. l スキャン機能一覧 J に従い、 
事前に関連する機能の設定を巧つて < ださい。 

お知己は 

•前のスキャン設定をな持でをます （89 ページの機 
能#4日4)。 

• 白黒スキャン（白黒またはグレースケール）のス 
キャンタイプを選択するには、事前に目的のタイ 
プをセットしておいてください (89 ページの機能 
#49己)。 

•原稿をスキャンする場合、自動原稿送り装置より 
ち原稿台ガラスを使用したちび良い結果び得られ 
ます。 

• 自動原稿送り装置を使用して原稿をスキャンして 
いるとをには、 ADF を開けないでください。 


【スキヤン】 



【セット】い】レ】卜】卜】 


4.1.1 スキヤン to ビューアー 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【スキヤン】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、 " PC " を選択す 
る。^【セット】 

4 USB 接続の場さ 

【パ または レ】 を繰り返し押して、 " USB 接続"を選 
おする。一【セット】 

LAN 接続の場合 

【パ または レ】 を繰り返し押して、スキャン後のイ 
メージの送信先となるコンピューターを選択する。 
— >【セット】 

5 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "ビューアー "を 
選択する。^【セット】 


6 必要に応じて、スキャン設定を変更する。 【 T 】 また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【ィ】 
または 卜】 を押す。^【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
イ呆巧する場合、ファイル形式として TIFF または 
PDF を選択してください。 

7 原稿台ガラスを使用する場合 

【モノクロ】/【カラー】^1ページ目の原稿びス 
キャンされる。なの原稿を原稿台ガフスの上に置 
いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 
ベての原稿をスキャンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

自動原稿を D 装置をほ用ずる場合 

【モノクロ】/【カラー】 

• スキャン後、スキャンされたイメージび 
[Quick Image Navigator ] ウインドウに表示 
されます。 

8 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ己 
で行った設定を U セットする。 

お巧百は 

•スキャンを中止する方法については、100ページ 
を参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 PNG 、 
BMP 、 または PDF お式で保存でをます。 

• コンピューターでのイメージの巧途に応じてス 
キャンモードを事前に設定しておくことびでをま 
す旧9ぺージの機能#493)。 

•スキャンされたイメージは、[設定]ウインドウ 
に9ぺージ）で選択したフォルダーに自動的に保 
存されます。 


4.1.2 スキヤン to ファイル 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【スキヤン】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 " PC " を選択す 
る。^【セット】 

4 USB 接続の場さ 

【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 " USB 接続"を選 
択する。^【セット】 

LAN 接続の場合 

【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、スキャン後のイ 
メージの送信先となるコンピューターを選択する。 
【セット】 

5 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "ファイル" を選 
択する。^【セット】 

6 必要に応じて、スキャン設定を変更する。 【パ また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【ィ】 
または 卜】 を押す。^にット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保存する場合、ファイルお式として TIFF または 
PDF を選択してください。 
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4. スキヤナー 


7 原稿台ガラスを使用する場さ 

【モノクロ】/【カラー】^1ぺージ目の原稿びス 
キャンされる。なの原稿を原稿台ガフスの上に置 
いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 
ベての原稿をスキャンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

自動原稿送日装置を使用する場合 

【モノクロ】/【カラー】 

•スキャンされたイメージは、[設定]ウィンド 
ウで選択したフォルダーに自動的にな存されま 
す。フォルダーを変更する方法については、 

29ページを参照してください。 

8 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ日 
で行った設定を U セットする。 

お知己は 

•スキャンを中止するち法については、100ページ 
を参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG . BMP 、 
または PDF お式でなをでをます。 

• コンピューターでのイメージの用途に応じてス 
キャンモードを事前に設定しておくことびでをま 
す旧9ページの機能#493)。 


4.1.3 スキ ャン toE メール 

スキャンしたイメージを、コンピューターの E メール 
ソフトウェアを使用して E メールの添付ファイルとし 
て送信することびでをます。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【スキャン】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、 " PC " を選択す 
る。^【セット】 

4 USB 接続の場さ 

【パ または レ】 を繰り返し押して、 "USB 接続"を選 
択する。^【セット】 

LAN 接続の場さ 

【パ または レ】 を繰り返し押して、スキャン後のイ 
メージの送信先となるコンピューターを選択する。 
【セット】 

5 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "E メール" を選 
択する。^【セット】 

6 必要に応じて、スキャン設定を変更する。 【▼】 また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【ィ】 
または 卜】 を押す。^【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
イ呆存する場合、ファイルお式として TIFF または 
PDF を選択してください。 

7 原稿台ガラスを使用ずる場合 

【モノク□】/【カラー】^1ページ目の原稿びス 
キャンされる。なの原稿を原稿台ガフスの上に置 
いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 


ベての原稿をスキャンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

自動原稿送日装置を使用する場合 

【モノクロ】/【カラー】 

• E メールソフトウェアび自動的に起動し、ス 
キャンされたイメージび新規の E メールメッ 
セージに添付されます。 

8 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ己 
で行った設定を U セットする。 

お知己は 

• 初期設定の E メールソフトウェアを選択するち法に 
ついては、30ページを参照してください。 
•スキャンを中止する方法については、100ページ 
を参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG . または 
PDF 形式で保存でをます。 

• コンピューターでのイメージの用途に応じてス 
キャンモードを事前に設定しておくことびでをま 
す旧9ぺージの機能#493)。 

•スキャンされたイメージは、[設定]ウィンドウ 
に9ぺージ）で選択したフォルダーに自動的に保 
存されます。 


4.1.4 スキヤン toOCR 

OCR ソフトウェアを使用すると、イメージをテキスト 
データに変換でをます。テキストデータはワープロソ 
フトなどで編集でをます。 


おな立ちヒント： 

OCR ソフトウェアは別売りです。目的の第=者 
OCR ソフトウェアをインストールして、 OCR ソフ 
トウェアのパスを事前に指定してください。パス 
を指定するには、下記に従ってください。 
Multi-Function Station を起動する。^ [設定] 
[ OCR 設定]フィールドに OCR プ□グラム 
ファイル （. exe ) のパスを指定する。^ [0 K ] 

• 第 S 者 OCR ソフトウェアの動作は、巧証いた 
しません。 


1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【スキヤン】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 " PC " を選択す 
る。^【セット】 

4 USB 接続の場を 

【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "USB 接続"を選 
択する。^【セット】 

LAN 接続の場合 

【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、スキャン後のイ 
メージの送信先となるコンピューターを選択する。 
【セット】 

5 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 " OCR " を選択 
する。^【セット】 


43 








4. スキヤナー 


6 必要に応じて、スキャン設定を変更する。 【 T 】 また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【4】 
または 【►】 を押す。^【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保存する場合、ファイル形式として TIFF を選択 
してください。 

7 原稿台ガラスを使用ずる場合 

【モノク □】/ 【カラー】^1ページ目の原稿びス 
キャンされる。なの原稿を原稿台ガフスの上に置 
いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 
ベての原稿をスキャンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

自動原稿を D 装置をほ用ずる場合 

【モノク□】/【カラー】 

• スキャン後、スキャンされたイメージび OCR 
ウィンドウに表示されます。 

8 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ日 
で行った設定を U セットする。 

お巧百せ 

•スキャンを中止するち法については、100ページ 
を参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG 、 または 
BMP お式で保存でをます。 

• コンピューターでのイメージの巧途に応じてス 
キャンモードを事前に設定しておくことびでをま 
す旧9ぺージの機能#493)。 

•スキャンされたイメージは、[設定]ウィンドウ 
に9ぺージ）で選択したフォルダーに自動的に保 
ちされます。 


4.1.5 スキヤン toE メールアドレス （LAN 
接続のみ） 

スキヤンしたイメージを、 E メールソフトウェアを使 
用せずに E メールの添付ファイルとして直接送信する 
ことびでをます。 

お知己は 

• 31ぺージ[2.13.1スキヤン機能一 覧 J に従ぃ、 
事前に関連する機能の設定を巧つて < ださぃ。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【スキヤン】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "E メールアドレ 
ス" を選択する。^【セット】 

4 E メール宛先を入力する。 

ナビゲーターキーをほ用する場合 

い】、レ】、い】 または 卜】 を繰り返して押して、目 
的の E メール宛先を選択する。 

テンキーをほ用する場合 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "アドレス 手 
動設定"を選択する。一【セット】 

2 . テンキーを使用して、 E メールアドレスを入力 
する （98 ぺージ)。 


5 【セット】 

6 化要に応じて、スキャン設定を変更する。 【 T 】 また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【ィ】 
または 卜】 を押す。^【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保存する場合、ファイル形式として PDF を選択 
してください。 

7 原稿台ガラスをほ用ずる場さ 

【モノクロ】/【カラー】^1ぺージ目の原稿びス 
キャンされる。なの原稿を原稿台ガフスの上に置 
いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 
ベての原稿をスキャンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

自動原稿送 D 装置をほ用ずる場を 

【モノクロ】/【カラー】 

• スキャンされたイメージは E メール サーバー 経 
由で添付ファイルとして送信されます。 

8 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ己 
で行った設定を U セットする。 

お巧百は 

• E メールアドレスは頭文字で検索することびでをま 
す。 

例："マツシタタロウ" 

1 . 44ぺージ「4.1.已スキャン toE メールアドレ 
ス （ LAN 接続のみ)」のステップ1〜3を実行す 
る。 

2. 【7】 を繰り返し押して、頭文字び" マ" の名前 
を表示させる（文字入力については 98 ページ 
を参照)。 

•記号を検索するには、 【关】 を押してくださ 
し、。 

3. 【パ、レ】、【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 
"マツシタタ□ウ" を選択する。 

•検索を中止するには、【ストップ】を押して 
<ださい。 

•スキャンを中止する方法については、100ページ 
を参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG . または 
PDF お式で保存でをます。 


4.1.6 スキヤン toFTP サーパー ( LAN 接 
続のみ） 

スキヤンしたイメージを FTP サーバーのフォルダーに 
送信することびでをます。 

お知己は 

• 31ぺージ^^. l 3.■ l スキヤン機能一覧 J に従い、 
事前に関連ずる機能の設定を巧つて < ださい。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【スキヤン】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "FTP サーパ‘一" 
を選択する。^【セット】 
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4 【パ または レ】 を繰り返し押して、スキャン後のイ 
メージの送信先を選択する。^【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更する。 【 T 】 また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【ィ】 
または 卜】 を押す。^【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
保存する場合、ファイル形式として PDF を選択 
してください。 

6 原稿台ガラスを使用する場さ 

【モノクロ】/【カラー】^1ぺージ目の原稿びス 
キャンされる。次の原稿を原稿台ガフスの上に置 
いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 
ベての原稿をスキャンし、【モノク □】/ 【カラー】を 
押す。 

自動原稿送0装置を使用ずる場合 

【モノク□】/【カラー】 

• スキャンされたイメージは、 FTP サーバーの指 
定されたフォルダーに保存されます。 

7 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ己 
で行った設定を U セットする。 

お巧百な 

•スキャンを中止する方法については、1日日ページ 
を参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG . または 
PDF 形式で保存でをます。 

• スキャンしたイメージを印刷する方法については、 
40ページを参照して<ださい。 


4.1.7 スキヤン toSMB フオルダー (LAN 

接続のみ） 

スキャンしたイメージを LAN 上の共有フオルダーに送 
信することびでをます。 

お巧百は 

• 31ぺージ[2.13.1スキャン機能一覧 J に従い、 
事前に関連する機能の設定を巧つて < ださい。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【スキャン】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、 " SMB フオル 
ダー" を選択する。^【セット】 

4 【パ または レ】 を繰り返し押して、スキャン後のイ 
メージの送信先を選択する。^【セット】 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更する。 【 T 】 また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【ィ】 
または 卜】 を押す。^【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
イ呆存する場合、ファイル形式として PDF を選択 
してください。 

6 原稿台ガラスを使用ずる場さ 

【モノクロ】/【カラー】^1ぺージ目の原稿びス 
キャンされる。なの原稿を原稿台ガフスの上に置 


いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 
ベての原稿をスキャンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

自動原稿送日装置をほ用する場合 

【モノクロ】/【カラー】 

• スキャンされたイメージは、 LAN 上の共有フォ 
ルダーにな巧されます。 

7 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ已 
で行った設定を U セットする。 

お知己せ 

•スキャンを中止する方法については、100ページ 
を参照してください。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG . または 
PDF 形式で保存でをます。 

• この機能び正しく動作しない場合、ネットワーク 
管理者にご相談ください。本機の SMB 機能は 
NTMLV 2 および SMB 署名に対応していません。 


4.1.8 スキヤン toSD 力ード 

スキャンしたイメージを SD 力ードに保をすることび 
でをます。 

1 SD 力ードを本機の SD 力ードス□ットに巧入する 
(101ページ)。 

• SD 力ードは別売りです。 

2 原稿をセットする （21 ページ)。 

3 【スキャン】 

4 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "SD 力ード" を 
選択する。^【セット】 

• "SD 力ード" は、本機に SD 力ードび挿入され 
ている場合にのみ表示されます。 

5 必要に応じて、スキャン設定を変更する。 【 T 】 また 
は レ】 を繰り返し押して目的の設定を選択し、 【ィ】 
または 卜】 を押す。^【セット】 

• 複数のページをスキャンして1つのファイルに 
イ呆巧する場合、ファイル形式として PDF を選択 
してください。 

6 原稿台ガラスを使用する場合 

【モノク □】/ 【カラー】^1ページ目の原稿びス 
キャンされる。なの原稿を原稿台ガフスの上に置 
いて、【セット】を押す。この操作を繰り返してす 
ベての原稿をスキャンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

自動原稿送 D 装置をほ用ずる場を 

【モノクロ】/【カラー】 

• スキャンされたイメージび SD カードにイ呆存さ 
れます。 

7 スキャン終了後、【ストップ】を押して、ステップ已 
で行った設定を U セットする。 

お巧5は 

•スキャンを中止する方法については、100ページ 
を参照してください。 
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• スキヤン後のイメージは、 TIFF 、 JPEG , または 
PDF 形式でな存でをます。 

• スキヤンしたイメージを印刷する方法については、 
38ページを参照してください。 

• SD 力ードについては、101ページを参照してく 
ださい。 


4.2 コンピユーターか6スキヤン 
する（プルスキヤン） 

お知百せ 

•原稿をスキャンする場合、自動原稿送り装置より 
ち原稿台ガラスを使巧したちび良し作吉果び得られ 
9 〇 

• 自動原稿送り装置を使用して原稿をスキャンして 
いるとさには、 ADF を開けないで<ださい。 


4.2.1 Multi - Function スキヤンアプリ 
ケーシヨンのほ用 

アプ U ケーシヨンのアイコンをク U ックすると、選択 

したアプ1」ケーシヨンびスキャン後に自動的に起動し 

ます。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 Multi-Function Station を起動する。^ [ス 
キャン] 

3 目的のアプ U ケーシヨンのアイコンをク U ックす 
る0 

• [カスタム]をク U ックすると、あらかじめ設 
定されているアプ U ケーシヨンび起動します。 

• 原稿のスキャン中にスキャンを中止するには、 
[キャンセル]をク1」ックしてください。 

お巧5は 

• 各アプ U ケーシヨンのスキャン設定は事前に変更 
することびでさます （29 ページ)。 

• アプ U ケーシヨンのアイコンをポイントすると、 
そのアプ U ケーシヨンのスキャン設定びツールの 
ヒントとして表示されます。 

•スキャンされたイメージは、[設定]ウィンドウ 
に9ぺージ）で選択したフォルダーに自動的に保 
巧されます。 

4.2.2 ビューアーのほ用 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 Multi-Function Station を起動する。 

3 [ユーティリティー]^ [ビューアー] 

• [Quick Image Navigator ] び表示されます。 

4 [Quick Image Navigator ] ウインドウの[イン 
ポートフォルダヘイメージの取り込み…]アイコン 
をク U ックする。 

• 本機の名前を示すダイアログ画面び表示されま 
す。 

5 必要に応じて、コンピューターでスキャン設定を 
変更する。 

• スキャンするイメージを確認するには、[プレ 
ビュー]をク U ックしてください。フレームを 
ドラッグすると、スキャン範囲を指定でさま 
す。スキャン設定を変更した場合、[プレ 
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ビュー]をク U ックして、スキャンしたイメー 
ジを更新して ください。 

自動原稿送り装置を使用すると、最初のページ 
のみび表示されます。スキャンしたイメージを 
更新する必要びある場合、原稿をセットして再 
表示して < ださい。 

6 [スキャン] 

• ステップ5で自動原稿送り装置を使用してス 
キャンするイメージを確認した場合、原稿を再 
セットして、[スキャン]をク U ックしてくだ 
さい。 

• スキャン後、スキャンされたイメージび 
[Quick Image Navigator ] ウインドウに表示 
されます。 

• スキャンしたイメージをな巧するには、[ファ 
イル]メニューから[名前を付けて保存]を選 
択してください。 

• 原稿のスキャン中にスキャンを中止するには、 
[キャンセル]をク U ックしてください。 

お巧百は 

•スキャンされたイメージは、[設定]ウインドウ 
(29 ぺージ）で指定したファイルあ式订 IFF 、 
」 PEG 、 PDF 、 および BMP ) でアプ U ケーシヨン 
を起動することびでをます。 

• スキャン後のイメージは、 TIFF 、」 PEG 、 BMP 、 
PNG 、 または PDF お式でな巧でをます。 

• [巧象装置]に[選択…]ボタンび表おされた場合、 
[選択…]をク U ックして、 U ストから本機を選択 
し、 [0 K ] をク U ックしてください。 

• プリンタードライバーび1つだけインストールされ 
ている場合、[選択...]ボタンは表示されません。 

• ファイルまたはページ単位で移動、コピー、およ 
び削除することびでをます。 


4.2.3 その他のアプリケーシヨンのほ用 

Multi-Function Station には、 TWAIN および WIA 巧 
応スキャナードライバーび含まれています。 TWAIN ま 
たは WIA に対応しているその他のアプ U ケーシヨンを 
使用してスキャンすることもでをます。一般的に、な 
のよラな手順に従います。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 TWAIN または WIA に巧庇しているアプ U ケーシヨ 
ンを起動する。 

3 TWAIN 巧応の場合 

[ファイル]メニューから[イメージの取り込み] 

を選択する。 

WIA 巧応の場さ 

[ファイル]メニューから[カメラまたはスキャナ 
から取り込み]を選択する。 

• 本機の名前を示すダイアログ画面び表示されま 
す。 


4 必要に応じて、コンピューターでスキャン設定を 
変更する。一 、 [スキャン] 

• スキャン後、スキャンされたイメージびアプ U 
ケーシヨンのウィンドウに表示されます。 

• 原稿のスキャン中にスキャンを中止するには、 
[キャンセル]をク U ックしてください。 

お知百は 

• WIA 対応アプ1」ケーシヨンからのスキャンは、 
Windows XP、Windows Vista 、 および 
Windows 7と USB 接続のみで利用でをます。 

•使巧するアプ U ケーシヨンに応じて、表示び多少 
異なることびあります。 

• TWAIN 対応機器でのスキャン中に[対象装置]に 
[選択…]ボタンび表示された場合、[選択...]をク 
U ックして、 U ストから本機を選択し、 [0 K ] を 
ク U ックしてください。 

プリンタードライバーび1つだけインストールされ 
ている場合、[選択…]ボタンは表示されません。 
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已 .1 コピーを作ぶする 

• A 4、 レター、 U - ガル、 B 己、216 X 330、およ 
び21己 X 340サイズの用紙（厚□普通紙および普 
通紙）を使用することびでをます。 


(78 ページの機能#4己 4) を変更することびでを 
ます。 

• 【ファクス受信モード】ライトび点打している場合、 
コピーモードでもファクスを自動的に受信でさま 
す。 


5.1.1 原稿台ガラスのほ用 



コピーサイズを遇がずる 


1. 【▼】 または レ】 を繰り返し押して、 "コピーサイズ" 
を選択する。^ い】/卜】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "原稿サイズ" を 
選択する。 


3. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、原稿のサイズを 
選択する。^【セット】 

4. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "給紙□選巧" を 
選択する。 


5. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、給紙カセットを 
選択する。 


• 適切なズーム倍率び自動的に設定されます。 
ズームコピー中には、一部のコピー機能を使用 
でをません。詳細については、49ページを参 
照して < ださい。 

6 . 【セット】 


1 【コピー】ライトび消えている場合、【コピー】を押 
して点巧させる。 

2 原稿をセットする （21 ページ)。 

3 必要に応じ、原稿のタイプに基づいてコピー設定 
を変更する。 

• コピーサイズの選択方法については、48ぺ一 
ジを参照してください。 

• コピー枚数の変更方法については、48ページ 
を参照してください。 

• 読取濃度の選択ち法については、48ページを 
参照してください。 

• 読取画質の選択方法については、48ページを 
参照してください。 

• ズーム倍率の選択方法については、49ページ 
を参照してください。 

4 【モノクロ】/【カラー】 

• カラーパスワード機能 （7 已ページの機能 
#1已 3) び有効になっている場合、10己ぺ一 
ジを参照してください。 

• コピーを 開始します。 

5 コピー終了後、【ストップ】を押して、ステップ3で 
行った設定を U セットする。 

お知己は 

•コピーを中止する方法については、100ページを 
参照してください。 

• 操作モードの初期値 （78 ページの機能#4己 3) 

と、操作モードの初期値に戻るまでのタイマー 


コピー枚数をを更ずる 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "印刷部数" を選 
択する。 

2 . コピー枚数を入力する （99 まで）。 

3. 【セット】 


読胁農度を遇巧する 

原稿の暗さまたは明るさに応じて、この設定を調整し 
てください。利用可能なレベルは已段階り氏〜高）あ 
D ます。 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "画質" を選択す 

る。^い】/卜】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "読 取 濃度" を選 
択する。 

3. 【ィ】 または 卜】 を押す。^【セット】 

お巧百は 

• 前の読取濃度設定をな持でをます （78 ページの機 
自巨#4己2)。 


読取画質を遇巧する 

1. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "画質" を選択す 

る。^い】/卜】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "読取画質" を選 
択する。 

3. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、好みの読取画質 
を選択する。 
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一 "文字/写真"： 文字および写真用。 

一 "文字"： 文字専用。 

一 "写真"： 写真、陰影付をの図など。 

4. 【セット】 

お知己は 

• 初期値の読取画質を変更でをます （85 ページの機 
能#4己1)。 



例： 70 〇/〇縮ルコピー 

原稿台ガラス{①）をほ用した場さ 


ズーム倍を{化大/縮ル）を遇がする 

1.【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "ズーム" を選択 
する。 


2. 【4】または卜】を繰り返し押して、原稿と用紙のヴ 
イズに合5ズーム倍率を選択する。 

-" 100 %" 

-"50%" 

-" 200 。/。" 

• テンキーを使用すると、"2已％"から 

"400%"の範囲で任意の倍率を入力でをます。 

3. 【セット】 

お巧百せ 

• なの機能では、ズームコピーを利用でをません。 

-カードコピー機能（已1ページ） 

ーイメージ U ピート機能（已1ページ） 

ーポスター機能（已1ページ） 

-N in 1機能（已1ぺージ） 

-N in 1復元印刷機能 （52 ページ） 

一製本印刷機能（已3ページ） 

• 前のズーム設定をな持でをます (85 ページの機能 
#4己8)。 

• 原稿台ガラスを使用ずる場合、本機の^マークを 
起点として原稿のち上び化大されます。 

• 自動原稿送0装置をほ用ずる場を、原稿上部の中 

央び化大されます。原稿下部を化大コピーするに 
は、原稿を上下逆にしてからコピーしてください。 

例： 150 % 化大コピ ー 

原稿台ガラス{①）をほ用した場さ 


原稿 


化大コピー 


原稿 縮ルコピー 


① 

自動原稿送日装置を使用した場合 


原稿 


縮ルコピー 



5.1.2 自動原稿をり装置のほ用 







自動原稿を日装置を使用した場合 


原稿 


化大コピー 


1 【コピー】ライトび消えている場合、【コピー】を押 
して点なさせる。 

2 原稿をセットする （22 ページ)。 

3 必要に応じ、原稿のタイプに基づいてコピー設定 
を変更する。 

• コピーサイズの選択方法については、48ぺ一 
ジを参照してください。 

• コピー枚数の変更方法については、48ページ 
を参照してください。 

• 読取濃度の選択ち法については、48ページを 
参照してください。 
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5. 北一 


• 読取画質の選択ち法については、48ページを 
参照してください。 

• ズーム倍率の選択方法については、49ページ 
を参照してください。 

4 【モノク□】/【カラー】 

• カラーパスワード機能 （75 ページの機能 
#1已 3) び有効になっている場合、10己ぺ一 
ジを参照してください。 

• コピーを 開始します。 

5 コピー終了後、【ストップ】を押して、ステップ3で 
行った設定を U セットする。 

お巧百は 

•コピーを中止する方法については、100ページを 
参照してください。 


5.2 その他のコピー機能 

• 【コピー】ライトび点灯していることを確認してく 
ださい。 


5.2.1 ソー トコ ピー 

本機では、複数ページをコピーするとをに、元の原稿 
ページと同じ順序にソートしてコピーすることびでを 
ふ 〇 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "印刷部数" を選 
択する。 

3 コピー枚数を入力する （99 まで)。^【セット】 

4 【拡張機能】 

5 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "部単位印刷" を 
選択する。 

6 【ィ】 または 卜】 を繰 D 返し押して、 "あり" を選択す 
る。^【セット】^ 【あ 張機能】 

7 原稿台ガラスを使用する場さ 

1 . 【モノクロ】/【カラー】 

• 1ページ目の原稿びスキヤンされます。 

2 . なの原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セッ 
卜】を押す。この操作を繰り返してすべての 
ぺージをスキヤンし、【モノクロ】/【カラー】を 
押す。 

• コピーを 開始します。 

自動原稿送日装置をほ用する場合 

【モノクロ】/【カラー】 

8 コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を 
U セットする。 

例： 4ぺージの原稿を2部コピーずる 
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ソート機能を使用した ソート機能を使用 

場合のページ順序 しなかった場合の 

ページ順序 

お巧百は 

• ソートコピーの実行中、本機は原稿をメモ U —に 
イ呆存します。保存中にメモ1」一びいっぱいになつ 
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【モノクロ】/【カラー】 

コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を 
U セツトする。 


お知百せ 

• 前のページレイアウト設定をイ呆持でをます （8 已 
ページの機能#467)。 


5.2.4 N in 1機能 

2、4、または8枚のページを1ページにコピーすると、 
用紙を節約でをます。この場合、原稿は用紙に合わせ 
て縮ルされます。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 


6 必要に応じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 

:の。 

• その他のコピー設定ち利用でをます。詳細につ 
いては、48ページを参照してください。 

7 力ードコピー機能 

1 . 【モノクロ】/【カラー】 

• 1ページ目の原稿びスキヤンされます。 

2 . なの原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セツ 
卜】を押す。この操作を繰り返してすべての原 
稿をスキヤンする。 

• コピーを開始します。 

•【モノクロ】/【カラー】を押すと、随時コピー 
を開始でをます。 

イメージリピート機能 


【モノクロ】/【カラー】 


8 


コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を 
U セットする。 

お知百は 

• 前のページレイアウト設定をな持でをます （8 已 
ページの機能#4己7)。 

5.2.3 ポスター機能（原稿台ガラス） 

原稿を2つ（"1 x 2")、4つ （"2 x 2") または9つ 
("3 x 3") の区画に分割し、各区画を掘大して〕ピーす 
ることびでをます。印刷後に各用紙をのりで貼り合わ 
せると、1枚の大をなポスターになります。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【,】 または レ】 を繰り返し押して、 "ぺージレイアウ 
卜" を選択する。^い】/卜】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "ポスター" を選 
択する。^【セット】 

4 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、"1 x 2"、 "2 x 2" 
または "3 x 3" を選択する。^【セット】 

5 必要に庇じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 

:の。 

• その他のコピー設定ち利用でをます。詳細につ 
いては、48ページを参照してください。 


た場合、なをされているページのみび印刷されま 
す。 

• 前のソート設定を保持でをます （8 已ページの機能 
#469)。 


試しコピー機能 

ソート機能を使用して最初に原稿を1部コピーするに 
は、 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 "試しコピ ー" 

を表示させます（已〇ページ「已 . 2.1 ソートコピー」の 
ステップ日)。本機はソート機能を使用して原稿を1部 
コピーした後、一時的に停止し、コピーの品質を確認 
するための時間を確なします。適切にコピーされてい 
る場合、【モノク □】/ 【カラー】を押すと、コピーを続行 
でをます。 

適切に〕ピーされていない場合、【ストップ】を押して、 
最初からやり直してください。 


5.2.2 力ードコピー機能/イメージリピー 
卜機能（原稿台ガラスのみ） 

力ードコピー機能 両面原稿を1ページにコピーします。 

イメージリピート機能 片面原稿を1ページに繰り返し 

コピーします。 

お巧]百は 

• コピー原稿は用紙に合わせて縮ルされないため、 
サイズの小さい原稿（名刺など）のコピーに役立 
ちます。 

1 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "ぺージレイアウ 
卜" を選択する。^ い】/卜】 

2 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "力ードコピ ー" 
または "イメージリピート" を選択する。^ 
【セット】 

3 【▼】 または レ】 を繰り返し押して 、巧みのページレ 
イアウトを選択する。 
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1 齡" 
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in 

1齡" 

-"8 

in 

1(縱" 

イ メー 

’ジ y ピ—卜機能 

一"2 

in 

V 

-"4 

in 

V 

-"8 

in 
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4 原稿をセットする （21 ページ)。 

•横向をにコピーするには、原稿を横方向にセッ 
卜してください。縦向をにコピーするには、原 
稿を縦ち向にセットしてください。 

• スキャン範囲は、ステップ3で選択した設定に 
応じて変更されます。画面の指示に従って<だ 
さい。 

5 【セット】 
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5. 【セット】 

6. 必要に応じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 
ジ)。 

• その他のコピー設定ち利用でさます。詳細につ 
いては、48ページを参照してください。 

7. 【モノクロ】/【カラー】 

8 . コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を U 
セツトする。 


5.2.5 エッジ機能 

本機では、用紙に合わせてコピー原稿を縮ルせずに、 

原稿のエッジをコピーしないよラに設定することびで 

をます。この機能は、エッジのちれた原稿をコピーす 

るとをに役立ちます。 

お知己は 

• この機能とページレイアウト機能は同時に使用で 
をません （N in 1、製本印刷を除く）。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【化張機能】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "エッジ" を選択 
する。^い】/卜】 

4 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "長辺側エッジ" 
を選おする。 

5 テンキーを使用して、長辺のエッジ幅を入力する。 

【セット】 

6 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "短辺側エッジ" 
を選択する。^【ィ】/【►】 

7 テンキーを使用して、短辺のエッジ幅を入力する。 

【セット】^【瓶長機能】 

8 必要に応じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 
ジ)。^【モノク □】/ 【カラー】 

9 コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を 
U セットする。 

お知百は 

• 前のエッジ設定をな持でをます （8 已ページの機能 
#473)。 


5.2.6 とじ代機能 

本機では、ホ白をつくるために、原稿の特定のとじ代 
をコピーしないよラに設定することびでをます。この 
機能は、コピーした原稿を製本する場合に役立ちます。 

お巧]百せ 

• 設定したホ白に基づいて自動的に縮ルコピーする 
方法については、8已ページの機能#474を参照し 
て < ださい。 


• 縦向をにコピーするには、原稿を縦方向にセッ 
卜してください。横向をにコピーするには、原 
稿を横ち向にセットしてください。 

2 【パまたはレ】を繰り返し押して、"ぺージレイアウ 
卜"を選択する。^い】/卜】 

3 【パまたはレ】を繰り返し押して、 " Mini " を選択 
する。^【セット】 

4 【パまたはレ】を繰り返し押して、好みのぺージレ 
イアウトを選択する。 

-"2 in 1( 縦 )" 

-"2 in 1 懒 )" 

-"4 in 1( 縦 )" 

-"4 in 1( 横 )" 

-"8 in 1( 縦 )" 

-"8 in 1 懒 )" 

5 【セット】 

6 化要に応じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 

:の。 

• その他のコピー設定ち利用でをます。詳細につ 
いては、48ページを参照してください。 

7 原稿台ガラスを使用する場さ 

1 . 【モノクロ】/【カラー】 

• 1ページ目の原稿びスキヤンされます。 

2 . なの原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セッ 
卜】を押す。この操作を繰り返してすべての原 
稿をスキヤンする。 

• コピーを 開始します。 

•【モノクロ】/【カラー】を押すと、随時コピー 
を開始でをます。 

自動原稿を D 装置をほ用ずる場を 

【モノク□】/【カラー】 

8 コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を 
U セットする。 

お巧]百は 

• 前のページレイアウト設定をイ呆持でをます （8 已 
ページの機能#467)。 


N in 1 復元印刷機能（原稿台ガラスのみ） 

N in 1機能でコピーした原稿を、元の別々のページに 
分割することびでをます。この機能は、 "2 in 1" およ 
び "4 in 1" 設定を使用して作成した原稿で利用でを 
ます。 

1 . 原稿をセットする （21 ページ)。 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "ぺージレイアウ 
卜" を選択する。^い】/卜】 

3. 【パ または レ】 を繰り返し押して、 " Nin 1復元"を 
選択する。^【セット】 

4. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、好みのぺージレ 
イアウトを選択する。 

-"2 in 1(縦)" 


v)/ v)/ v)/ 

横縦横 

/fv /fv /fv 


4 4 


已 2 











5. □t°- 


• この機能とページレイアウト機能は同時に使用で 
きません （N in 1、聲本印刷を除く）。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

• 縦向をにコピーするには、原稿を縦ち向にセッ 
卜してください。横向をにコピーするには、原 
稿を横ち向にセットしてください。 

2 【拡張機能】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "とじ代" を選択 
する。^ い】/卜】 

4 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "ち向" を選択す 
る。 

5 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、"縦ち向"または 
"横ち向"からぺージレイアウトを選択する。^ 
【セット】 

6 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "位置" を選択す 
る0 

7 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 "上"、"下"、 

"ど または" ち" からを白を設定するエッジを選 
択する。一【セット】 

8 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "とじ代" を選択 
する。^ い】/卜】 

9 テンキーを使用して、ホ白の幅を入力する。^ 
【セット】^【あ張機能】 

10 必要に応じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 
ジ)。^【モノクロ】/【カラー】 

11 コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を 
U セットする。 

お巧5せ 

• 前のを白設定を保持でをます （8 已ページの機能 
#47己）。 


5.2.7 コピーモ約 

なの条件では、コピー予約びでをます。 

一本機びコンピューターからの原稿を印刷中の場合。 
一本機び受信したファクス文書を印刷中の場合。 

一本機びダイレクトプ U ントを実行中の場合。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 " PC プリント中でず"、"印刷中でず" または" 読 
み込み中でず" び表示されているとさに、 

【コピー】を押す。 

3 コピー枚数、読取画質、ズーム機能、およびペー 
ジレイアウト機能など、必要な設定を行ラ （48 
ぺージ)。^【モノク □】/ 【カラー】 

• "コピー予約中でず" び表示されます。現在の 
印刷ジヨフの後にコピーを開始します。 


5.2.8 両面コピー(オプション） 

オプションの自動両面印字ユニットを接続すると、両 
面コピーび可能になります （104 ページ)。これによ 


り、片面原稿から両面コピーを作成することびでをま 
す。 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【拡張機能】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "両面印刷" を選 
択する。 

4 【4】または卜】を繰 D 返し押して、綴じちを選択す 
る 0 

一"長辺とじ" 

一"短辺とじ" 

• "なし’’ を選択すると、この機能は無効になり 
よ9 〇 

5 【セット】^【拡張機能】 

6 必要に庇じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 

バ） 

• その他のコピー設定ち利用でをます。詳細につ 
いては、48ページを参照してください。 

7 原稿台ガラスを使用する場合 

1. 【モノク□】/【カラー】 

• 1ページ目の原稿びスキャンされます。 

2 . なの原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セッ 
卜】 を押す。 

• コピーを 開始します。 

自動原稿送日装置をほ用ずる場合 

【モノクロ】/【カラー】 

8 コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を 
U セットする。 

お巧百は 

• カードコピー機能（已1ページ)、イメージ U ピー 
卜機能（已1ページ)、またはポスター機能（已1 
ページ）では、両面コピーを利用でをません。 
•前の両面コピー設定をな持でをます （8 已ページの 
機能#470)。 


毁本印刷機能 

この機能は、コピー後に半分に巧ってル冊子を作成す 
るとをに役立ちます。この場合、原稿は用紙に合わせ 
て縮ルされます。 

1 . 原稿をセットする （21 ページ)。 

2. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、"ぺージレイアウ 
卜" を選択する。^ い】/卜】 

3. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "製本印刷" を選 
択する。^【セット】 

4. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、綴じ方向とぺ一 
ジを選択する。 

一"左とじ （1)" 

-"左とじ（全)" 

一"ちとじ （1)" 

-"ちとじ（を)" 
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• "( 1 )" :原稿 4 枚を別々のフ□ックとして印刷し 
9 〇 

• "(全)" ：すべての原稿を1つのブロックとして 
印刷します（白黒印刷のみ)。 

5. 【セット】 

6 . 化要に応じて、コピー枚数を入力する （48 ペー 
ジ)。 

• その他のコピー設定ち利用でをます。詳細につ 
いては、48ページを参照してください。 

• 複数コピーは自動的に原稿と同じ順序にソート 
されます。 

7. 原稿台ガラスを使用する場合 

1. 【モノク □】/ 【カラー】 

• 1ページ目の原稿びスキャンされます。 

2 . なの原稿を原稿台ガラスの上に置いて、【セッ 
卜】を押す。この操作を繰り返してすべての 
ページをスキャンする。 

3. ステップ4で"左とじ （1)" または"ちとじ 
(1)"を遇}只した場合、 コピーを開始します。 

•【モノク □】/ 【カラー】を押すと、随時コピー 
を開始でをます。 

•複数コピーする場合、【モノク □】/ 【カラー】 
を押すと、コピーび始まります。 

ステップ4で"ちとじ{を)"または"ちとじ 
(を)"を遇巧した場合、 【モノクロ】を押して、 
コピーを開始します。 

自動原稿ち日装置をほ用する場合 

【モノク □】/ 【カラー】 

8. コピー終了後、【ストップ】を押して、この機能を U 
セットする。 

お巧6は 

• ステップ4で "左とじ（全)" または "ちとじ 
(を)" を選択した場合、モノクロコピーのみを利 
用でをるため、ステップ7で【モノク □】 を押して< 
ださい。【カラー】を押すと、ステップ2〜6び U 
セットされます。 

•前のページレイアウト設定をイ呆持でをます （8 已 
ページの機能#467)。 
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百.ファクス 


巨.1ファクスを手動で送信する 

お巧百は 

• ファクスは白黒でのみ送信でをます。 


6.1.1 原稿台ガラスのほ用 

原稿台ガラスを使用すると、自動原稿送り装置で送信 
でさないルさいサイズの紙やル冊テの1ページを送信 
することびでをます。 



【セット】い】レ】卜】卜】 


1 【ファクス】ライトび消えている場合、【ファクス】を 
押して点灯させる。 

2 原稿をセットする （21 ページ)。 

3 必要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質と 
読取濃度を変更する。 

• 読取画質の選択方法については、已已ページを 
参照してください。 

• 読取濃度の選択ち法については、已已ページを 
参照してください。 

4 ファクス番号をダイヤルする。 

5 【モノクロ】 

6 ファクス送信先再入力画面び表示されたら、ちラ 
一度テンキーを使用してファクスま号をダイヤル 
する。^【モノクロ】 

• ファクスま号び一致しない場合は、ステップ3 
に戻ります。 

• 直接ダイヤル再入力機能 （81 ページの機能 
#422)を "なし"に設定すると、ファクス送 
信先再入力画面は表示されません。 

7 ファクス送信先確認画面で送信先を確認する。^ 
【モノクロ】 

• "読取： <セット> を巧してください""送信： 
<スタート> を巧してください"び表示される 
までお待ちください。 

•送信ページび1枚の場合、ステップ9に進んで 
<ださい。 


• 複数のページを送信する場合、なのステップに 
進んでください。 

• 送信先確認機能 （81 ページの機能# 420) を 
"なし"に設定すると、ファクス送信先確認画 
面は表示されません。 

8 なの原稿を原稿台ガフスの上に置く。一 、 【セット】 

• 複数のページを送信するには、このステップを 
繰り返します。 

• 読取中に読取画質を変更するには、 【4】 または 
卜】 を繰り返し押して読取画質を変更し、【セッ 
卜】を押してください。設定はなのページから 
適用されます。 

9 【モノクロ】 

お巧百は 

• 送信を中止するち法については、100ページを参 
照して < ださい。 

• 操作モードの初期値 （78 ページの機能#4己 3) 

と、操作モードの初期値に戻るまでのタイマー 
(78 ページの機能#4己 4) を変更することびでを 
ます。 


読取画質を還巧する 

1. い】またはレ】を繰り返し押して、"読取画質"を選 
択する。 

2. 【4】 または 卜】 を繰り返し押して、好みの読取画質 
を選択する。^【セット】 

一"標準"：通常サイズの文字に適しています。 

-"ルさし、"：ルさいサイズの文字に適していま 
す。 

-"細密" ：非常にルさしけイズの文字に適してい 
CJ^ 9 〇 

一"写真"：写真、陰影付をの図などに適していま 
す。 

• "ルさい"、"細密"および"写真"設定を使用する 
と、通信時間び長くなります。 


読取濃度を還巧する 

原稿の暗さまたは明るさに応じて、この設定を調整し 
てください。利用可能なレベルは已段階（ほ〜高）あ 
ります。 

1. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、"読取濃度"を選 
択する。 

2. 【ィ】 または 卜】 を押す。^【セット】 

お知己は 

• 前の読取濃度設定を保存でをます （78 ページの機 
旨巨#4己2)。 


最後にダイヤルしたま号に再ダイヤルずる 

【再ダイヤル】 

• ファクス送信時に話し中の場合、本機は自動的に 
その番号を2回しツ上再ダイヤルします。 


已已 
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お知己は 

• 送信を中止する方法については、100ページを参 
照して < ださい。 


ファクス送信のホ約{二重アクセス） 

本機では、ファクス受信中またはメモ U - からのファ 
イル送信中でち、ファクス送信を予約することびでを 
ます。 

一送信中は3件まで予約でをます。 

一受信中は4件まで予約でをます。 

1 . ファクス受信中またはメモ U - からのファクス送 
信中に原稿をセツトする。 

2 . テンキーまたは電話帳を使用して、ファクスま号 
を入力する。 

3. 原稿台ガラスを使用する場さ 

1 . 【モノクロ】 

• 1ページ目の原稿び読み取られます。 

2. なの原稿を原稿台ガフスの上に置く。一 、 【セツ 

り 

• この操作を繰り返してすべての原稿をス 
キャンします。 

3. 【モノクロ】 

自動原稿を D 装置をほ用ずる場を 

【モノクロ】 

• 原稿びメモ U —容量を超えると、送信は中止され 
ます。この場合、すべての原稿を手動で送信する 
必要びあります。 


通信結まレポートの印刷 

通信結果レポートには、通信結果の記録び印刷されま 
す。通信結果レポートを印刷するには、機能#401び 
有効になつていることを確認してください (79 ペー 
リ）。 メッセージの説明については、108ページを参 
照して < ださい。 


通信履歴レポートの印刷 

通信履歴レポートには、最近30件のファクスの記録び 
印刷されます。手動で印刷するち法については、133 
ページを参照してください。新規ファクスの送受信30 
件ごとに通信結果レポートを自動的に印刷するには、 
機能#402び有効になっていることを確認してくださ 
い （79 ぺージ)。メッセージの説明については、108 
ページを参照してください。 


6.1.2 自動原稿をり装置の巧用 



1 【ファクス】ライトび消えている場合、【ファクス】を 
押して点灯させる。 

2 原稿をセットする （22 ページ)。 

3 化要に応じ、原稿のタイプに基づいて読取画質と 
読取濃度を変更する。 

• 読取画質の選択方法については、已已ページを 
参照してください。 

• 読取濃度の選択方法については、已已ページを 
参照してください。 

4 【モニター】 

5 ファクスま号をダイヤルする。^【モノクロ】 

お知百は 

• 送信を中止する方法については、100ページを参 
照してください。 

• 自動原稿送り装置を使用してファクスを送信して 
いるとをには、 ADF を開けないでください。 

ファクスを号の事前ダイヤル 

1 . ファクスま号を入力する。 

2 . 原稿をセットする （22 ぺージ)。^【モノクロ】 

3. ファクス送信先再入力画面び表示されたら、ち5 
一度テンキーを使用してファクス番号をダイヤル 
する。^【モノクロ】 

4. ファクス送信先確認画面で送信先を確認する。^ 
【モノクロ】 

メモリーか 5 のち信{メモリーち信機能） 

1 . 原稿をセットする （22 ページ)。 

2 . ファクスま号を入力する。 

3. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "メモリー送信- 
を選択し、 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、" あ 
り" を選択する。^ 【モノクロ】 

4. ファクス送信先再入力画面び表示されたら、ちラ 
一度テンキーを使用してファクスま号をダイヤル 
する。^【モノクロ】 
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い】レ】レ】【-】【セツ N 


6.2.1 電話帳頃目の登録 

1 雌制 

2 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "電話帳登録" を 
選択する。 

3 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 "新規追加" を選 
択する。^【セット】 

4 20文字!;(内で名前を入力する。（文字入力につい 
ては98ぺージ参照)。^【セット】^【パ/レ】 

5 32析(内で電話番号を入力する。^【セット】 

【セット】 

• その他の項目を登録するには、ステップ4〜已 
を繰り返します。 

6 雌能：] 

お巧]百は 

• 電話番号に入力された八イフンまたはスペースは2 
衍としてカウントされます。 

百. 2.2 登録をれている頃目の編集 

1 雌制 

2 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "電話帳登録" を 
選択する。 

3 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 "編集" を選択す 
る。^【セット】 

4 い】、レ】、【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、目的 
の項目を選択する。^【セット】 

5 必要に応じて、名前を編集する。^【セット】^ 

【▼】/レ】 

6 化要に応じて、電話ま号を編集する。^【セット】 
^【セット】^【機能】 

百. 2.3 登録されている頃目の消去 
1 【機能：] 
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5. ファクス送信先確認画面で送信先を確認する。^ 
【モノクロ】 


6.2 電話帳の頃目を登録する 

本機には電話帳び搭載されています（300項目）。 

雌能】 【ストップ】 


2 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "電話帳登録" を 
選択する。 

3 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 "編集" を選択す 
る。^【セット】 

4 い】、レ】、【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、目的 
の項目を選択する。^ 【口】 

•消去を中止するには、【ストップ】、【機能】の順 
に押してください。 

5 【セット】^【機制 
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巨.3電話帳を使用してファクスを 
送信する 

この機能を使用する前に、送信先の名前と電話番号を 

電話帳に登録してください（已7ページ)。 

• 【ファクス】ライトび点なしていることを確認してく 
ださい。 

百. 3.1 原稿台ガラスの巧用 

1 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 【ィ】または卜】を押して、電話帳を開く。 

3 い】、レ】、 【ィ】または卜】を繰り返し押して、目的 
の項目を選択する。^【セット】 

4 お要に応じて、読取画質（已5ページ）と読取濃度 
(已已ページ）を変更する。 

5 【モノクロ】 

6 ファクス送信先確認画面で送信先を確認する。^ 
【モノクロ】 

• "読 取： <セット> を巧してください""送信： 
<スタート> を巧してください"び表示される 
までお待ちください。 

•送信ページび1枚の場合、ステップ別こ進んで 
ください。 

• 複数のページを送信する場合、なのステップに 
進んでください。 

• 送信先確認機能 （81 ページの機能# 420) を 
"なし"に設定すると、ファクス送信先確認画 
面は表示されません。 

7 なの原稿を原稿台ガフスの上に置く。 一 、 【セット】 

• 複数のページを送信するには、このステップを 
繰り返します。 

8 【モノクロ】 


名前を頭义字で検索ずる 

例："マツシタタ□ウ" 

1. 【ィ】 または 卜】 を押して、電話帳を開く。 

2. 【7】 を繰り返し押して、頭文字び" マ" の名前を表 
示させる（文字入力については 98 ページを参照)。 

• 記号を検索するには、 【*】 を押してください。 

3 . い】、レ】、 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 "マツ 
シタタ□ウ" を選択する。 

•検索を中止するには、【ストップ】を押してくだ 
さい。 


ファクス自動再ダイヤル 

ファクス送信時に話し中の場合、または巧手側の応答 
びない場合、本機は自動的にそのま号を2回しツ上再ダ 
イヤルします。 


お知己は 

• 送信を中止する方法については、100ページを参 
照して < ださい。 

6.3.2 自動原稿をり装置の巧用 

1 原稿をセットする （22 ページ)。 

2 電話帳を使用して、ファクスま号を入力する。 

3 お要に庇じて、読取画質（已5ページ）と読取濃度 
(已已ページ）を変更する。 

4 【モノクロ】 

5 ファクス送信先確認画面で送信先を確認する。^ 
【モノクロ】 
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6.4 同報送信 

同じ原稿を複数の送信先に一度に送信でをます （20 箇 

所まで)。この機能を使用する前に、電話帳を使用して 

ファクス番号を同報送信メモ U —に登録してください 

(已7ぺージ）。 

登録した項目は同報送信メモ U —に残るため、頻繁に 

使用するときには便利です。 

百. 4.1 同報を信メモリーに頃目を登録する 

1 雌制 

2 【パまたはレ】を繰り返し押して、 "電話帳登録" を 
選択する。 

3 【ィ】または卜】を繰り返し押して、 "同報送信" を選 
択する。一【セット】 

4 【パまたはレ】を繰り返し押して、目的の同報送信 
メモリー ("< グループ1>"〜 "< グループ已 >") 
を選択する。 

• 同報送信メモ1」一名を変更したくない場合、 

【ィ】または卜】を押して、ステップ別こ進んでく 
ださい。 

5 【セット】を押して、同報送信メモ U —名を変更す 
る0 

6 【ィ】/【►】^名前を変更する。20文字まで入力で 
をる（文字入力については98ページ参照)。 

7 【セット】を2回押す。 

8 い】、レ】、【ィ】または卜】を繰り返し押して、目的 
の項目を選択する。^【セット】 

• ち上の数字は、登録されている項目の数を表し 
ます。 

• その他の項目を登録するには、このステップを 
繰り返しますに0項目まで)。 

• 登録した項目に誤りびあった場合、【セット】を 
ちラー度押して" V" を削除し、選択項目を取 
り消してください。 

9 【戻る】^【機能】 

百. 4.2 同巧を信メモリーに新規頃目を追加 
する 

1 雌制 

2 【パまたはレ】を繰り返し押して、 "電話帳登録" を 
選択する。 

3 【ィ】または卜】を繰り返し押して、 "同報送信" を選 
択する。一【セット】 

4 【パまたはレ】を繰り返し押して、目的の同報送信 
メモリー ("< グループ1>"〜 "< グループ已 >") 
を選択する。^い】/卜】^ 【木】 

• 登録時に同報送信メモ U —名を変更した場合、 
その名前を選択してください。 


5 【▼】、レ】、 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、追加 
する項目を選択する。^【セット】 

• その他の項目を追加するには、このステップを 
繰り返しますに0項目まで)。 

6 【戻る】^【機能】 

お知己は 

• 同報送信メモ U —に新規項目を追加する場合、登 
録されている項目のみを選択でをます。 

百. 4.3 登録されている頃目を同報送信メモ 
リーか百消去する 

1 【機制 

2 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "電話帳登録" を 
選択する。 

3 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 "同報送信" を選 
択する。^【セット】 

4 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、目的の同報送信 
メモリー ("< グルー プ1>"〜 "< グルー プ已 >") 
を選択する。^ い】/卜】 

• 登録時に同報送信メモ1」一名を変更した場合、 
その名前を選択してください。 

5 い】、レ】、【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、消去 
する項目を選択する。 

•消去を中止するには、【ストップ】、【機能】の順 
に押してください。 

6 【口】^ 【機制 

お知百は 

• 登録されている項目をすべて消去すると、同報送 
信メモ U —の名前は初期値の名前に戻ります。 


6.4.4 登録巧みのを信巧に同じ原稿を送信 
する 

• 【ファクス】ライトび点なしていることを確認してく 
ださい。 

原稿 台 ガラスをほ 用して 同じ原稿を送信する 

1 . 原稿をセットする （21 ページ)。 

2 . 【ィ】または卜】を押して、電話帳を開く。 

3. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的の同報送信 
メモ U - を選択する。^【セット】 

4. 必要に応じて、読取画質（已已ページ）と読取濃度 
(已已ぺージ）を変更する。^【モノクロ】 

5. ファクス送信先確認画面で送信先を確認する。^ 
【モノクロ】 

• "読取： <セット> を巧してください""送信： 
< スタート> を巧してください" び表示される 
までお待ちください。 

•送信ページび1枚の場合、ステップ7に進んで 
<ださい。 
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• 複数のページを送信する場合、なのステップに 
進んでください。 

• 送信先確認機能 （81 ページの機能# 420) を 
"なし" に設定すると、ファクス送信先確認画 
面は表示されません。 

6. なの原稿を原稿台ガフスの上に置く。 一 、 【セット】 

• 複数のページを送信するには、このステップを 
繰り返します。 

7. 【モノクロ】 

お巧百は 

•送信を中止するち法については、100ページを参 
照してください。 

•読取画質として "ルさい"、"細密" または "写真- 
を選択すると、 送信でをるページ数び減 D ます。 

• 原稿びメモ U —容量を超えると、送信は中止され 
ます。 

• 話し中の送信先または応答しない送信先はスキッ 
プされて、後で2回(上再ダイヤルされます。 

•送信後、レポート（同银送信通信結まレポート） 

び自動的に印刷されます。 

自動原稿ち日装置をほ用して同じ原稿をを信する 

1 . 原稿をセットする （22 ページ)。 

2 . 【ィ】または卜】を押して、電話帳を開く。 

3. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的の同報送信 
メモ U - を選択する。^【セット】 

4. 必要に応じて、読取画質（已5ページ）と読取濃度 
(已已ページ）を変更する。 

5. 【モノクロ】 

6. ファクス送信先確認画面で送信先を確認する。^ 
【モノクロ】 


巨.已コンピューターファイルを 
ファクスメッセージとしてコン 
ピューターか6送信する 

Windows アプ U ケーシヨンから Multi-Function 
Station を使用してファクス機能にアクセスできます。 
たとえば、ワードパッドで作成したドキュメントを送 
信するには、なの手順に従います。 

1 送信するドキュメントを開く。 

2 [ファイル]メニューから圧 P 刷...]を選択する。 

• 圧 P 刷]ダイア□グ画面び表示されます。 

3 プリンターー覧から PC ファクスの名前を選択す 
る0 

4 圧 P 刷]または [0 K ] をク U ックする。 

• [ファクス送信]ダイア□グ画面び表示されま 
す。 



5 テンキーディスプレイまたは電話帳を使用して、 
ファクスま号を入力する。 

• 操作を中止するには、[キャンセル]を押して 
<ださい。 

6 陪信] 

• ドキュメントびコンピューターから本機を介し 
て送信されます。 

お知己は 

• 送信を中止するち法については、100ページを参 
照して < ださい。 

• ファイルび本機のメモ U —容量を超えると、送信 
は中止されます。 

• 詳細については、 Multi-Function Station から 
[則を選択すると、ヘルプファイルを参照でさま 
す。 

• [選択…]をク U ックすると、アクティブなプリン 
ターを変更でさます。 
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百.ファクス 


ファクス誤を信防止機能の設定 

コンピューターからのファクス誤送信を防ぐことびで 

さます。 

1 . Multi-Function Station から [ PC ファクス]を選 
択する。 

2 . [ツール]^ [機能設定] 

3. [送信]リストから、目的の項目にチェックマーク 
を付ける。 

一[送信時に確認ダイアログを表示する]:ファクス 
送信先確認画面び表示され、ファクス送信前に 
ファクスま号の確認び必要です。 

一[ファクス番号の直接入力は行わない]:電話帳を 
使用したファクスま号選択のみ有効となります。 

一[ファクス番号の再入力確認を行ラ]:テンキー 
ディスプレイを使用してファクス番号を入力した 
場合、ファクスま号の再入力び必要です。 

お巧百は 

•各機能の詳細については、[ヘルプ]をク U ックし 
て < ださい。 


巨.巨用違を巧択する 

状況に応じて、本機の主な使用ち法を選択してくださ 
し、。 

-ファクスとしてのみ使用する（ファクス専用） 

一主に電話として使用する（手動受信モード） 

一電話またはファクスとして使用する（ファクス/ 
電話切替 （ F / T 切替）モード） 

一留守番電話を接続して使用する 


百.百.1ファクスとしてのみ巧用する（ファ 
クス専用） 

使用が況 

ファクス専用の電話回線びある、または本機をファク 
ス受信専用として使用したい。 

セットアップ 

【ファクス受信モード】を繰り返し押して、本機をファ 
クス専用（己2ページ）に設定します。 



フアクスの受信方法 

すべての着信びファクスとして応答されます。 


百.百.2まに電話としてほ用する（手動受信 
モー ド） 

巧用巧況 

着信には自分で応答したい。ファクスび着信した場合、 
ファクスを手動で受信する必要びある。 

セットアップ 

【ファクス受信モード】を繰り返し押して、本機を手動 
受信モード（己3ページ）に設定します。 
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百.フアクス 


お知己は 

• 事前に機能#404び "手動受信" に設定されている 
ことを確認してください （79 ページ）。 

電話の応答方法とフアクスの受信方ミち 

すべての着信に手動で応答する必要びあ0ます。 
ファクスを受信するには、【モノクロ】を押します。 


6.巨.3電話またはファクスとしてほ用する 
(ファクス/電話切替 （ F / T 切替）モード） 
ほ用が 況 

電話には自分で応答したいび、ファクスの場合は呼び 
出し音なしで自動的に受信したい。 

セットアップ 

【ファクス受信モード】を繰り返し押して、本機をファ 
クス/電話切替モード（日4ページ）に設定します。 



お巧5せ 

• 事前に機能#404び " F/T 切替" に設定されてい 
ることを確認してください （79 ページ)。 

電話の応答方ミちとファクスの受信方法 

着信び電話の場合、呼び出し音び鳴ります。 

ファクス音び検知されると、呼び出し音なしでファク 
スび自動的に受信されます。 


6.6.4 留守ま電話を接続してほ用する 

巧用が況 

本機に留守番電話を接続して使用したい。 

セットアップ 

[外部電話]端子に留守番電話を接続して、留守番電話 
の呼び出し回数を4回未満に設定します。 

• 自動応答をオンにして使用する場合、本機のファ 
クス専用モードの呼び出し回数を4な上に設定して 
ください （7 己ページの機能#21 0) 。 

• 自動応答をオフにして、ファクス/電話切替モー 
ドで使用する場合、本機び着信に応答する前に、 
内線電話の呼び出し音び鳴る回数を4な上に設定し 
てください （79 ぺージの機能#212)。 

電話の応答方法 

電話を受信すると、留守番電話び音声メッセージを録 
曰します。 


巨.7ファクスを自動で受信する一 
自動応答オン 

• A 4、 レター、リーガル、216 X 330、および 
21己 X 340サイズの用紙（厚□普通紙および普通 
紙）を使用することびでをます。 

お巧百は 

• ファクスは白黒でのみ受信でをます。 


6.7.1 ファクス専用モードをち効にする 

【ファクス受信モード】を繰り返し押して、 "ファクス専 
用" を表示する。 

• ディスプレイにはファクス専用モードでの呼び出 
し回数び表示されます。変更する場合、 い】 または 
【4】 を繰り返し押して目的の設定を表示させ、【セッ 
卜】を押してくださぃ。 

• 【ファクス受信モード】ライトび点なします。 



【セット】い】レ】 


フアクスの受信方ミち 

着信びあると、本機はすべての着信に自動で庇答し、 
ファクスのみを受信します。 

お知己は 

• ファクス専用モードでの応答までの呼び出し回数 
は変更できます （7 已ぺージの機能#210)。 


受信したファクスを自動的に E メールアドレスに面送 
する 

受信したファクスを任意の E メールアドレスに自動で 
転送することびでさます（ファクス自動 E メール転送 
機能)。転送されたメッセージは本機から削除されませ 
ん。 

お知己は 

• 32ぺージに. 13.2 ファクス受信機能一覧 J に従 
し、、事前に関連する機能の設定を巧ってください。 
お巧5せ 

• 転送の状態を確認するち法については、84ページ 
を参照してください。 
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百.ファクス 


お没立ち情巧 

長期間外出する場合、なの設定を推奨します。 

1 . この機能を有効にする。 

2 . PC ファクス（巨9ぺージ）も有効にし、コン 
ピューターをオンのままにする。 

• PC ファクスについては、 Multi-Function 
Station を起動し、 [ PC ファクス]を有効にし 
て < ださい。 

この場合、データは PC ファクスを使用してコンピュー 
夕一に転送され、 転送済みのデータは本機から自動的 
に削除されます。同じデータび E メールァドレスにを 
送信されるため、毎曰メッセージを確認でをるだけで 
な<、本機の用紙切れ/メモ U —残量不足などち防止 
でをます。 


巨.8フアクスを手動で受信する一 
自動応答オフ 

• A 4、 レター、リーガル、216 X 330、および 
21己 X 340サイズの用紙（厚□普通紙および普通 
紙）を使用することびでをます。 

お知百は 

• 内線電話または A ンドセットユニット{オプシヨ 
ン）を接続ずると宝には、このモードを使用して 
<ださい。 

• ファクスは白黒でのみ受信で宝まず。 


百.瓦1手動受信モードをち効にする 

【フアクス受信モー ド】 を繰り返し押して、 "手動受信" 
を表示させます。 

• 【ファクス受信モード】ライトび消灯します。 


フアクス置信モード 


【モノクロ】 


内線電話でファクスを受信する方法 

[外部電話]端テまたは同じ電話回線に別の電話び接続 
されている場合（内線電話)、内線電話を使用してファ 
クスを受信でをます。 

1 . 内線電話の呼び出し音び鳴ったとさ、内線電話の 
八ンドセットを持ち上げる。 

2 . なの場合： 

一原稿の受信び必要である 
ーファクス音（遅いビープ音）び聞こえる 
一音び全く聞こえない 

【关】【口】【9】 （初期値の U モート受信〕ード） をお 

実に巧ず。 

3. 八ンドセットを戻す。 

お巧百は 

• 受信を中止する方法については、100ページを参 
照してください。 

• 内線電話を使用してファクスを受信する場合、事 
前に U モート受信 （81 ぺージの機能# 434) びあ 
りになっていることを確認してください。初期値 
では、ありになっています。 
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百.フアクス 


A ンドセットユニット{オプション）でファクスを受 
信する方法 

1 . 呼び出し音び鳴ったとを、八ンドセットを持ち上 
げる。 

2 . なの場合： 

一原稿の受信び必要である 
ーファクス音（遅いビープ音）び聞こえる 
一音び全く聞こえない 
【モノクロ】を押す。 

3. 八ンドセットを戻す。 

お巧百は 

• 受信を中止する方法については、100ページを参 
照してください。 

百.瓦2ファクス/電話切替モード （ F / T 切 
替）をち効にする 

1 事前に機能#404び " F / T 切營" に設定されてい 
ることを確認する （79 ページ)。 

2 【ファクス受信モード】を繰り返し押して、 " F / T 切 
替" を表おする。 

• 【ファクス受信モード】ライトび消なします。 

3 呼び出し音量設定びオンになっている必要びある 
(23 ページ)。 



電話の応答方法とファクスの受信方ミち 

1. "着信中でず" び表示されるび、呼び出し音は鳴ら 
ない。 

2. 本機は、着信に応答する前に、 巧び出し音び2回鳴 
るまで待機する。 

• 呼び出し回数は " F / T お鳴動呼出" で指定 

されています （79 ぺージの機能#212)。 

• この間、内線電話の呼び出し音は鳴ります。 

3. 本機び着信に応答し、ファクス音の有無を検知す 
る。（約4砂間、呼び出し音は鳴らない。） 

ファクス音が巧知された場合 

呼び出し音を鳴らさずにファクスを自動で受信し 
ます。 


ファクス音び巧知されない場合 

〇本機および内線電話は呼び出し音を 3回 鳴らしま 
す。この時点で着信に庇答することびでをます。 
•本機の八ンドセット（接続されている場合）を 
使用して応答するには、八ンドセットを持ち上 
げて、巧手と通話してください。 

-八ンドセットび付属している場合、または 
オプションの八ンドセットび利用可能な場 
合、7ページ r 1.1 付属品/添付品」およ 
び7ページ「1.2消耗品/オプション品情 
報」を参照してください。 

• 本機の[外部電話]端テに接続されている別の 
電話を使用して応答するには、八ンドセットを 
持ち上げ、巧手と通話してください。 



• 本機と同じ電話機コードに接続されている内線 
電話を使用して応答するには、八ンドセットを 
持ち上げて、巧手と通話して<ださい。 



• 呼び出し回数は " F / T 巧出回数" で指定さ 
れています （81 ぺージの機能#436)。 
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百.ファクス 



お巧]百は 

• ファクスは白黒でのみ受信でをます。 

6.9.1 ファクス义書の表示 

1 【拡張機能】 

2 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "見てか 5 印刷" 
を選択する。^【セット】 

3 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的のファクス 
文書を選択する。^【セット】 

• 選択したファクス文書び表示されます。 

• 表示を中止するには、【戻る】を押してくださ 
し、。 

• ファクス文書を印刷するには、 【モノ ク □】 を押 
してください。 

4 【戻る】^【化張機能】 


• 発信者には、電話会社によって生成されるをの 
とは異なる呼び出し音（発信者向け）び聞こえ 
ます。 

©着信に庇答しないと、ファクス機能び有効にな 
ります。 

• ファクス機の中にはファクス送信時にファクス 
音を生成しない機種びあるため、本機はファク 
ス音び検知されない場合でちファクスの受信を 
試みます。 


巨.9ま信したファクス文書を表お 
する 

受信したファクス文書を本機で表示することびでをま 
す。 

イメージの確認後、必要な原稿を印刷または保存する 
ことびでをます。 

• 見てから印刷機能びありになっていることを事前 
に確認してください旧2ぺージの機能#448)。 

お巧5せ 

• 【ファクス】ライトび点なしていることを確認してく 
ださい。 

• 本機び使用中でないことを確認してください。 

• 見てから印刷機能旧2ぺージの機能# 448) で 
"あり" を選択すると、70ページ「6.13 Web 見 
てから印刷 （ LAN 接続のみ)」ち有効になります。 

【ファクス】【扣;張機能】【セット】 【ストップ】 
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百.フアクス 


お知己は 

• 表示速度は原稿の内容およびサイズに応じて異な 
ります。 


"V" の意ほ 

"一" び表示されている場合、そのイメージは既に表示 
済み、印刷済み、またはな巧済みであることを表して 
います。 


イメージを調整する 

なのよラにテンキーおよび矢印キーを使用すると、イ 
メージを調整でをます。 


キー 

動作 

【4】 

前のページに戻ります（複数 
ページの場合のみ利用可能)。 

【巨】 

なのページに移ります（複数 
ページの場合のみ利用可能)。 

【2】 

イメージを抵大します。 

【8】 

イメージを縮ルします。 

に】 

イメージを回転させます 
(目0。、180。、270。)。 

レ】い】卜】卜】 

イメージをスクロールします。 


6 . 9.2 ファクス义 書の印刷 

1 【拡張機能】 

2 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "見てか5印刷- 
を選択する。 ^【セット】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、目的のファクス 
文書を選択する。^【モノクロ】 

• 選択したファクス文書び印刷されます。 

4 【拡張機能】 

お巧百せ 

•受信したファクス文書は、 U スト表示から選択し 
て印刷した後に、メモ U —から自動的に削除する 
ことびできます旧3ぺージの機能#449)。 

6 . 9.3 ファクス义 書の 巧巧 

お巧百は 

• 32 ぺージ [2.13.2 ファクス受信機能一 覧 J に従 
し、、事前に関連する機能の設定を巧って<ださい。 

1 【拡張機能】 

2 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "見てか6印刷- 
を選択する。^ 【セット】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、目的のファクス 
文書を選択する。^ 【木】 

4 目的のなを先を選択する。 

コンピューターにな 巧す る場さ 


1. い】 または レ】 を繰り返し押して、 " PC " を選択 
する。^【セット】 

2. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して 、 "USB 接続" 
またはデータの保存先となるコンピューターを 
選択する。^【セット】 

• ファクス文書は、[設定]ウィンドウの[ス 
キャン]タブの[イ呆存先]で設定したフォ 
ルタ'一に自動的にな存されます。フォル 
ダーを変更するち法については、29 ぺ一 
ジを参照してください。 

• クイックイメージナビゲーターび自動的に 
起動し、ファクス文書を表示します。 

E メールの添付ファイルとしてな巧ずる場合 

1. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して 、 "E メールアド 
レス"を選択する。^【セット】 

2 . 【パ、レ】、【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、 
目的の E メール宛先を選択する。^【セット】 

• テンキーを使用して E メールアドレスを入力 
するには、"アドレス 手動設定" を選択して 
<ださい。 

• ファクス文書は、 E メールの添付ファイルと 
して E メールサーバー経由で送信されます。 

FTP サーパー上のフォルダーに巧巧ずる場合 

1. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して 、 "FTP サー 
バー" を選択する。^【セット】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的の FTP 
ヴーバーを選択する。^【セット】 

• ファクス文書は、 FTP サーバーの指定され 
たフォルダーにな巧されます。 

SMB フォルダーに巧巧する場合 

1. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して 、 "SMB フォル 
ダー"を選択する。^【セット】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的の SMB 
フォルダーを選択する。^【セット】 

• ファクス文書は、 LAN 上の共有フォルダー 
にイ呆巧されます。 

SD 力ードに巧巧ずる場を 

1 . SD 力ードを本磯の SD 力ードスロットに挿入す 
る（101ぺージ)。 

• SD 力ードは別売りです。 

2.【 T 】 またはレ】を繰り返し押して 、 "SD 力ード- 
を選択する。 ^【セット】 

• 同じ名前のファイルび SD 力ード内に既にあ 
る場合、メッセージび表示されます（110 
ぺージ ') 

• ファクス文書は、 SD 力ードの指定フォル 
ダーに保をされます (102 ページ)。 

5 【化張機能】 

お知己は 

• 受信したファクス文書はイメージファイル (PDF 

形式）として保存されます。表示するには、 

Adobe Reader び必要です。 


己巨 

















百.ファクス 


• SD 力ードについては、101ページを参照してく 
ださい。 

• ファクス文書のな存を中止する方法については、 
100ページを参照してください。 

6.9.4 ファクスで書の消去 

1 受信したファクス文書を、表示または印刷する 
(己己、己己ぺージ)。 

2 【拡張機能】 

3 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "見てか5印刷" 
を選択する。^【セット】 

4 【パ または レ】 を繰り返し押して、目的のファクス 
文書を選択する。^ 【口】 

•消去を中止するには、【ストップ】、【拡張機能】 
の順に押してくださし、。 

5 【セット】^【拡張機能】 

お巧百は 

• 見てから印刷機能 （82 ぺージの機能# 448) で 
"あり" を選択すると、メモ U - びいっぱいになる 
可能性びあります。受信したファクス文書は、内 
容を見るか印刷したあと、でさるだけ早く消去し 
て < ださい。 


6.10 留守番電話を接続して使用 
する 


巨.10.1本機と留守ま電話のセットアップ 

1 留守番電話（①）を接続する。 

•留守番電話は別売りです。このイラストは一例 
です。 

• ストッパー(③）び取り付けられている場合、 
取り外してください。 



2 留守番電話の呼び出し回数を4回未満に設定する。 

• これにより、留守番電話び最初に着信に応答で 
さるよラになります。 

3 留守番電話に応答メッセージを録音する。 

•応答メッセージの長さは10砂しツ内とし、メッ 
セージの途中に4砂!;(上のポーズを入れないこ 
とを巧奨します。この指示に化わないと、本機 
および留守番電話のどちらも正しく機能しませ 
ん。 

4 留守番電話を有効にする。 

5 本機を任意の受信モードに設定する （62 ページ)。 

• ファクス専用モードに設定する場合、 ファクス 
専用モードでの呼び出し回巧を4回な上にを更 
してください （76 ぺージの機能#21 0)。 

• ファクス/電話切替モードに設定する場合、 
ファクス/電話無鳴動呼び出し音回巧を4回な 
上にを更して<ださい （79 ぺージの機能 
#212)。 

6 なの各項目に重複びないことを確認する。 

一留守番電話の U モートアクセスコード 


67 

































百.フアクス 


- U モート受信コード旧1ぺージの機能# 434) 

お巧百は 

•電話を受信すると、留守番電話び音声メッセージ 
を録音します。 

ファクス音び検知されると、ファクスび自動的に 
受信されます。 

• 留守番電話の U モートアクセスコードについては、 
留守番電話の取扱説明書を参照して < ださい。 

音再メッセージとフアクスを1回の電話で受信する方 
巧 

発信者は音声メッセージを残した後、電話を切らずに 
ファクス文書を送信することびでをます。事前に、発 
信者になの手順を伝えてお<必要びあ0ます。 

1 . 発信者び本機に電話する。 

• 留守番電話び電話に応答します。 

2. 発信者は応答メッセージを聞いた後にメッセージ 
を残すことびでさる。 

3. 発信者は【*】【口】【9】（設定済みの U モート受信 
コード）を押す。 

• 本機のファクス機能び有効になります。 

4. 発信者はスタートボタンを押して、原稿を送信す 
る。 


お知己は 

• この機能を使用する場合、 U モート受信 （81 ペー 
ジの機能# 434) びありになつていることを確認し 
てください。 U モート受信コードは変更すること 
ちでをます。 

• 留守番電話のメモ U —に空を領域びない場合、本 
機は原稿を受信でをないことびあります。留守番 
電話の取扱説明書を参照して、不必要なメッセー 
ジを消去してください。 


6.1 1迭惑ファクス防止（迷惑巧 
信ちか6のファクス受信を防止す 
る） 

発信者番号通知サービス （71 ページ）への申し込み 
び完了している場合、この機能を使用すると、発信者 
番号び非通知のファクスを受信拒否でをます。 

さらに、本機では、登録式の迷惑ファクス防止リスト 
に含まれているま号からのファクスち拒否でをます。 

• 【ファクス】ライトび点なしていることを確認してく 
ださい。 

お知己は 

• ファクスを手動で受信する場合、この機能は利用 
でさません。 

百. 11.1 が惑ファクス防止の巧用 

1 【お 張機能】 

2 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "迷惑ファクス防 
止" を選択する。^【セット】 

3 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "迷惑ファクス防 
止機能" を選択する。 

4 【ィ】または卜】を繰り返し押して、 "あり" を選択す 
る。^【セット】 

5 【あ 張機能】を押して終了する。 


百. 11. 2な惑発信者の登録 

着信メモ U - U スト （71 ページ）から迷惑ま号を20 
件まで登録することびでをます。登録したま号から 
ファクスび送信されてをた場合、受信を拒否でをます。 

1 【拡張機能】 

2 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "迷惑ファクス防 
止" を選択する。^【セット】 

3 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "迷惑ファクス設 
定" を選択する。^【セット】 

4 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、ファクスを受信 
したくない巧手先を表示させる。^【セット】 

• 登録した項目に誤りびあった場合、【セット】を 
ちラー度押して" V "を削除し、その項目を取 
り消してください。 

5 【戻る】^【化張機能】 


な 惑 ファクス防止 y ストを表示する 

1 . 【拡張機能】 

2. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "迷惑ファクス防 
止" を選択する。^【セット】 

3. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 "迷惑ファクスリ 
スト表示" を選択する。^【セット】 
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百.ファクス 


4. 【 T 】 または レ】 を押して、1」ストの項目を表おさせ 
る。 

5. 【あ張機能】を押して終了する。 

が惑ファクス防止リストを印刷ずる 

1 . 【化張機能】 

2. い】 または レ】 を繰り返し押して、"遂惑 ファクス 防 
止" を選択する。^【セット】 

3. 【パ または レ】 を繰り返し押して、"遂惑 ファクスリ 
スト 印刷"を選択する。^【セット】 

4. 【あ張機能】を押して終了する。 

迭惑ファクス防止 y ストの項目をミ肖去する 

1 . 【お張機能】 

2. い】 または レ】 を繰り返し押して、"迭惑 ファクス 防 
止" を選択する。^【セット】 

3. 【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、"迷惑 ファクスリ 
スト 表示"を選択する。^【セット】 

4. 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的の項目を選 

択する。 一【口】 

•消去を中止するには、【ストップ】、【あ張機能】 
の順に押してくださし、。 

5. 【セット】^【化張機能】 


巨.12コンピューターでファクス 
を受信する 

コンピューターでファクス文書を受信することびでを 

ます。受信したファクス文書はイメージファイル 

( TIFF - G 4 あ式）としてな存立れます。 

お知百は 

• 32ぺージに.13ぶファクス受信機能一 覧 J に従 
し、、事前に関連する機能の設定を巧ってください。 

• 見てか S 印刷機能びなしになっていることを事前 
に確認してください （82 ぺージの機能#448)。 

1 【ファクス受信モード】を繰り返し押して、自動応 
答設定をオンにする（己2ページ)。 

2 Multi-Function Station を起動する。^ [PC 
ファクス] 

3 ファクスび着信すると、コンピューターび本機を 
経由して原稿を受信する。 

お知己は 

•受信した原稿は、コンピューターを使用して、表 
示、印刷、または転送することびでをます。 


受信した原稿のま示 

1 . Multi-Function Station から [ PC ファクス]を選 
択する。 

2 . [通信履歴]の[受信履歴]を選択する。 



3. 表示したい項目をク U ックする。 

4. メニューバーの[ファイル]をク U ックし、[表 
示]を選択するか、ツールバーの[表示]アイコ 
ンをク U ックする。 

• 受信したファクスび表示されます。 


受信したファクス文書が本機のメモリーにな巧されて 
いる場さ 

原稿をコンピューターに読み込むことびでをます。 

1 . Multi-Function Station から [ PC ファクス]を選 
択する。 

2 . [通信履歴]の[受信履歴]を選択する。 

3. メニューバーの[ファイル]をク U ックする。^ 
[ファクス受信] 
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百.フアクス 


•機能#442を有効にしておくと、受信したファ 
クス文書は自動的にコンピューターに転送され 
ます。 


巨.13 Web 見てか6印刷 （LAN 
接続のみ） 

受信したファクス文書を Web フラウヴーで表示し、イ 

メージを確認した後に、必要な原稿を印刷またはな巧 

することびでをます。 

お巧5せ 

• 32ぺージに. 13.2 ファクス受信機能一覧 J に従 
し、、事前に関連する機能の設定を巧って<ださい。 

巨. 13.1 見てか百印刷機能をち効にする 

1 【機能】^ 【口】【4】【4】【8】 

2 【1】 を押して、 "あり" を選択する。 

• 【0】 を押して、 "なし" を選択する。 

3 【セット】^雌能】 

お巧百は 

• "あり" を選択すると、已已ページ「己.9受信した 
ファクス文書を表示する」ち有効になります。 

• "あり" を選択すると、 PC ファクス設定旧2ぺ一 
ジの機能# 442) は無効になります。 

• "あり" を選択すると、メモ U - びいっぱいになる 
可能性びあります。受信したファクス文書は、内 
容を見るか印刷したあと、でさるだけ早く消去し 
てください旧7、70ぺージ)。 


6.13.2 Web 見てか百印刷のアクセスコー 
ドを登録する 

1 【機能】^【口】【4】に】【0】^【セット】 

2 パスワードを入力する （7 已ページの機能#1已己)。 
— >【セット】 

3 英数字を使用して、 Web 見てから印刷のアクセス 
コード （8 文字まで）を入力する（文字入力につい 
ては98ページ参照）。 

• 【0】または【1】を使用すると、なの記号ち入力 
でをます。 

! @ # $ % へ & ' ) (' - _ { I 
4 【セット】^原る】^辰る】 

お巧百は 

• Web 見てから印刷のアクセスコードび登録されて 
いない（空白）場合、 Web 見てから印刷機能を有 
効にすることはでをません。 


百. 13.3 ま信したファクス义書を Web ブラ 
ウザーで表示ずる 

お巧百せ 

• 本煤び使用中でないことをお認して<ださい。 


1 Multi-Function Station を起動する。 

2 [ユーティリティー]^ [Web ヴーバ ー] ^ 

[化張機能設定] 

3 ユーヴー名として " root " と入力し、パスワード 
を入力する （7 已ぺージの機能#1已己)。^ 

[0 K ] 

4 [ Web 見てから印刷（ファクス)]タブを選択する。 

5 Web 見てから印刷のアクセスコードを入力する 
(70 ぺージの機能#4已〇) [0 K ] 

• 受信したファクス文書の U ストび表示されま 
す。 

6 目的のアイコンをク U ックして、ファクス文書を 
表示、印刷、または保存する。 

•原稿を表示している間、ファクス文書を操作で 
をます（あ大、回転など)。 

7 Web ブラウヴーを閉じる。 

お巧百は 

• 表示速度は原稿の内容およびサイズに応じて異な 
ります。 

• 受信したファクス文書はイメージファイル （PDF 
形式）として保存されます。表示するには、 

Adobe Reader び必要です。 


"V" の意は 

‘V び表示されている場合、そのイメージは既に表示 

済み、印刷済み、またはな巧済みであることを表して 

います。 

• ステップ己でファクス文書を表示した後に原稿を削 
除するには、[戻る]をク U ックして、リストに 
戻ってください。" V "の表示されているイメージ 
を削除でをます。 

•ステップ己でファクス文書を印刷またはな存した後 
に原稿を削除するには、[更新]をク U ックして、 

1」ストを更新してください。" V "の表示されてい 
るイメージを削除でをます。 
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7. 巧信ちま号通知 


7.1 巧信ち番号通知サービス 

本煤は電話を社か5提供されている発信ちま号遇知 
サービスに巧応していまず。この機能を利用するため 
には、発信ちま号遇がサービスへのお申し込みび0要 
です。 

• 地域によっては、サービスび提供されていない場 
合びあります。詳細については、ご利用の電話会 
社にお問い合わせください。 

• 発信者情報表示設定 （79 ページの機能# 204) び 
有効になっていることを事前に確認してください。 


7.1.1 発信ちき号の表巧方法 

最初の呼び出し音の前に、発信者の電話番号び表示さ 
れます。電話に応答するかどラか選択でをます。 

本機は最近30件の着信から発信ちの情報（名前、電話 
番号、および着信曰時）を自動的に登録します。発信 
を情報をディスプレイに表示すること （71 ページ)、 
または着信メモ U - U ストを印刷すること （1 33ぺ一 
ジ）び可能です。 

• 発信者情報を受信したとさに、その情報び本機の 
電話帳に登録されている電話番号と一致した場合、 
登録されている名前と電話番号び表示されます。 

• 本機び PBX (構内交換機）システムに接続されて 
いる場合、発信者情報を正しく受信でをないこと 
びあります。ご利用の PBX 業者にご巧談ください。 
• 本機は発信ち情報を受信でをない場合、なのよ5 
に表示されます。 

"表示圏外"：発信者び発信者通知ま号サービスの 
提供されていない化域から電話した。 

"非通知"：発信ちび発信者情報の非通知を選択し 
た。 

"公巧 電話"： 発信ちび公衆電話から電話した。 
"表示でをません"：発信者情報を正しく受信でを 
なかった。 


着信メモリーリストを印刷して発信ち情歯を租認ずる 

一手動で印刷するち法については、133ページを参 
照して < ださい。 

一新規通話び30件に到達するごとに自動的に印刷す 
るには、機能#21巨 （7 己ぺージ）を有効にしてく 
ださい。 


7.2 巧信ち情報を表示してかけ直 
す 

1 【着信メモ U -】 ^ 【 T 】 を押して、最近受信した発 
信ち情報から目的の情報を探す。 

• 【4】 を押すと、表示順序び逆にな D ます。 
•ファクスを送信する方法については、已已ぺ一 
ジを参照してください。 

2 【モニター】を押して、電話をかけ直す。 

•電話をかけるには、オプションの八ンドセット 
ユニットの八ンドセツトを持ち上げてくださ 
い。 


発信ち情歯の表示が態を巧更ずる 

目的の発信者情報を表示しているときに、 【4】 または 
【《►】 を繰り返し押して、名前/電話ま号を変更してく 
ださい。 

• 電話番号び電話帳に登録されている場合のみ、表 
お状態の変更び可能です。 


7.2.1 発信ち情報に関する記号と操作 


" V " の 意 ほ 

‘ V び表示されている場合、その着信は既に八イライ 
卜表お済み、または応答済みであることを表していま 
す。 


表示を中止する 

【ストップ】を押す。 
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7. 巧信者ま号通知 


7.3 電話をかけ直す前/登録する 
前に電話番号を編集する 

1 【着信メモ U -】 

2 【パまたはレ】を繰り返し押して、目的の項目を表 
すな。 

3 【4】または卜】を押して、電話番号を表示する。 

4 テンキー (0 〜 9) または【*】を押して、編集モー 
ドに入り 電話番号を編集する。 

•ファクスを送信する方法については、已已ぺ一 
ジを参照してください。 

5 編集したま号に電話をかけ直すには、【モニター】 
を押す、またはオプションの八ンドセツトを持ち 
上げる。 

• 本機は、自動的にダイヤルを始めます。 

お巧百は 

• 発信者情報にて表示された電話番号を編集してを、 
編集はな巧されません。電話帳にな巧するには、 
72ページを参照してください。 


間違いを修正する 

1. 【4】 または 卜】 を押して、間違っている数字まで 
カーソルを動かす。 

2. 【戻る】を押して、ま号を消去する。 

3. 正しい番号を入力する。 


香号を ミ 肖去する 

【ィ】または卜】を押して、消去したいま号まで力ーソル 
を動かし、【戻る】を押してください。 


7.4 巧信ち情報を消去する 

7.4.1 すべての発信さ情報を消去する 

1 【機制 

2 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "着信メモリー設 
定" を選択する。^【セット】 

• "全消去しまずか？" び表示されます。 

•消去を中止するには、【ストップ】、【機能】の順 
に押してください。 

3 【モノクロ】 

4 【機能】を押して終了する。 

7.4.2 特定の発信者情報を消去する 

1 【着信メモ U -】 

2 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的の項目を選 
択する。^ 【口】^ 【セット】^【ストップ】 


7.5 巧信ち情報を登録する 

1 【着信メモ U -】 

2 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、目的の項目を選 
択する。 

3 【セット】 

4 必要に応じて、名前を編集する。一 、 【セット】一 、 

【パ/い】 

5 必要に応じて、電話ま号を編集する。^【セット】 
【セット】^【ストップ】 

お知己は 

• 名前または電話番号の編集方法については、已7 
ページを参照してください。 
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【セット】 

1 【機制 

2 【口】に続けて、3巧のコードロ4ぺージ〜93 
ページ）を押す。 

3 適切な選択項目を押して、目的の設定を表示させ 
る 0 

• このステップは機能に応じて異なります。 

4 【セット】 

5 【機能】を押して終了する。 


Web ブラウザーを使用して機能を遇おする （ LAN 接 
続のみ） 

本機の代わりに、 Web フラウヴーを使用して機能を変 
要することびでをます。 

1 . Multi-Function Station を起動する。一> [ユー 
テイ U テイー]^ [Web ヴーバ ー] 

• Web ブラウヴーに本機の IP アドレスを入力し 
て、本機にアクセスすることもでをます。 

2 . メニューバーから目的のカテコ’ U - を選択する。 

[本体機能設定]:本機の機能 

[化張機能設定]:各モードの化張機能 

[ネットワーク機能設定]:ネットワーク機能 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワード 
を入力する （7 已ぺージの機能#1已己)。^ [0 K ] 

4. ちフレームの上部で目的の機能タブを選おする。 

5. 設定を変更するか、情報を編集する。 

• このステップは機能に応じて異なります。 

6. 障録] 

• 新しいデータび本機に転送されます。 

7. Web ブラウヴーを閉じる。 

お巧]百せ 

• 厘沉をク U ックすると、 Web フラウヴーに表示 
されている設定び更新されます。 


8.1 機能設定 

【機能】 
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8.2 昼本機能 


機能/コード 

遇} 只内容 

日付と 時刻を設定ず る 
阳】【1】【〇】【1】 

テンキーを使用して、曰付と時刻を入力します。詳細については、 24 ペー 
ジを参照してください。 

発信元の名前を設定ずる 
阳】【1】【日】【2】 

テンキーを使用して、発信元の名前を入力します。詳細については、 24 
ページを参照してください。 

巧信元のファクス番号を設定 
する 

阳】【1】【日】【3】 

テンキーを使用して、発信元のファクスま号を入力します。詳細について 
は、 2 已ページを参照してください。 

言語を遇巧する 
【口】【1】【1】【〇】 

ディスプレイとレポートでは、選択した言語び使用されます。 

【1】"日本語" （初期値）：日本語び使用されます。 

【2】 "En 巨 lish" :英語び使用されます。 

1- 【機制^ 【口】【1】【1】【〇】 

2. 【1】 または 【2】 を押して、目的の言語を選択する。^【セット】^ 

【機能】 

FOR ENGLISH USERS: 

If you want to change the language setting to English, 
proceed as follows. 

1. [Menu] ^ 【口】【1】【1】【〇】 

2. Press 【2】 to select English. —> [Set] —>[Menu] 

ダイヤル切替を設定する 
阳】【1】【2】【〇】 

【1】 "lOpps" 

【2】 "20pps" 

【3】 "プッシュ"烟期値） 

詳細については、 20 ページを参照してください。 

フック時間を設定する 
阳】【1】【2】【1】 

フック時間はご利用の電話交換機またはホスト P 目 X に応じて異なります。 

ro】 "9 日 Oms" 

【1】 "7 日 0ms" 湖期値） 

[2] "600ms" 

【3】 "400ms" 

[4] "300ms" 

に】 "2 已 0ms" 
rS] "2 日日 ms" 

[7] "160ms" 

[8] "110ms" 

[9] "100ms" 

【关】 "90ms" 

【tn "80ms" 

お巧 5 だ 

• 本機が PBX 経由で接続されている場含、 PBX 機能（電話の転送など）が 
正しく機能しないことがあります。正しい設定については、ご利用の 

PBX 業者にお問いをわせ <ださい。 

巧回線{ひか D 電話)、 ADSL 
や旧 DN 回線に接続する 
阳】【1】【2】【4】 

【0】"なし" 彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"あり" ：電話の声をややルさくして反響を抑えます。 ADSL、 光回線使 
用時にファクス通信を適正な通信速度にします。 
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おお/コード 

遇が内容 

長さ巧位を遇がずる 
【口】【1】【4】【7】 

【1】 " mm " (初期値） 

[2] "Inch" 

お知己せ 

• 選択した長さ単位は、本機のディスプレイに測定値を表示するときに使 
用されます。 

カラー印刷用のパスワードを 
設定する 
【口】【1】に】问 

この機能を使用すると、カラープリント、カラーコピーをする場合のパス 
ワードを設定して、カラー印刷を制限することびでをます。 

1. 雌制^【口】【1】【5】【3】^卜】/卜】 

2. 機能設定巧のパスワードを入力する。一【セット】 

• パスワードの初期値は "1234" です。 

3. 【ィ】または卜】を繰り返し押して、"あり"を選択する。^【セット】 

4. 【パまたはレ】を繰り返し押して、"パスワード変更"を選択する。 

い】/卜】 

5. 〇〜9を使用して、新しし、4巧のパスワードを入力する。^【セット】 

6. 新しいパスワードをもう一度入力する。^にッり^【機能】 

お巧百は 

• 初期値のパスワードから変更することを巧奨します。 

リモート操作用のパスワード 
をを更する 
阳】【1】问に】 

Multi-Function Station を使い、 U モート操作で本機の機能設定を行う際の 
パスワードを設定、変更することびでをます。 

1. 雌制^【口】【1】【5】【5】^卜】/卜】 

2. 現在のパスワードを入力する。^【セット】 

• パスワードの初期値は "1234" です。 

3. 〇〜9を使用して、新しい4巧のパスワードを入力する。^【セット】 

4. 新しいパスワードをもう一度入力する。^【セット】^【機能】 

お巧 5 は 

• 初期値のパスワードから変更することを巧奨します。 

• このパスワードは Web ブラウヴーでの機能設定にも使用されます。 

トナーメンテナンス時刻を設 
定する 

阳】【1】に】岡 

本機は、24時間に1回の割合で、メンテナンスのために自動的に起動しま 
す。これはトナーの凝固を防止するための動作であるため、メンテナンス中 
に本機から発生するノイズは停止できません。ただし、本機のノイズを不快 
に感じる場合、開始時刻を変更することびでをます。 

1. 雌能】^【口】【リ问【引^ M / 卜】 

2. メンテナンス開始時刻を入力する。 

•初期値の時刻は "12:00AM" です。 

•【 T 】 またはレ】を繰り返し押して、 AM または PM を選択してください。 

3. 【セット】^雌能】 
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離/ コード 

遇が内容 

すべての機能を巧巧化する 

本機を廃棄、譲ミ度、または返品する場合、事前にこの機能を使用して、プロ 

{メモ y - 巧のずべてのデータ 

グラム式機能をすべて初期化し、メモ U —にな巧されているデータをすべて 

を ミ 肖去する） 

消去してください。 

【口】【1】 问 【9】 

電話帳（または発信者情報）およびファクス通信データ（メモ1」一にな巧さ 
れている受信ファクスと通信履歴レポート）びミ肖去されます。 

• この機能を使用する前に、電話機コード、 USB ケーフル、および LAN 
ケーブルを取り外してください。 

すべての機能を初期化するには 

1. 【機能】^ 【口】【1】に】【9】^い】/卜】^ 【モノクロ】 

お巧5は 

• カウンター表示 （78 ページの機能# 484) は初期化されません。 

呼び出し音を設定ずる 

【1】 " A " (初期値） 

阳】【1】 【日】 【1】 

【2】 " B " 

【3】 " C " 

ビープ音とキートーンの設定 

【0】 "なし"'' この機能は無効になります。 

【口】【1】【6】に】 

【1】 "あり"（初期値）：確認/エラービープ音およびキートーンび聞こえま 
す。 

お知己せ 

• この機能び"なし"に設定されている場合でも、本機からビープ音び聞 
こえることびあ D ます。例： 

-メモ U - 受信警告設定旧2ぺージの機能#43のび有効になってい 
る場合。 

一前カノ（一または左カノ（一び開いている場合。 

ファクス専用モードの呼び出 

【1】 "1" 

し回数をを更する 

【2】 "2" 

阳】【2】【1】【〇】 

【3】 "3" 烟期値） 

【4】 "4" 

に】" 己" 

rs 】"6" 

【7】マ， 

【8】 "8" 

【9】 "9" 

着信 メモリーリストの自動印 

【0】"なし"（初期値）：本機は着信メモ U - U ストを自動印刷せず、最近 

刷を設定する 

30件の着信について発信者の情報をな持します。 

【口】【2】【1】【6】 

【1】"あり"：本機は新規着信び30件に到達するごとに、着信メモ U-U ス 
卜を自動的に印刷します （71 ページ)。 

標準 カセツトの用紙サイズを 

【1】"レター"：レターサイズ用紙 

設定する 

【2】 " A 4" (初期値）： A 4 サイズ用紙 

阳】に】【引【0】 

【3】"リーガル"： U - ガルサイズ用紙 
【4】 "B 已 ( ISO )" :目己（侶〇)サイズ用紙 
に】 "B 已 ( JIS )" :目己 ( JIS ) サイズ用紙 

【6】 "216 X 330" 

【7】 "216 X 340" 

お巧5だ 

• "B 已(旧 0)" または "B 已 (J 旧)"を選択した場合、受信したファクスは 
><モ|」一に保存されます。 

•機能#147を " Inch " に設定すると、数字はインチで表示されます。 
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機能/ コード 

遇が内容 

増設カセツトの用紙サイズを 
設定する 
阳】 に】 【8】【2】 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます。 

【1】"レター":レターサイズ用紙 
【2】 " A 4" 彻期値）： A 4 サイズ用紙 
【3】"リーガル"： U - ガルサイズ用紙 

標準カセツトの用紙種類を設 
定する 

【口】に】【8】问 

【1】"厚□普通紙"： 7已 g / m 2 〜90 g / m 2 の用紙 
【2】"普通紙"烟期値）： 64 g / m 2 〜75 g / m 2 の用紙 
口】"厚紙 A " :106 g / m 2 〜13已 g / m 2 
【4】"厚紙 B " :13已 g / m 2 〜16已 g / m 2 

お巧 5 は 

• コンピューターから印刷する場合、この設定は無効になります。印刷用 
の巧紙種類を設定するち法については、34ページを参照してください。 

• "厚紙 A " または"厚紙 B " は、なの設定び選択されている場合は表示さ 
れません。 

ーコピー用給紙トレイ設定 （8 已ページの機能# 460) で"トレイ 1" 

び選択されていて、両面コピー機能び有効に設定されているとき 
(已3ページ)。 

ーダイレクトプ U ント用給紙トレイ設定 （93 ページ機能#已 69) で 
"トレイ 1" び選択されていて、ダイレクトプ U ントの両面印刷設定 
び有効に設定されているとを （39 ページ)。 

増設カセツトの用紙種類を設 
定する 

【口】に】【8】に】 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます 
(104ページ)。 

【1】"厚□普通紙"： 7已 g / m 2 〜90 g / m 2 の用紙 
【2】"普通紙"烟期値）：日4目 / m 2 〜75 g / m 2 の用紙 

お巧 5 は 

• コンピューターから印刷する場合、この設定は無効になります。印刷用 
の用紙種類を設定するち法については、34ページを参照してください。 

y ストおよびレポートの印刷 
にほ用する給紙カセツトを設 
定する 

【口】に】【9】【0】 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます 
(104ページ)。 

【1】"トレイ 1" (初期値）：標準カセット 
【2】"トレイ 2" :増設カセット 
【3】"トレィ 1-2" 

お巧]己は 

•"トレイ 1" を選おする場合、用紙種類設定 （77 ページの機能# 383) 

で"厚□普通紙"または"普通紙"を選択してください。 

• "トレイ1，2"を選おする場合、標準カセット （76 ページの機能# 380) 

と増設カセット （77 ページの機能# 382) で同じ用紙サイズを選択して 
ください。いずれか一ちを変更すると、"トレイ 1" び自動的に選択され 
よ 9 〇 

•選択したトレーの用紙サイズが " B 已 （ J 旧)"、 " B 已(旧0)"に設定され 
ているとさは、 U ストおよびレポートの印刷はでをません。 

節電 モードタイマーの時間を 
設定する 
阳】【4】【〇】に】 

本機が節電モードになるまでの時間を設定します。 

【1】"已分"朋期値）：己分 
【2】 "1 已分"； 1己分 
【3】 "3 0 分"；吕〇分 
【4】 " 1時間"：1時間 
お巧 5 だ 

• 節電モードの場合、本機は印刷開始前に定着部を予熱する必要がありま 
す。 
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機能/コード 

遇が内容 

前の読职農度設定を巧持する 
【口】【4】【6】【2】 

【0】"なし"彻期値）：この機能は無効にな D ます。 

【1】"あり"：本機は前の設定をイ呆持します。 

お知己せ 

• コピーおよびファクス送信については、前の設定び個別にな持されます。 

操作モード巧巧値を設定する 
阳】【4】【日】问 

操作モード初期値タイマー(機能# 464) で設定した時間び経過したとき 
に、どの操作モードに戻るかの初期値を選択します。 

【1】 " コピ ー" (初期値）：コピーモードび初期値として選択されます。 

【乙】"ファクス"：ファクスモードび初期値として選択されます。 

お巧5は 

• この機能では、スキヤンモードまたはプ U ントモードを選択することは 
でをません。 

操作モード巧巧値タイマーを 
設定する 
【口】【4】【6】【4】 

操作モード初期値（機能#4日 3) に戻るまでの時間をタイマーで設定しま 
す。 

【0】"なし"：この機能は無効になります。 

【1】 "30 砂"： 30砂 
【2】 " 1分"彻期値）：1分 
【3】 "2 分"：乙分 
【4】"已分"：已分 

ドラムを清掃する 
阳】【4】【引【0】 

ドラムカート U ツジを自動的に清掃します。詳細については、133ページ 
を参照してください。 

トナーセーブ機能を設定する 
阳】【4】【引【2】 

【0】"なし"彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"あり"：トナーカート U ツジび長持ちします。 

お巧百は 

• この機能を使用すると、トナー消費の抑制により印刷品質び化下するこ 
とびあ0ます。 

カウンターを表示ずる 
【口】【4】【8】【4】 

印刷のカウント数を確認します。 

1. 【機能】^【口】【4】【8】【4】^【セット】 

2. 【パまたはレ】を繰り返し押して、表示する項目を選択する。^【機能】 

すべてのカラー{シアン、マ 
ゼンタ、イエロー、ブラック） 

の濃度を調整する 
阳】【4】【引に】 

カラー印刷び濃すざる、または薄すざる場合、濃度を調整します。詳細につ 
いては、100ページを参照してください。 

シアンの濃度を調整ずる 
阳】【4】【引【6】 

カラー印刷び濃すざる、または薄すざる場合、濃度を調整します。詳細につ 
いては、100ページを参照してください。 

マゼンタの濃度を調整する 
阳】【4】【引【7】 

カラー印刷び濃すざる、または薄すざる場合、濃度を調整します。詳細につ 
いては、100ページを参照してください。 

イエ□-の濃度を調整する 
阳】【4】【引岡 

カラー印刷び濃すざる、または薄すざる場合、濃度を調整します。詳細につ 
いては、100ページを参照してください。 

ブラックの濃度を調整ずる 
阳】【4】【引【9】 

カラー印刷び濃すざる、または薄すざる場合、濃度を調整します。詳細につ 
いては、100ページを参照してください。 
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8.3 ファクス機能 


機能/コード 

遇}只内容 

発信ち情歯表示を設定ずる 
阳】【2】【〇】【4】 

【0】"なし"：この機能は無効になります。 

【1】"自動"（初期値）：発信者情報を受信した場合、自動的に発信者の情報 
を表示します。 

ファクス/電話無鳴動呼び出 
し音回数を設定する 
【口】【2】【1】【2】 

ファクス/電話切替モードで内線電話を使用している場合、本機び着信に応 
答する前に、内線電話の呼び出し音び鳴る回数を選択してください。 

【0】 "0" 

【1】 "1" 

【2】 "2" 脚期値） 

【3】 "3" 

【4】 "4" 

に】"已" 

【日】"色" 

【7】マ’ 

【8】 "8" 

【9】 "9" 

お巧百は 

• 詳細については、日4ページを参照してください。 

電話帳の巧巧頂目をすべてミ肖 
去する 

阳】【2】【引【9】 

この機能を使用する前に、電話機コード、 USB ケーブル、および LAN ケー 
ブルを取り外してください。 

すべての項目をミ肖去するには 

1. 【機能】^【口】【2】【8】【9】 

2. 【ィ】または卜】を繰り返し押して、"を消去"を選択する。^【セット】 

• 全消去しない場合、【ストップ】を押してください。^【ストップ】 
【ストップ】 

3. 【モノクロ】^【機能】 

通信結まレポートを印刷ずる 
阳】【4】【〇】【1】 

【0】 "なし’’ :通信結果レポートは印刷されません。 

【1】"あり"：ファクス送信の後に毎回通信結果レポートび印刷されます。 

【2】"エラー時のみ"彻期値）：ファクス送信に失敗した場合にのみ、通信 
結果レポートび印刷されます。 

通信履歴レポートの自動印刷 
を設定ずる 
阳】【4】【0】【2】 

【0】"なし"：本機は通信履歴レポートを印刷せず、最近30件のファクス送 
受信について記録をな持します。 

【1】"あり"彻期値）：本機は新規のファクス送受信び30件に到達するご 
とに、通信履歴レポートを自動的に印刷します（已日ぺージ)。 

手動応答モード設定の受信 
モードを巧更する 
阳】【4】【〇】【4】 

【1】"手動受信"（初期値）：手動受信モード （63 ページ） 

【2】 "F/T 切替"：ファクス/電話切替モード （64 ぺージ） 

ファクスを巧かへ送信ずる 
阳】【4】【1】【1】 

正しいま号を使用し、回線び接続されている場合でちミ毎かにファクスを送信 
でさない場合、この機能を有効にして送信を試みて <ださい。 

この機能を使用すると、通信连度び低下して信頼性び向上します。 

【0】"なし"彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"巧回のみ"：この設定は、次回のファクス送信に巧してのみ有効です。 
送信後、本機は前の設定に戻ります。 

【2】"エラー時のみ"：前のファクス送信に失敗し、原稿を再送信したい場 

厶 
口 0 

お知己せ 

• この機能は同報送信には使用でをません。 

• 通信料金び通常よ D ち高 < なる可能性びあ D ます。 
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瓦プ□グラム設定 


機能/ コード 

遇が内容 

特定時刻にファクスを送信す 
る 

阳】【4】【1】【2】 

この機能を使用すると、電話会社から提供されている時間帯別料金割引をラ 
まく利用することびできます。この機能は、希望時刻の24時間前まで設定 
でをます。 

フアクスをち信するには 

1. 原稿をセットする （21 ページ)。 

2. 雌制^【口】【4】【1】【2】^卜】/卜】 

3. ファクスま号を入力する。 

• 電話帳を使用して項目を入力するち法については、已8ページ 
「6.3.1原稿台ガラスの使用」のステップ2〜3を参照してください。 

4. 【セット】 

5. 【パ または レ】 を繰り返し押して、"時刻"を選択する。^ い】/卜】 

6. 送信開始時刻を入力する。 

• 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して力ーソルを動かし、 【 T 】 または レ】 を 
繰 D 返し押して " AM " または " PM " を選択する。 

7. 【セット】 

8. 必要に応じて、読取画質（已已ページ）と読取濃度（已5ページ）を変更 
する。 

9. 原稿台ガラスをほ用する場合、【モノクロ】を押す。^【モノクロ】 

自動原稿送 D 装置をほ用ずる場合、【モノクロ】を押す。 

• 原稿び本機に取り込まれ、メモ1」一に保巧されます。この後、本機は 
指定時刻にデータを送信します。最初の送信び完了するまで、別の 
ファクス送信にこの機能を使用することはできません。 

お巧5は 

• 登録後にこの設定を取 D 消すには、本機び使用中でないときに 
【ストップ】、【セット】の順序で押してください。 

エラー訂正モード （ ECM ) を 
設定する 
阳】【4】【1】【3】 

送信側ファクス機と受信側ファクス機び ECM に対応している場合、この機 
能を利用でをます。 

【0】 "なし"： この機能は無効になります。 

【1】 "あり"（初期値）：ファクスの送受信は、エラーを発生させないよラに 
して実行されます。 

接続音モニターを設定する 
阳】【4】【1】【6】 

ファクスの送信時に頻繁に問題び発生する場合、この機能を使用すると、接 
続音（ファクス音、発信者向け呼び出し音、話中音）び聞こえます。これら 
の音を使用して、巧手先のファクス機の状態を確認でをます。 

【0】 "なし"：この機能は無効になります。 

【1】 "あり"（初期値）：接続音び聞こえます。 

お巧百は 

•呼び出し音（発信者向け）び続く場合、巧手先の機械びファクス機でな 
し、または用紙び切れている可能性びあ D ます。巧手先に確認して<だ 
さぃ。 

• 接続音の音量は調整でをません。 

最大ファクスを度を設定する 
阳】【4】【1】岡 

【1】 "14.4 kbps " 

【2】 "33.6 kbps " 朋期値） 

お巧5だ 

• 電話回線に応じて、ファクス速度は選択速度よりち遅 < なることがあり 
よ 9 〇 
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おお/コード 

遇が内容 

メモリー送信モードを遇巧す 
る 

阳】【4】【1】【9】 

【0】"なし"彻期値）：この機能は無効にな D ます。 

【1】"常時"：本機は原稿をスキャンし、最初にメモ U - に保巧してから、 
送信を開始します。ソモリー送信"を還択せずにファクスを送信できます。 

を信巧お認機能を設定する 
阳】【4】【2】【0】 

【0】"なし"：この機能は無効になります。 

【1】"あり"（初期値）：送信先確認後にファクスを送信でをます。 

直接ダイヤルお旧機能を設定 
する 

【口】【4】【2】【1】 

【0】"なし"彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"あり"：事前に電話帳に登録された宛先にのみファクスを送信でさま 
す。 

お巧百は 

• "あり"を選択すると、テンキーを使用して入力したファクスま号への再 
ダイヤルもでをません。 

• "あり"を選択すると、直接ダイヤル再入力機能旧1ぺージの機能 
#4乙 2) は無効になります。 

直接ダイヤル再入力機能を設 
定する 

【口】【4】【2】【2】 

【0】"なし"：この機能は無効にな D ます。 

【1】"あり"（初期値）：テンキーを使用してファクスま号をダイヤルした場 
合、ちラー度ファクスま号の入力び必要です。入力したファクスま号び一回 
目と一致した場合のみ、ファクスを送信でをます。 

ダイヤルトーン巧知を設定ず 
る 

阳】【4】【2】に】 

【0】"なし"：この機能は無効になります。 

【1】"あり"彻期値）：ファクス送信のとき、ダイヤルトーンを検巧し、回 
線び接続されていることを確認してからファクスを送信します。ダイヤル 
卜ーンび検巧されない場合は、再ダイヤル待機の状態になります。 

自動縮小印刷機能を設定する 
阳】【4】に】【2】 

受信側の用紙よりち長いファクス文書を受信します。 

【0】"なし"：この機能は無効になります。 

【1】"あり"（初期値）：受信した原稿は用紙に合わせて縮小されます。 

リモート受信コードをを更す 
る 

【口】【4】に】【4】 

内線電話を使用してファクスを受信する場合、この機能を有効にして、受信 
コードを登録してください。 

お知己せ 

• リモート受信コードには、留守番電話に登録したコードと重複しない 
コードをほ用してください。 

【0】"なし" 

【1】"あり"彻期値） 

1. 【機能】^【口】【4】に】【4】 

2. 【1】を押して、"あり"を選択する。^にット】^い】 

3. 〇〜9、【*】および【口】を使用して、2〜4巧のコードを入力する。 

• コードの初期値は、"本# 9" です。 

4. 【セット】^【化張機能】 

ファクス無音識別をの呼び出 
し回がをを更する 
阳】【4】に】【6】 

ファクス/電話切替モードの呼び出し回数を変更します。 

に】" 3" 烟期値） 

【4】 "4" 

に】"已" 

【6】 " 色" 

【7】マ’ 

【8】 "8" 

【9】 "9" 

お巧5は 

• 詳細については、64ページを参照してください。 
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おお/ コード 

遇が内容 

メモリー受信警告を設定する 
【口】【4】【3】【7】 

受信したファクスびメモ U —にな巧された場合、ビープ音び鳴って警告しま 
す。 

【0】"なし"： この機能は無効になります。 

【1】"あり" 彻期値）：ビープ音び聞こえます。 

お巧 5 は 

• 印刷の問題を解ミ夫し、な巧ファイルの印刷に必要な枚数の用紙びセット 
されていることを確認するまで、遅いビープ音び鳴り続けます。 

巧切受信を設定する 
【口】 【4】 に】岡 

着信に応答し、ファクス音（遅いビープ音）び聞こえたとを、自動的にファ 
クスを受信します。 

【0】"なし"： ファクスを受信するとき、【モノクロ】を押すあ要びあ D ます。 
【1】"あり" （初期値）：ファクスを受信するとを、【モノクロ】を押す必要び 
ありません。 

受信ファクスの印刷に使用す 
る給がカセツトを設定ずる 
【口】【4】【4】【0】 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます 
(104ページ)。 

【1】"トレイ 1": 標準カセット 
【2】"トレイ 2" :増設カセット 

【3】 "自動" （初期値）：受信したファクス文書の用紙サイズに応じて、標準 
カセットまたは増設カセットび自動的に選択されます。 

ファクスをコンピユーターで 
受信する 
【口】【4】【4】【2】 

ファクスをコンピューターで受信する場合、この機能を有効にして、 Multi- 
Function Station から [PC ファクス]を実行してください。 

この機能は、機能#448び無効になっているときに使用でをます。 

【0】"なし" 彻期値）：この機能は無効にな D ます。 

【1】"常時"： 本機びコンピューターとの接続を認識すると、受信したファ 
クスはコンピューターに転送されます。本機び接続を認識できない場合、受 
信したファクスはメモ U —にいったんな巧され、接続の認識後にコンピュー 
ターに転送されます。 

【2】"接続可能時のみ"： 本機びコンピューターとの接続を認識すると、受 
信したファクスはコンピューターに転送されます。本機び接続を認識できな 
い場合、受信したファクスは印刷されます。 

PC ファクス受信用のコン 
ピユーターを設定ずる 
阳】【4】【4】【3】 

ファクス受信に使用するコンピューターを選択します。詳細については、 

26ページを参照してください。 

原稿台ガラスを使用してリー 
ガルサイズ原稿をを信する 
阳】 【4】【4】 に】 

【0】"なし" 彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"次回のみ"： 次回のファクス送信では、原稿台ガラスを使用して U - 
ガルサイズ原稿を送信でをます。送信後、この設定は自動でなしになりま 
す。 

【2】"常時"：； 欠回のファクス送信では、原稿台ガラスを使用してリーガル 
サイズ原稿を送信でをます。 

見てか 5 印刷機能を設定する 
【口】【4】【4】 阿 

受信したファクスを表示する場合、この機能を有効にしてください。 

【0】"なし" 烟期値）：この機能は無効になります。 

【1】"あり"： 受信したファクスはメモ U- にな巧されます。印刷またはな 
存する前に、受信したファクス文書を表示することびでをます。詳細につい 
ては、6已ページ「6.9受信したファクス文書を表示する」、70ページ 
「6.13 Web 見てから印刷 （LAN 接続のみ)」を参照してください。 

お巧百は 

• "あり" を選択すると、 PC ファクス設定旧乙ぺージの機能# 442) は無 
効にな D ます。 

• "あり" を選択すると、メモ U- びいっぱいになる可能性びあります。受 
信したファクス文書は、内容を見るか印刷したあと、でさるだけ早く消 
去してください（67、70ぺージ)。 
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機能/コード 

遇が内容 

受信したファクスを自動的に 
ミ 肖去する 
【口】【4】【4】【9】 

この機能は、機能#448び有効になっているときに使用できます。 

【0】 "なし"：この機能は無効になります。 

【1】 "あり"烟期値）：受信したファクス文割ま、 U スト表示から選択して 
印刷した後に、メモ U - から自動的に削除されます （66 ページ)。 

お巧 5 は 

• ファクス文書の内容表示中に印刷した場合は、自動的に削除されません。 

Web 見てか 5 印刷アクセス 
コードを設定する 
阳】 【4】 问【0】 

詳細については、70ページを参照してください。 

ファクス受信のほ知を設定す 
る 

【口】【4】に】【1】 

【0】 "なし"彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"あり"：ファクスを受信すると、本機に USB/LAN で接続されている 
コンピューターに通知び送信されます。 

お知己せ 

• LAN 接続の 場さ：ファクス受信通巧び Web ブラウヴー経由で送信される 
コンピューターを登録してください （83 ページ)。 

ファクス自動 E メール転を機能 
を設定する 
【口】 【4】 问【2】 

受信したファクスを任意の E メールアドレスに転送する場合、この機能を有 
効にしてください。 

【0】 "なし"彻期値）：この機能は無効にな D ます。 

【1】 "あり"： E メールの宛先を事前に設定しておくと （84 ぺージ)、受信し 
たファクス文書は E メールの添付ファイルとして指定のアドレスに自動的に 
転送されます。 

ファクス機能を巧巧化する/ 
メモ y- 巧のファクスを ミ 肖去 
する 

【口】【4】に】【9】 

1. 【機能】^【口】【4】に】【9】^【セット】 

2. ファクス機能を初期化ずるには 

【パ または レ】 を繰り返し押して、"ファクス機能初期化"を選おする。 

— 、 【セット】 

• ファクス機能を初期化しない場合、【ストップ】を押してください。 

【ストップ】^【ストップ】 

メモリー巧のファクスを ミ 肖去するには 

【パ または レ】 を繰り返し押して、"ファクス受信メモリー消去"を選択す 
る。^【セット】 

• メモ U - 内のファクスを消ちしない場合、【ストップ】を押してくださ 
し、。^【ストップ】^【ストップ】 

3. 【モノクロ】 

ファクス受信ほ知用のコン 
ピューター肩巧を設定する 
(LAN 接続のみ） 

この機能は、 Web フラウヴー 
でのみ設定でをます。 

ファクス受信通知メッセージの送信先となるコンピューターを選択します 
(6 箇所まで)。 

1. Multi-Function Station を起動する。 

2. [ユーティリティー]^ [Web ヴーバ ー] ^服張機能設定] 

3. ユーヴー名として "root" と入力し、パスワードを入力する （7 已ぺ一 
ジの機能#1已己)。^ [0K] 

4. [ファクス機能]タブを選択する。 

5. [受信 PCU スト]の横にある[編集]をク U ックする。 

6. 目的の宛先の横にある[リスト]をク U ックする。 

7. U ストから目的のコンピューターをク U ックする。^ [登録] 

8. Web ブラウヴーを閉じる。 
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瓦プ□グラム設定 


おお/コード 遇が内容 

ファクス自動 E メール面送の送 受信したファクスを自動的に E メール転送する送信先を選おします （6 箇所 

信巧を設定する （ LAN 接続の まで)。 

み） お知己せ 

^泉5旨磨 V * ホフづヮ可- • 事師こ E メールサーパー情拓の設定 （95 ページ）および E メール巧巧の 

での々日マ化できか9。 登録 (96 ぺージ）を巧ってください。 

1 . Multi-Function Station を起動する。 

2 . [ユーティリティー]^ [ Web ヴーバ ー] ^弧張機能設定] 

3. ユーヴー名として "root" と入力し、パスワードを入力する （7 已ぺ一 
ジの機能#1已己)。^ [0 K ] 

4. [ファクス機能]タブを選択する。 

5. [送信先]の横にある[編集]をク U ックする。 

6 . 目的の宛先の横にある[アドレスリスト]をク U ックする。 

7. 受信したファクスの送信先として指定する名前をク U ックする。 

8 . 障録] 

9. Web フラウヴーを閉じる。 


お巧5は 

•最近1已件の転送の状態を確認するには、ステップ己で[結果]の横にあ 
る [ U スト]をク U ツクしてください。 
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瓦プ□グラム設定 


8.4 コピー機能 


機能/ コード 

遇} 只内容 

コピーに使用ずる,給おカセッ 
卜を設定する 

阳】【4】【日】【0】 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます。 

【1】"トレイ 1" (初期値）：標準カセット 
【2】"トレイ 2" :増設カセット 
【3】"トレイ 1,2" 

お巧5は 

• "トレイ 1" を選択する場合、 

一標準カセットの用紙種類設定 （77 ページの機能# 383) で"厚 □普 
通紙" または "普通紙" を選択してください。 

一両面コピー機能を無効に設定してください（已3ページ)。 

• "トレイ 1|2" を選択する場合、 

一標準カセット （7 己ページの機能# 380) と増設カセット （77 ぺ一 
ジの機能# 382) で同じ巧紙サイズを選択してください。いずれか一 
ちを変更すると、"トレイ 1" び自動的に選択されます。 

一標準カセットの用紙種類設定 （77 ページの機能# 383) で"厚 □普 
通紙" または "普通紙" を選択してください。 

巧巧値のコピー読取画質をを 
更する 

阳】【4】【日】【1】 

初期値のコピー読取画質設定を変更します。 

【1】 "文字/写賣" （初期値）：文字および写真用。 

【2】 "でぎ’： 文き専用。 

【3】 "写賣"： 写真、陰影付をの図など。 

前のぺージレイアウト設定を 
巧持ずる 
【口】【4】【6】【7】 

【0】 "なし’’ 彻期値）：この機能は無効になります。 

【 1 】 "あり"：本機は前の設定をイ呆持します。 

前のズーム設定を巧持ずる 
阳】【4】【日】阿 

【0】 "なし"彻期値）：この機能は無効になります。 

【 1 】 "あり"：本機は前の設定をイ呆持します。 

前のソート設定を巧持する 
阳】【4】【日】【9】 

【0】 "なし"烟期値）：この機能は無効になります。 

【 1 】 "あり"：本機は前の設定をイ呆持します。 

前の両面印刷設定を巧持ずる 
【口】【4】【7】【0】 

この機能は、自動両面印字ユニットび取り付けられている場合にのみ表示さ 
れます。 

【0】 "なし"彻期値）：この機能は無効になります。 

【 1 】 "あり"：本機は前の設定をイ呆持します。 

前のエッジ設定を巧持ずる 
【口】 【4】【7】 に】 

【0】 "なし’’ 彻期値）：この機能は無効になります。 

【 1 】 "あり"：本機は前の設定をイ呆持します。 

フレームを白を設定ずる 
阳】【4】【7】【4】 

【0】 "なし"彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"あり"：コピーはを白設定に合わせて自動的に縮ルされます。ただし、 
ズーム倍率 （49 ページ）を変更すると、自動的に縮ルされることはありま 
せん。 

前のを白設定を巧持する 
阳】【4】【7】 に】 

【0】 "なし"烟期値）：この機能は無効になります。 

【 1 】 "あり"：本機は前の設定をな持します。 
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8.已コンピューターか6のプリント機能 


機能/コード 

遇}只内容 

PCL 給紙カセツトを設定ずる 

【口】【7】【6】【〇】 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます 
(104ページ)。 

【1】"トレイ 1" (初期値）：標準カセット 
【2】"トレイ 2" :増設カセット 
【3】"トレイ 1-2" 

お巧 5 は 

• "トレイ 1|2" を選択ずる場合、 

-標準カセット （76 ぺージの機能# 380) と増設カセット （77 ぺ一 
ジの機能# 382) で同じ用紙サイズを選択してください。いずれか一 
ちを変更すると、 "トレイ 1" び自動的に選択されます。 

-標準カセット （77 ぺージの機能# 383) と増設カセット （77 ぺ一 
ジの機能#38己）で同じ巧紙種類を選択してください。いずれか一ち 
を変更すると、 "トレイ 1" び自動的に選択されます。 

PCL 印刷部数を設定する 
阳】【7】【6】【2】 

1. 【機能】^【口】【7】【己】【2】 

2. テンキーを使用して、印刷部数を "001" 〜 "999" の範囲で入力す 
る 0 

• 初期値の設定は "001" です。 

3. 【セット】^雌制 

PCL 用紙サイズを設定ずる 
【口】【7】【6】に】 

【1】"レター"： レターサイズ用紙 
【2】 " A 4" (初期値）： A 4 サイズ用紙 
【3】"リーガル"： U - ガルサイズ巧紙 
【4】 "B 已 ( ISO )" :目已 （IS 日）サイズ用紙 
に】 "B 已 (J 旧)"： 目己 (JIS) サイズ巧紙 
【6】 "216 X 330" 

【7】 "216 X 340" 

お巧 5 だ 

•機能# 147 を " Inch " に設定すると、数字はインチで表示されます。 

イメージリダクシヨンを設定 
する 

阳】【7】【6】【4】 

【0】"なし"： この機能は無効になります。 

【1】 "あり" （初期値）：データサイズび大をすざて印刷でをない場合、自動 
的に印刷処理ををえデータサイズをルさ<します。 

お知己せ 

• この機能を使用すると、印刷品質びほ下することびあります。 

PCL 印刷方向を設定する 

阳】【7】【6】に】 

【1】 "縦ち向" （初期値）：縦向さに印刷されます。 

【2】"横ち向"： 横向きに印刷されます。 

Wide A 4 巧応機能を設定ずる 
阳】【7】【6】【6】 

A4 サイズ巧紙のを白と印刷可能範囲を変更して、10 cpi フォントで80文字 
を1行に印刷でをるようにします。 

【0】 "なし’’ 彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】 "あり" ： A4 用紙のを白と印刷可能範囲び変更されます。 

PCL 巧巧を設定ずる 
【口】【7】【6】【7】 

PCL 行数を設定します。 

1. 雌制^【口】【7】【6】【7】 

2. テンキーを使用して、行数を " DOS ’ 〜 "128" の範囲で入力する。 

• 初期値の設定は "064" です。 

3. 【セット】^雌制 
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おお/コード 

遇が内容 

フォントソースを設定する 
【口】【7】【6】 岡 

この機能は、ダウン□ー ドしたフォントび本機に登録されている場合に使用 
でをます。 

【1】 "内蔵フォント" 烟期値）：原稿は内蔵フォントを使用して印刷されま 
す。 

【2】 "ダウン□-ドフォント" ：原稿はダウン□-ドフォントを使用して印 
刷されます。 

PCL フォントま号を設定する 
【口】【7】【6】【9】 

PCL フォントま号を設定します。各フォントにま号び割り当てられます。 

1. 【機能】^【口】【7】【6】【9】 

2. テンキーを使用して、フォントま号を "000" 〜 "054" の範囲で入力 
する。 

• 初期値は "000" です。 

3. 【セット】^【機能】 

お巧 5 だ 

•機能#7目8が "ダウン□—ドフォント" に設定されている場合、初期値 
は "001" です。 

• フォント U ストの印刷方法については、133ページを参照してくださ 
い。 

フォントピッチを設定する 

阳】【7】【7】【〇】 

PCL 印刷で使用するフォントピッチ/ポイントを設定します。 

1. 雌制^【口】【7】【7】【〇】^い】/卜】 

2. テンキーを使用して、フォントピッチを "00.44" 〜 "99.99" の範囲 
で、ポイントを "004.00" 〜 "999.7 已" の範囲で入力する。 

• ピッチの初期値は "10.00" で、ポイントの初期値は "012.00" 
です。 

3. 【セット】^雌能】 

シンボル設定を設定ずる 

【口】【7】【7】【1】 

PCL 印刷で使用するシンボル設定を設定します。 

1- 雌制^【口】【7】【7】【1】 

2. 【ィ】または卜】を繰り返し押して、目的のシンボル設定を表示する。^ 
【セット】^雌能】 

CR / LF/FF を設定ずる 
【口】【7】【7】【2】 

CR、LF、 および FF を受信したときの各反応を設定します。 

ri 】 " CR / LF / FF " (初期値）： CR=CR、LF=LF、FF=FF 

【2】 " CR + LF / LF / FF " : CR=CR+LF、LF=LF、FF=FF 

【3】 " CR / CR + LF / CR + FF " : CR=CR、LF=CR+LF、FF=CR+FF 

自動継続モードの待機時間を 
設定する 
【口】【7】【7】【3】 

メモ U —オーバーフ□一が発生したときに本機が回復するまでの時間を設定 
します。 

【1】 "なし" （初期値）：この機能は無効になります。 

【2】 "2 0 秒"： 20秒 
【3】 "3 0 秒"； 30秒 
【4】 "60 秒"： 60秒 
に】 "9 0 砂"；目0秒 
【6】 "120 秒"：120秒 

データタイムアウト設定をを 
更する 

阳】【7】【7】【4】 

設定されている時間内にコンピューターから本機にデータび送信されなかつ 
た場合、メモ U —にな巧されている残りのデータび自動的に印刷されます。 

1. 雌制^【口】【7】【7】【4】 

2. テンキーを使用して、希望のデータタイムアウト設定を "00 已" 砂〜 
"600" 砂の範囲で入力する。 

• 初期値は "060" 砂です。 

3. 【セット】^雌能】 
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おお/コード 

遇が内容 

白黒ページを巧出する 
【口】ののに】 

【0】"なし"：カラー印刷をするとをに、白黒ぺージを含むすべてのぺージ 
の印刷にカラートナーカート U ッジとドラムカート U ッジ（カラー)び使用 
されます。この場合、カラートナーカート1」ッジとドラムカート1」ッジ（力 
ラー）の消耗品の使用び増えます。 

【1】"あり"（初期値）：この設定を使用すると、カラー印刷をするとをに、 
ファイル内の白黒ページび自動的に検出されて、印刷にトナーカートリッジ 
(ブラック）とドラムカートリッジ（モノクロ）のみび使用されます。この 
場合、カラートナーカート1」ッジとドラムカートリッジ（カラー)の消耗品 
の使用び減りますび、白黒印刷とカラー印刷の自動切り替えに時間びかかり 
ます。 

お巧百は 

• "あり"び選択されている場合でち、ファイルのタイプに応じて、この機 
旨目び有効にならないことびあります。 

A4/LTR 代替印刷を設定する 
阳】【7】【7】【6】 

この機能を使巧すると、レターサイズの用紙びセットされている場合でも、 

A 4 サイズで印刷することびでをます。逆に、 A 4 サイズの用紙にレターサイ 
ズで印刷することちでをます。 

【0】"なし"：この機能は無効になります。 

【1】"あり"（初期値）： A 4 サイズとレターサイズの代替印刷び可能です。 
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8.6 スキヤン機能 


機能/コード 

遇}只内容 

コンピューターでの用途に応 
じてスキャンモードを設定ず 
る 

【口】【4】【9】【3】 

【1】"ビューア ー" (初期値）：スキャンされたイメ ージは [Quick Image 
Navigator ] ウィンドウに表示されます。 

【乙】"ファイル"：スキャンされたイメージはファイルとして保存されます。 
【3】 "E メール"：スキャンされたイメージは E メールの添付ファイル用とし 
て保存されます。 

【4】 "OCR" :スキャンされたイメージは OCR ウィンドウに表示されます。 

お知己せ 

• OCR ソフトウェアは、付属されておりません。 OCR ソフトウェアを使用 
するには、 OCR ソフトウェアのパスを指定してください。 

プッシュスキャン用の前のス 
キャン設定を巧持する 
阳】【4】【9】【4】 

【0】 "なし" 彻期値）：この機能は無効になります。 

【1】"あり"：プッシュスキャンの各モード（読取原稿サイズ、読取画質、 
ファイルタイプ、明るさ、カラー読取濃度/読取濃度）に対して前のスキャ 
ン設定を保持します。 

プッシュスキャンの白黒ス 
キャンを設定ずる 
阳】【4】【9】に】 

【1】"白黒"（初期値）：黒線としてスキャンする場合に使用します。文字に 
はこの設定を選択して < ださい。 

【2】"グレースケール"：黒線およびグレーの陰影としてスキャンする場合 
に使用します。イメージにはこの設定を選択してください。 
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8.7 LAN 機能 


機能/コード 

遇}只内容 

DHCP サーパーを使用ずる場 
さの LAN 設定 
阳】问【日】【日】 

【0】"なし"：この機能は無効になります。 

【1】"あり"烟期値）：なの項目び、 DHCP (Dynamic Host 
Configuration Protocol) ヴーバーを使用して自動的に割り当てられます。 

一 IP アドレス 
ーサブネットマスク 
ーデフォルトゲートウェイ 

本煤の IP アドレスを設定ずる 
【口】问【0】【1】 

この機能は、機能#已00び無効になっているとをに使用できます。 

1. 雌制^【口】【5】【0】【1】^卜】/卜】 

2. テンキーを使用して、本機の IP アドレスを入力する。^【セット】^ 

【機能】 

サブネットマスクを設定ずる 
阳】に】【0】【2】 

この機能は、機能#已00び無効になっているとをに使用でをます。 

1. 雌制^【口】间【〇】【2】^い】/卜】 

2. テンキーを使用して、ヴブネットマスクを入力する。^【セット】^ 

【機能】 

デフオルトゲートウエイを設 
定する 

阳】に】【日】【3】 

この機能は、機能#已00び無効になっているとをに使用でをます。 

1. 【機制^【口】间【0】【3】^ M/ 卜】 

2. テンキーを使用して、デフォルトゲートウェイを入力する。^【セット】 

【機制 

プライマリー DNS サーパーを 
設定ずる 
阳】问【〇】【4】 

この機能は、機能#已00び無効になっているとをに使用でをます。 

1. 【磯制^【口】间【0】【4】^ M/ 卜】 

2. テンキーを使用して、プライマ U-DNS ヴーバーを入力する。^【セッ 

卜】^雌能】 

セカンダリー DNS サーバーを 
設定する 
阳】问【0】に】 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用でをます。 

1. 【機制^【口】问【〇】【5】^ M/ 卜】 

2. テンキーを使用して、セカンダ U-DNS ヴーバーを入力する。^【セッ 

卜】^【機能】 

マシンちを設定する 

阳】问【〇】【7】 

1. 雌制^【口】【5】【〇】【7】^ M/ 卜】 

2. 英数字を使用して、 LAN 上で認識するための本機の名前を15文字し U 内で 
入力する（文字入力については98ページ参照)。 

• なの記号ち入力することびでをます。 

! @ # $ 〇/〇へ & ’ ) 

3. 【セット】^雌制 

お知己せ 

• LAN 上で本機を認識するために、本機は一意な名前を自動的に初期値と 
して設定します。名前を変更する場合、重複を避けるため、一意の名前 
を割0当てて < ださい。 

本機の MAC アドレスを表示ず 
る 

阳】に】【日】岡 

1. 【機能】^【口】【已】【0】【引^【セット】 

2. 本機の MAC アドレスび表示される。^【機能】 
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離/コード 

遇が内容 

IP フイルターを設定する 
【口】に】に】【2】 

【0】 "なし" 彻期値）：この機能は無効にな D ます。 

【1】 "あり" ：本機は登録した IP アドレスからのアクセスを許可/禁止しま 
す。 

Web フラウヴーを使用して、許可/禁止と IP アドレスの範囲（最大4つ）を 
登録することびでをます。 

1. Multi-Function Station を起動する。 

2. [ユーティリティー]^ [ Web ヴーバ ー] ^ [ネットワーク機能設定] 

3. ユーヴー名として "root" と入力し、パスワードを入力する （7 已ぺ一 
ジの機能#1已己)。^ [0 K ] 

4. [ LAN 機能]タブを選択する。 

5. [ IP フィルター]の横にある[編集]をク U ックする。 

6. [フィルター ( IPv 4)] / ロィルター ( IPv 日)]の横にある[編集]をク 

U ックする。 

7. モードを変更し、 IP フィルター情報を編集する。^障録] 

8. Web フラウヴーを閉じる。 

IP アドレスを自動的に設定す 
る 

阳】に】に】【3】 

この機能は、機能#已00び有効になっている場合にのみ表示されます。 

【0】 "なし" 烟期値）：この機能は無効になります。 

【1】 "あり"： IP アドレスび 、 DHCP (Dynamic Host Configuration 
Protocol ) ヴーノ（一を使用せずに自動的に割り当てられます。 

HTTPD を設定する 
阳】に】【3】【4】 

【0】 "なし"： Web ブラウ ヴー へのアクセスを禁止します。 

【1】 "あり" （初期値）： Web ブラウヴーへのアクセスを許可します。 

IPv63a トコル 

【口】问に】に】 

【0】 "なし" 彻期値）：この機能は無効にな D ます。 

【1】"あり"： IPv 6 プ□トコルを使用でをます。プ U ンタードライバーをイ 
ンストールした後に、ポートを IPv 己プ□トコルに変更してください。 "機能 
設定リスト" （133 ぺージ）を印刷すると、 IPv 6 プロトコルアドレスを確認 
でをます。 

お巧 5 は 

• この機能を有効にするには、本機の電源スイッチをいったんオフにして 
から、オンに戻す必要びあります。 

プライマリー WINS サーバ ー 
を設定する 
阳】に】に】岡 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用でをます。 

1. 雌能】^ 【口】【5】【3】【引^ M/ 卜】 

2. テンキーを使用して、プライマ U — WINS サーバーを入力する。 

【セット】^雌能】 

セカンダリー WINS サーバ ー 
を設定する 
阳】问に】阿 

この機能は、機能#已00び無効になっているときに使用できます。 

1. 【機能】^ 【口】问【3】【9】 ^ M/ 卜】 

2. テンキーを使用して、セカンダ U — WINS サーバーを入力する。 

【セット】^【機能】 
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機能/コード 

遇が内容 

スキャン toE メール印刷機能に 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます。 

ほ用する給紙カセツトを設定 

【 1 】"トレイ 1" (初期値）：標準カセット 

ずる 

【乙】"トレイ 2" :増設カセット 

【口】に】 【6】 に】 

【3】"トレイ 1-2" 

お巧 5 は 

•"トレイ 1" を選おする場合、標準カセットの用紙種類設定 （77 ページ 
の機能# 383) で"厚□普通紙"または"普通紙"を選択してください。 

• "トレイ 1|2" を選おする場合、標準カセット （76 ぺージの機能# 380) 

と増設カセット （77 ページの機能# 382) で同じ用紙サイズを選択して 
<ださい。 

いずれか一ちを変更すると、"トレイ 1" び自動的に選択されます。 

本微こ巧巧されている E メール 

【1 】 "E メールアドレスリスト"烟期値） 

アドレス、 FTP サーパー情巧、 

【2】 "FTP サーパーリスト" 

および SMB フォルダー情巧を 

口】 "SMB フォルダーリスト" 

すべて ミ 肖去ずる 

• この機能を使用する前に、電話機コード、 USB ケーフル、および LAN 

阳】问【7】阿 

ケーブルを取り外してください。 

ずべての E メールアドレスを ミ 肖去するには 

1. 【機能】^【口】【已】【7】【引 

2. 【1】 を押して、 "E メールアドレスリスト"を選択する。^【セット】^ 
【モノク □】 ^【機能】 

FTP サーバー肩巧を ミ 肖去ずるには 

1. 【機能】^【口】【已】【7】【引 

2. 【2】を押して、 "FTP サーバーリスト"を選択する。^【セット】^ 

【モノク □】 ^【機能】 

SMB フォルダー情歯を ミ 肖去ずるには 

1. 【機能】^【口】【已】【7】【引 

2. 【3】を押して、 "SMB フォルダーリスト"を選択する。^【セット】^ 
【モノク□】^【機能】 
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8.8 ダイレクトプリント機能 


機能/コード 

遇}只内容 

ダイレクトプリント用給紙力 
セット設定 
阳】【日】【日】阿 

この機能は、増設カセットび取り付けられている場合にのみ表示されます。 

【1】"トレイ 1" (初期値）：標準カセット 
【2】"トレイ 2" :増設カセット 
【3】"トレイ 1-2" 

•"トレイ 1" を選おする場合、標準カセットの用紙種類設定 （77 ページ 
の機能# 383) で"厚 □普通紙" または "普通紙" を選択してください。 

• "トレイ1|2" を選択する場合、 

-標準カセット （7 已ぺージの機能# 380) と増設カセット （77 ぺ一 
ジの機能# 382) で同じ用紙サイズを選択してください。いずれか一 
ちを変更すると、 "トレイ 1" び自動的に選択されます。 

一標準カセットの用紙種類設定 （77 ページの機能# 383) で"厚 □普 
通紙" または "普通紙" を選択してください。 

表示順を設定ずる 
【口】【6】【7】【2】 

【0】"なし"： この機能は無効になります。 

【1】"名前順"： ファイルは名前のアルファベット順に並べられます。 

【2】"日付順" 彻期値）：ファイルは日付順に並べられます。 

お巧5は 

• "名前順" または "日付順" 設定を使用すると、表示時間び長くなりま 
す。 

SD 力ードか S のダイレクトプ 
リントのま示モードを設定ず 
る 

阳】【日】【7】【3】 

【1】"ファイルー 覧"彻期値）：各ファイルのファイル名び表示されます。 

【2】"サムネール" ：各ファイルのサムネールイメージび表示されます。 

お巧5は 

• "サムネール" 設定を使用すると、表示時間び長くなります。 


93 











瓦プ□グラム設定 


8.9 ネットワーク機能 （ LAN 接続のみ） 

ここに記載されている機能は、 Web ブラウヴーでのみ設定でをます。 


機能 

タブ 

遇}只巧客 

LAN 機能を設定ずる 

[ LAN 機制 

LAN 機能設定を入力します。詳細については、90 
ページを参照してください。 

SNMP のコ5 ユニ テイ 
ちを設定ずる 

[ SNMP ] 

SNMP のコ=ュニティ名を入力します。詳細につい 
ては、ご利用のサービスプ□バイダーまたはネット 
ワーク管理ちにお問い合わせください。 

本機の使用場所を設定ず 
る 

に NMP ] 

本機の場所情報を入力します。 

リンク□—カルアドレス 
を表示ずる 

[ IPv 6] 

U ンク□一カルアドレスび表示されます。 

自動設定用 IP アドレスを 
表示ずる 

[ IPv 6] 

自動設定用 IP アドレスび表示されます。 

IPv 6 の IP アドレスを設 
定ずる 

[ IPv 6] 

IPv 日の IP アドレスを入力します。詳細については、 

ご利用のサービスプ□バイダーまたはネットワーク管 
理者にお問い合わせください。 

IPv 6 のデフオルトルー 
夕一を設定する 

[ IPv 6] 

IPv 己のデフォルトルーター情報を入力します。詳細 
については、ご利用のサービスプ□バイダーまたは 
ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

FTP サーバー情歯を設定 
する 

[ FTP 機制 

なの機能を実行するために、 FTP ヴーノ（一情報を入力 

します。宛先の FTP サーバーを本機に登録することび 

でをます（己箇所まで）。 

- FTP ヴーノ（一に保存されているファイルを印刷す 
る （40 ぺージ)。 

ースキャンしたイメージを FTP サーバー上のフォル 
ダーに送信する （44 ページ)。 

ーファクス文書を FTP サーバー上のフォルダーにな 
存する（己己ページ）。 

1. Multi-Function Station を起動する。 

2. [ユーティリティー]^ [ Web ヴーバ ー] ^ 

[ネットワーク機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワード 
を入力する （7 已ぺージの機能#1已己)。^ 

[0 K ] 

4. [ FTP 機能]タブを選択する。 

5. [ FTP ヴーバー ] の横にある[編集]をク U ックす 
る 0 

6. 目的の FTP サーバーの横にある[編集]をク U ッ 
クする。 

7. ヴーバー名、 IP アドレス、フォルダーパス、アカ 
ウントなどを入力する。^ [登録] 

8. Web ブラウヴーを閉じる。 

お知己は 

• ステップ7でフォルダーパスを入力しないと、ス 
キャンしたイメージまたはファクス文書はルート 
フォルダーにな巧されます。 
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觀 

タブ 

遇巧巧客 

SMB フォルダー情巧を 
設定する 

旧 MB 機能] 

なの機能を実行するために、 SMB フォ j レダー情報を 

入力します。宛先の SMB フォルダーを本機に登録す 

ることびでさます（日箇所まで）。 

ースキャンしたイメージを SMB フォルダーに送信す 
る （4 已ぺージ)。 

-ファクス文書を SMB フォルダーに保存する (66 
ページ)。 

1. Multi-Function Station を起動する。 

2. [ユーティリティー]^ [ Web ヴーバ ー] ^ 

[ネツトワーク機能設定] 

3. ユーヴー名として "root" と入力し、パスワード 
を入力する （7 已ぺージの機能#1已己)。^ 

[0 K ] 

4. 旧 MB 機能]タブを選択する。 

5. [ SMB フォルダー]の横にある[編集]をクリツ 
クする。 

6. 目的の SMB フォルダーの横にある[編集]をク 

U ツクする。 

7. フォルダー名とアカウントを入力する。 

8. フォルダーパスの横にある[表示]をク U ツクし 
て、目的のコンピューターのフォルダーを選択す 
る。^ [0 K ] 

• フォルダーパスは手動でち入力でをます。 

9. [登録] 

1 0. We b フラウヴーを閉じる。 

E メールサーバー情巧を 
設定する 

正メール機能] 

なの機能を実行するために、 E メールサーバー情報を 

入力します。 

ースキャンしたイメージを E メールアドレスに送信 
する （44 ぺージ） 

ーファクス文書を E メールアドレスに送信する （62 
ぺージ） 

ーファクス文書を E メールの添付ファイルとしてな 
存する（己日ページ） 

1. Multi-Function Station を起動する。 

2. [ユーティリティー]^ [ Web ヴーバ ー] ^ 

[ネツトワーク機能設定] 

3. ユーヴー名として "root" と入力し、パスワード 
を入力する （7 已ぺージの機能#1已己)。^ 

[0 K ] 

4. 正メール機能]タブを選択する。 

5. 正メールヴーバー ] の横にある[編集]をク U ツ 
クする。 

6. 送信元 E メールアドレス、サーバー情報を入力す 
る。 

7. [登録] 

8. Web フラウヴーを閉じる。 
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機能 

タブ 

遇巧巧客 

E メールの巧巧を登録ず 
る 

正メール機能] 

E メールの宛先を登録します （300 箇所まで)。登録 

した宛先は、なの機能で送信先として使用することび 

でをます。 

ースキャンしたイメージを E メールアドレスに送信 
する （44 ぺージ） 

ーファクス文書を E メールアドレスに送信する （62 
ぺージ） 

ーファクス文書を E メールの添付ファイルとして保 
存する （66 ページ） 

1. Multi-Function Station を起動する。 

2. [ユーティリティー]^ [ Web ヴーバ ー] ^ 

[ネットワーク機能設定] 

3. ユーヴー名として " root " と入力し、パスワード 
を入力する （7 已ぺージの機能#1已己)。^ 

[0 K ] 

4. 正メール機能]タブを選択する。 

5. [アドレスリスト]の横にある[編集]をクリック 
する。 

6. 登録する項目の横にある[編集]をク U ックする。 

7. 名前と E メールアドレスを入力する。 

8. [登録] 

9. Web ブラウヴーを閉じる。 

エラー通知機能を設定す 
る 

[エラー通知機能] 

[あり]:問題び発生した場合、登録されている宛先に 

E メールでエラー通知します。 

防し]烟期値）：この機能は無効にな D ます。 

エラー通知機能の情巧を 
設定する 

[エラー通知機能] 

E メールでエラー通知するとをに必要な E メールヴー 
バー情報を入力します。 

エラー通巧機能の送信巧 
を登録する 

[エラー通知機能] 

エラー通知の送信先と通知項目を設定します。 

[消耗品交換間近通知]:トナーカートリッジ、ドラム 
カートリッジ、または廃トナーカート U ッジの交換び 
必要であることを示す警告。 

[用紙送りエラー通巧]:給紙カセットに問題びあるこ 
とを术すエフー。 

[消耗品交換通知]:トナーカートリッジ、ドラムカー 
卜 U ッジ、または廃トナーカート U ッジの交換びただ 
ちに必要であることを示すエラー。 

スキヤン toE メール印刷 
機能を設定する 

[スキヤン toE >^ —ル印 
刷] 

[あり]:受信した E メールの添付ファイルび自動的に 
印刷されます。 

防し]烟期値）：この機能は無効になります。 

詳細については、41ページを参照してください。 

スキヤン toE メール印刷 
機能の E メールチェック 
間隔を設定する 

[スキヤン toE >^ —ル印 
刷] 

E メールチェックの間隔を分単位で入力します。 

スキヤン toE メール印刷 
機能のヘッダー印刷ォプ 
シヨンを設定する 

[スキヤン toE >^ —ル印 
厢 IJ ] 

旅り]彻期値）：受信した E メールの添付ファイル 
と一緒にヘッダー情報び印刷されます。 

防し]:この機能は無効になります。 
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觀 

タブ 

遇巧巧客 

スキヤン toE メール 印刷 
機能の肩巧を設定す る 

[スキヤン toE メール印 
雨 IJ ] 

スキャン toE メール印刷機能を使用する場合、事龍こ 

E メールサーバー ( POP ) 情報を設定しておく必要び 
あります。詳細については、41ページを参照してく 
ださい。 

スキヤン toE メール 印刷 
の 履歴を表示す る 

[スキヤン toE >^ —ル印 
厢 IJ ] 

スキャン toE メール印刷の最新の履歴 （30 件）び表 
示されます。 


97 





9. お役立ち情報 


9.1 义字入力 

文字と数字を入力するときには、テンキーを使用しま 

す。 

-【4】または卜】を押すと、力ーソルを動かすことび 
でをます。 

ーテンキーを使用すると、文字および数字を入力で 
をます。 

一【戻る】を押すと、アンダーバー表示されている文字 
または数字を消ちできます。原る】を押したままな 
持すると、すべての文字または数字を消去でさま 
す。 

一同じテンキーに割り当てられている別の文字を入 
力するには、【►】を押して力ーソルを;欠のスぺース 
に移動させてから、そのテンキーを押します。 


キー 

文字 

【1】 

アイウエオア ィゥエ 

才 

. _ - [ ] 11+/ 

=, ' ::? 1 

1 

【2】 

カキクケコ 

A 目 C a b c 

2 

【3】 

ヴシスセソ 

D E F d e f 

3 

【4】 

タチツテトツ 

G H 1 g h i 

4 

に】 

ナニヌネノ 

J K L j k 1 

己 

【日】 

八ヒフへホ 

M N 0 m n 〇 

6 

【7】 

7 S ムメモ 

P Q R S P q 「 S 

7 

岡 

ヤユ3ャユョ 

T U V t U V 

8 


キー 

で字 

【9】 

ラ U ルレ □ 

WXYZwxyz 

吕 

【0】 

ワヲン ー ! ? () 

@ ( ) く > ! " # 吏 

% & ¥ * へ’ 

0 

【*】 

(カナ入カモードの 
み） 

'' (還点）° (半還点） 

\ 〇 

【口】 

入カモードび切 D 替わ D ます。 

【フック】 

八イフン 

【着信メモ1」一】 

スペースび挿入されます。 

辰る】 

文字び消去されます。 
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9. お役立ち情報 


9.2 本機の状態 


9.2.1 リモートコント□-ルのほ用 

なの機能は、コンピューターから簡単に操作すること 
びでをます。 

一機能の設定 （74 ページ） 

一電話帳の項目の登録、編集、または消去 （57 ペー 
ジ） 

一同報送信の項目の登録または消去 （59 ページ） 

一通信履歴レポートの項目の表示（已日ページ） 

ーコンピューターへの通信履歴レポートのイ呆存 
一着信メモ U - U ストの項目の表示 （71 ページ） 

一電話帳への発信ち情報の登録 （72 ページ） 

ーコンピューターへの着信メモ U - U ストの保を 

1 Multi-Function Station を起動する。一> 山 

モートコントロール] 

• [ Multi-Function U モートコントロール]ウイ 
ンドウび表示されます。 




[ 0 K ] I キ，ンむレ〕.湖 I I ヘルフ ] 


2 目的のタブを選択する。 

• 本機の最新データび表示されます。 

3 目的の操作を行ラ。 

•各機能の詳細については、[ヘルプ]をク U ッ 
クしてください。 

•操作を中止するには、[キャンセル]を押して 
<ださい。 

4 [0K] 

• [適用]をク U ックすると、ウィンドウを閉じ 
ずになの操作を続けることびでをます。 

5 パスワードを入力する （7 已ページの機能#1已己)。 
[0K] 

•新しいデータび本機に転送され、ウィンドウび 
閉じます。 

お知己は 

• 一部の機能は、お使いのコンピューターから設定 
することびでをません。 


• 詳細については、 Multi-Function Station から 
[列を選択すると、ヘルプファイルを参照するこ 
とびでをます。 

• 別の人び本機でな巧データに変更を加えている場 
合、上書をされることびあります。本機の同じ機 
能び現在使用中でないことを確認してください。 


9.2.2 デバイスモニターのほ用 

本機の設定情報および現在の状態をコンピューターか 

ら確認することびでをます。 

1 Multi-Function Station を起動する。 

2 [ユーティ U ティー]^ [デバイスモニター] 

• [Device Monitor ] ウィンドウび表示されま 
す。 

3 本機の状態を確認する。 

[ステータス]:本機の現在の状態 

お知己は 

• [詳細表示]をク U ックすると、[ステータス]夕 
ブに追加情報（トナーおよび用紙の状態、ユニッ 
卜情報など）び表示されます。 

• [最新の情報に更新]をク U ックすると、本機の状 
態を更新でをます。 

• 印刷時にエラーび発生した場合、デバイス モニ 
ターび自動的に起動し、エラー情報を表示します。 

• 詳細については、 Multi-Function Station から 
[列を選択すると、ヘルプファイルを参照するこ 
とびでをます。 


9.2.3 Web ブラウザーのほ用 （LAN 接続 
のみ） 

本機の設定情報および現在の状態を Web フラウヴーか 
ら確認することびでをます。 

1 Multi-Function Station を起動する。^ [ユー 
テイ U テイー]^ [Web ヴーパ'-] 

• Web ブラウヴーに本機の IP アドレスを入力し 
て本機にアクセスすることちでをます。 

2 メニューバーからカテゴ U —を選択する。 
[ステータス]:トナーおよび用紙情報など 
[本体情報]:本機の現在の状態など 

[化張機自目]:機能設定情報など 
[ネットワーク情報]:ネットワーク情報など 
• [本体情報]、[拡張機能]または[ネットワー 
ク情報]を選択した場合、ちフレームの上部に 
ある機能タブをク U ックすると、表示される機 
能を変更でをます。 

3 本機の状態を確認する。 

お巧百は 

• [更新]をク U ックすると、本機の状態を更新でき 
ます。 
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9. お役立ち情報 


9.3 操作を中止する 

本機から現在の操作を中止することびでをます。中止 
する操作を選択することちでをます。 

1 【ストップ】 

• 現在の操作び中止されます。 

• 操作び中止されない場合、ステップ2に進んで 
<ださい。 

2 中止確認メッセージびま示された場さ 

【セット】を押して、操作を中止する。 

復巧の操作び表示された場さ 

【パ または レ】 を繰り返し押して、中止する操作を 
選択する。^【セット】 


9.4 印刷濃度を調壁する 

カラー印刷び濃すざる、または薄すざる場合、濃度を 
調整します。 


1 濃度を調整するカラーを選択する。 

• シアン、マゼンタ、イエローおよびフラックの 
全体濃度を調整する場合、【機能】を押して<だ 
さい。^【口】【4】【引に】 

• シアンの濃度を調整する場合、【機能】を押して 
ください。^ 【口】【4】【8】【曰】 

•マゼンタの濃度を調整する場合、【機能】を押し 
てください。^ 【口】【4】【8】【7】 

• イエローの濃度を調整する場合、【機能】を押し 
てください。^ 【口】【4】【8】【8】 

• ブラックの濃度を調整する場合、【機能】を押し 
てください。^ 【口】【4】【8】【9】 


2 濃度調整量を選択する。 

• 濃度を濃く したい場合、大をい数値を選択す 
る。濃度を薄< したい場合、ルさい数値を選択 
してください。 


【0】 

"-已 

【1】 

"-4 

【2】 

"-3 

【3】 

"-2 

【4】 

"-1 

【己】 

"0, 

【己】 

"1， 

【7】 

"2, 

【引 

"3, 

【9】 

"4, 

【*】 

"已 

3 【セット】 


烟期値） 


4 【機能】を押して終了する。 


カラーテストの印刷 

カラーテストを印刷すると、各カラーの印刷濃度を確 
認することびでさます (133 ページ)。 


100 
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9.已 SD 力ード 

SD 力ードにな存されているファイルを印刷したり、 

ファイルを SD 力ードにな巧したりすることびでをま 

す。 

本機はなの市販メモ U —力ードに対応しています。本 

書内では、これらの SD メモ U - 力ードをすべて SD 

カードと呼んでいます。 

- SD メモ U - 力ード（最大 2 GB ) >1 

- SDHC …メモ U - 力ード（最大 32 GB ) *1 

一 min 旧 D ™ 力ード（最大 2 GB ) (アダプター必要） 

*2 

- min 旧 DHC ™ 力ード（最大1己 GB ) (アダプターお 
致で 

一 microSD ™ 力ード（最大2 GB ) (アダプターお 
致で 

一 microSDHC ™ 力ード（最大1己 GB ) (アダプター 
必要）で 

*1 カードへのデータ書を込みを防止する書を込み防 
止スイッチび搭載されています。 

*2 最初にカードをアダプターに挿入し、なにアダプ 
夕一を SD 力ードス□ットに挿入します。力ードア 
ダプターには、カードへのデータ書を込みを防止 
する書を込み防止スイッチび搭載されています。 

• 本機を正しくお使いいただくために、弊社ではパ 
ナソニック製 SD 力ードのご使用を巧奨します。 

お巧百は 

• データの読み取日中または書を込み中には 、 SD 
力ードを取0出した D 、 電源スイッチをオフにし 
た0しないで<ださい。データが破損ずるおそれ 
がち日まず。 

• データは0ずバックアップコピーを作成してくだ 
さい。 

• データの破損または,紛失によ D お客様の SD 力ード 
にをじた損害については、お社では一切責任を負 
し、ません。 

• 書を込み防止スイッチび□ック位置になつている 
場さ、データを力ードに書き込むことはで宝ませ 
ん。データを書を込む化要びちる場合、スイッチ 
が ロック 解除位置{①）になつていることを確認 
して < ださい。 



お知己は 

• 表示されている SD 力ードアイコンおよび SD 力一 
ドアクセスアイコンを確認してください (9 ぺ一 
ジ)。 SD アクセスアイコンび緑色の場合、 SD 力一 
ドは正しく機能しています。 

• SD 力ードは別売りです。本機び対応している SD 
カードをお買いホめください。 

• アクセス速度は SD カードの種類に応じて多少異な 
ります。 

• SD 力ードの詳細については、 SD 力ードの取扱説 
明書を参照してください。 


9.5.1SD 力ードの挿入 

ラベル面を上にして SD 力ード（①）を SD 力ードス 
ロット（⑤）に巧入してください。 



9.5.2 SD 力ードの取り出し 

1 (①）の SD 力ードをいつたん押し込む。 
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9. お役立ち情巧 


2 SD 力ード（⑤）を真っ直ぐ引き出す。 



ファイルを SD 力ードにな巧すると、 SD 力ードになの 
フォルダーび作成されます。 

SD :/ PRIVATE / MEIGROUP / PCC / MFP/IMAG 

E/XXXXXX 

(" XXXXXX " は機器ごとに異なります。） 

お巧百は 

• コンピューター上でフォルダー名を消去または変 
更しないで < ださい。 

• 同じ SD カードを同時に2台(上で使用する場合、 
SD 力ードには機器ごとに別のフォルダーび作成さ 
れます。別の機器で保存したデータを表示するに 
は、その機器で作成されたフォルダーを選択する 
必要びあります。 


9.6 八ンドセットユニット（オプ 

シヨン） 

八ンドセットユニット（オプション）を追加すること 
びでをます。アクセヴ U - 情報については、7ページ 
を参照してください。 

お巧5は 

• A ンドセットユニット{オプション）を取り付け 
る/取日かす前には、化ず電源スイッチをオフに 
して < ださい。 

1 八ンドセツトコード（①）を八ンドセツトクレー 
ドルに接続する。 



2 八ンドセット コネクター(⑤） を接続する。 

• 八ンドセットユニット接続端テからカバー 
(③）を取 D 外してください瓶り付けられて 
いる場合)。 



3 八ンドセツトクレードルを矢印（④）で示されて 
し、るち向に持ち上げて、タブ（⑥）を挿入し、八 
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9. お役立ち情報 


ンドセツト ユニツ トを本機のち向に押して、 U ブ 
俯) を巧入する。 




4 八ンドセツトコードホルダー(⑦）を引を出し、 
八ンドセツトコード（⑧）を八ンドセツトコード 
ホルダーに通す。 


5 八ンドセット（⑨）を八ンドセットクレードルに 
置いて、八ンドセツトコード（⑩）を八ンドセツ 
卜に接続する。 



お巧百は 

• なの手順に従ラと、巧手先との通話中に原稿台ガ 
ラスを使用してファクスを送信することびでをま 
す。 

1 【 T 】 または レ】 を繰り返し押して、 "ファクス- 
を選択する。 

2 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、"送信"を選 
おする。一 、 【モノクロ】 

(ファクスを受信するには、"受信"を選択し、 
【モノクロ】を押してください。） 


A ンドセットユニットを取0かす 

1. 八ンドセットコード（①）を八ンドセットから取 
り列■し、八ンドセット（⑤）を八ンドセツトク 
レードルから取りかす。 
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9. お役立ち情報 


2 . 八ンドセツトコードを八ンドセツトコードホル 
ダー(③）から取りタル、八ンドセット〕ードホ 
ルタ'一を閉じる。 



3 . 八ンドセットユニットを前ち（④）に少し引いて、 
ち印（⑤）のち向に持ち上げ、 U ブを取り外す。 



4 . タブ（⑥）を取りかし、八ンドセットコネクター 
(⑦）を取りかす。 



9.7 自動両面印字ユニット（オプ 
シヨン） 

自動両面印字ユニット（オプション）を追加すること 
びでをます。アクセヴ U - 情報については、7ページ 
を参照してください。 



A 4、 レター、リーガル、 B 己、216 X 330、21己 x 
340サイズの用紙（厚□普通紙および普通紙）を使用 
することびでをます。 

• 用紙については、13已ページを参照してくださ 
い。 

お知己は 

• 自動両面印字ユニット{オプション）の設置を始 
める前には、化ず電源スイッチをオフにして<だ 
さい。設置の詳細については、自動両面印字ユ 
ニット{オプション）の設置ガイドを参照して< 
ださい。 

• 自動両面印字ユニット{オプション）をコン 
ピューターで使用するには、プリンターのプ□パ 
テイを巧更ずる化要びあ0ます。詳細にごいては、 
106ぺージを参照して<ださい。 


自動両面印字ユニットの取 D 巧いに関するを意 
• 自動両面印字ユニットを取日かすとをは、落下さ 
せないよ5に両手を添えて取日かしてください。 


9.8 増設カセット（オプション） 

増設カセットを追加することびでをます。アクセヴ 
U - 情報については、7ぺージを参照してください。 
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A 4、 レター、または U - ガルサイズの用紙（厚□普通 
紙および普通紙）を使用することびでをます。 








































9. お役立ち情報 


増設カセットに収容でをる用紙の枚数はなのとおりで 

す。 

-75 目/ m 2 の用紙：已20枚まで。 

-80 目/ m 2 の用紙： 470枚まで。 

-90 巨/ m 2 の用紙： 410枚まで。 

-105 目/ m 2 の巧紙： 3己0枚まで。 

• 巧巧値では A 4 サイズの普通紙を印刷するよ5に設 
定されています。 

一化の用紙サイズを使用する場合、用紙サイズ設 
定をを更して<ださい （77 ぺージの機能 
#382)。 

一厚□普通紙をほ用ずる場さ、用紙種お設定をを 
更してください （77 ぺージの機能#385)。 

お巧百は 

• 増設カセットの設置を始める前には、おず電源ス 
イッチをオフにしてください。設置の詳細につい 
ては、増設カセットの設置ガイドを参,招して<だ 
さい。 

• 設置を、巧の設定で増設カセットの使用を還巧で 
まます。 

一 y ストおよびレポート印刷用給紙カセット設定 
(77 ぺージの機能# 390) 

-ファクス用給紙カセット設定 （82 ぺージの機 
お# 440) 

ー コピー用給紙カセット設定 （85 ぺージの機能 
#460) 

- PCL 給おカセット （86 ぺージの機能# 760) 
ー スキヤン toE メール印刷機能の給紙カセット設 
定 （92 ぺージの機能# 565) 

-ダイレクトプリント用給紙カセット設定 （93 
ぺージの機能# 669) 

• 増設カセットをコンピユーターで使用するには、 
プリンターのプ □ J (テイをを更ずる0要びあ D ま 
す。詳細については、106ぺージを参照してくだ 
さい。 


増設カセツトの取0巧いに関するを意 
• 増設カセツトを落とさないでください。 



• 取日かしまたは取日付けのとをには、増設カセッ 
卜を両手で持ってください。用紙を最大巧巧まで 
セツトした場合、増設カセツトの重量は約 4.8 kg 
にな D ます。 


増設カセットのち棚のプレート{①）には触れな 
いで < ださい。 



重量は約 4.8 ka でず 


• 不安定な場所や振動を受ける場所には、本機を置 
かないでください。増設カセットを取り付け、用 
紙を最大枚数までセットした場合、本機の重量は 
約40 kg になります。 

• 本機を移動するとをは必ず増設カセットを本機か 
ら取り外し、別々に移動してください。一度に移 
動させると増設カセツトび落下する恐れびありま 
す。 


] 〇已 
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9.9 増設力七ット/自動両面印字 
ユニット（オプション）を設定す 
る 

増設カセット/自動両面印字ユニット（オプション） 

をコンピューターで使用するには、なの手順に従って 
<ださい。 

• この設定は、カラーおよび白黒プ U ンタードライ 
バーの両方に対して必要です 0 

1 [スタート] 

2 プ U ンターウィンドウを開く。 

Windows 2000の場合 

[設赶^ [プリンタ] 

Windows XP Professional の場合 

[プリンクと FAX ] 

Windows XP Home の場合 

[コント□ールパネル]^ [プ U ンタとその他の 
八ードウエア]^ [プ U ンタと FAX ] 

Windows Vista の場合 

[コント□ールパネル]^ [プリンター] 

Windows 7の場合 

[デバイスとプ U ンター] 

3 本機の名前を選択する。 

4 Windows 2000 /Windows XP の場合 

[ファイル]メこューから[プ□パティ]を選択す 
る0 

• プ U ンターのプ□パティウィンドウが表示され 
ます。 

Windows Vista の場合 

[ Organize ] メこューから[プ□パティ]を選択 
する。 

• プ U ンターのプ□パティウィンドウが表示され 
ます。 

Windows 7の場合 

[ファイル]メこューから[プ U ンターのプ□パ 
ティ]を選択する。 

• プ U ンターのプ□パティウィンドウが表示され 
ます。 

5 [デバイス]タブの[自動設定]をク U ックする。 
—^ I !日に！ 

•増設カセットまたは自動両面印字ユこット（才 
プション）が自動的に検出されます。 

一[給紙トレイの数]には、に]が選択され 
ます。 

一[自動両面印刷ユこット]には、[あり]が 
選択されます。 

設定が自動的に変更されない場含、手動で変更 
して < ださい。 

6 [ 日 a 


9.10カラー印刷を制限する 

カラーパスワード機能 （7 已ぺ ージの 機能#1已 3) を 
有効にすると、カラー印刷を制限することびでをます。 
カラーパスワードを知っているユー ヴー のみびなの操 
作を行5ことびでをます。 

ーカラーでコピーする 
ーファイルをカラーで印刷する 
一 SD 力ードのファイルをカラーで印刷する 
一 FTP サーバーのファイルをカラーで印刷する 
お知百は 

• 白黒コピー/印刷の場合、パスワードは不要です。 


9.10.1 カラーでコピーする 

カラーでコピーするには、パスワードを入力する化要 
びあ0ます。 

1 【コピー】ライトび消えている場合、【コピー】を押 
して点なさせる。 

2 原稿をセットする。 

3 【カラー】を押す。 

4 パスワードを入力する。 

5 【カラー】をちラー度押して、コピーを開始する。 
•入力したパスワードび正しくない場合、コピー 
ジョブは中止されます。 

お知己は 

• 白黒でコピーする場合、パスワードは不要です。 


9.10 .2 ファイルをカラーで印刷する 

ファイルをカラー印刷するには、プ U ンタードライ 
バーのプロパティでカラーパスワードを入力して<だ 
さい。 


Windows アプリケーションか百印刷ずる 
お巧百は 

• 入力したパスワードび正しくない場合は、印刷び 
中止されます。 

たとえば、ワードパッドから印刷するには、なの手順 
に化います。 

1 . アプリケーションの[ファイル]メニューから 
圧 P 刷...]を選択する。 

2 . プリンターー覧から本機の名前にに010「]び付い 
ているプ1」ンターを選択する。 

Windows 2000の場合 

[ジョブ]タブをク U ックする。 

[カラー印刷制限]の[パスワード]フィールドに 
カラーパスワードを入力し、忙 P 刷]をク U ックす 
る。 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 
の場合 
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[詳細設定]をク U ックして、[ジョブ]タブをク 
1」ックする。 

[カラー印刷制限]の[パスワード]フィールドに 
カラーパスワードを入力し、 [0K] をク U ックす 
る。 

3. 圧 P 刷]または [0 K ] をク U ックする。 

お知己せ 

• カラー印刷を許可されていないユーヴーび使用す 
る場合、ステップ1の後にプ U ンターー覧から本機 
の名前に [B/W] び付いているプ U ンターを選択 
し、[印刷]または [0 K ] をク U ックしてくださ 
し、。白黒印刷の場合、パスワードは不要です。 


9.10 .3 SD 力ードのファイルをカラーで巧 
刷する 

SD 力ードのファイルをカラーで印刷するには、パス 
ワードを入力する必要びあります。 

1 【プ U ント】を押す。 

2 【パ または レ】 を押して、 "SD 力ード"を選択する。 
【セット】 

3 【パ または レ】 を押して、目的のファイルを選択す 
る。^【セット】 

4 【カラー】を押す。 

5 パスワードを入力する。 

6 【カラー】をもラー度押して、印刷を開始する。 
•入力したパスワードび正しくない場合、印刷 
ジョブは中止されます。 

お巧百せ 

• 白黒で印刷する場合、パスワードは不要です。 


9.10 .4 FTP サーパーの ファイルを カラー 
で印刷する 

FTP ヴーノ 又一のつ ァイルをカラーで印刷するには、パ 
スワードを入力する必要びあります。 

1 【プ U ント】を押す。 

2 【パ または レ】 を押して、 "FTP サーパ‘一" を選択す 
る。^【セット】 

3 【パ または レ】 を押して、目的の FTP サーバーを選 
択する。^【セット】 

4 【パ または レ】 を押して、目的のファイルを選択す 
る。^【セット】 

5 【カラー】を押す。 

6 パスワードを入力する。 

7 【カラー】をもラー度押して、印刷を開始する。 
•入力したパスワードび正しくない場合、印刷 
ジョブは中止されます。 

お巧百は 

• 白黒で印刷する場合、パスワードは不要です。 


9.10 .5 その他のカラー巧刷情報 

カラーテストぺージの印刷 

1 . 【機能】を押す。 

2. 【 T 】 または レ】 を押して、 "レポート印刷" を選択す 
る。 

3. 【ィ】 または 【►】 を押して、 "カラーテスト" を選択す 

る。 

4. 【セット】を押す。 

5. パスワードを入力する。^【セット】 

テストプ y ントの印刷 

1. 【機能】^ 【口】【4】【引【0】 

2 . パスワードを入力する。^【セット】 

3. カラーテストページで白い縦線の入つている力 
ラーを 選択する。 

【1】"ブラック" 彻期働 
【2】"シアン" 

【3】"マゼンタ" 

【4】"イエロー" 

4. 【セット】を押す。 

スキヤン toE メール印刷 

カラーパ スワード機能 （7 已ぺ ージの 機能#1已 3) び 
"あり" に設定されている場合、すべての添付ファイル 
は自動的に白黒で印刷されます。詳細につい口ま、41 
ページを参照してください。 
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10. ヘルプ 


10.1 レポートメツセージ 

本機のファクス送信/受信結果に関しては、なのいずれかのメツセージび通信結果レポートおよび通信履歴レポー 
卜で印刷されます（已日ページ)。 


メッセージ 

コード 

原因および解ミ夫巧 

通信エラー 

40-42 

• 送信エラーまたは受信エラーび発生しました。ち 


46-72 

ラー度送信または受信を試みるか、巧手先に確認 


FF 

してください。 


43 

• 回線の問題び発生しました。電話機コードを別の 


44 

電話回線端テに接続して、操作をやり直してくだ 
さい。 

• 海が通信エラーび発生しました。海外通信モード 
を使用してやり直してください （79 ぺージの機 
能#411)。 

原稿詰ま0 


•詰まった原稿を取り除いてください （129 ペー 
ジ)。 

巧手巧ファクスのエラー 

已吕 

• 巧手側のファクス機に問題びあるため、送信エ 


己4 

ラーまたは受信エラーび発生しました。巧手先に 


己9 

70 

確認してください。 

が惑ファクス拒否 


• 本機の迷惑ファクス防止機能によりファクスの受 
信び拒否されました。 

メモ y - び一杯です 


• 用紙切れ、または用紙詰まりのため、メモリーが 
受信ファイルでいっぱいになりました。用紙を 
セットするか （1 己ページ)、または詰まっている 
用紙を取り除いてください （124 ページ)。 

• 機能#442び "常時" 旧2ぺージ）に設定されて 
いる場合、本機とコンピューター間の接続を確認 
してください。 

•機能#448び "あり" 旧2ぺージ）に設定されて 
いる場合、メモ U- は受信したファイルでいっぱ 
いです。ファイルを表示、印刷、またはな巧し、 
不必要なファイルを消去してください（己7ペー 
ジ)。 

原稿なし/原稿給がエラー 


• 原稿び本機に正しく弓1き込まれませんでした。原 
稿をセットし直して、やり直してください。 

巧手巧ファクス応答なし 


• 巧手側のファクス機び話し中、または用紙切れの 
状態です。後でち5—度やり直してください。 

• 巧手側のファクス機の呼び出し回数びをすざます。 
ファクスを手動で送信してください（已已ぺ一 
ジ、 

• 巧手側の機器はファクス機ではありません。巧手 
先に確認してください。 

• ダイヤルした番号は現在使用されていません。 

■ストップ’キーが巧されました 


• 【ストップ】び押されて、ファクス通信び中止され 

cK し/し0 

カバーび開け S れました 


• 前カバーまたは左カバーび開けられました。力 
バーを閉じて、やり直してください。 
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10. ヘルプ 


メッセージ 

コード 

原因および解な巧 

正常終了 

- —— 

• ファクスの送信または受信は成巧しました。 
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10. ヘルプ 


10.2 ディスプレイメッセージ 

本機の状態に関しては、なのいずれかのメッセージびディスプレイに表示されます。 


ディスプレイ 

原因およびおな!巧 

"アクセスエラーでず" 

• SD 力ードへのアクセスび正しく機能しませんでした。【ストップ】を押し 
てメッセージを消去するか、 SD カードをいったん取 D 出してやり直して 
<ださい。 

"コールサー ビス" 

• 本機に不具合びあります。弊社のサービス担当者にご連絡ください。 

"トナーびありません交換し 
て < ださい" 

"交換してくださいブラック 
トナー：ありません" 

• トナーカート U ッジの寿命が切れています（目ページ)。トナーカート 

U ッジをただちに交換してください。 

お巧 5 だ 

• "ブラックトナー"： ブラックトナー 
• "シアントナー"： シアントナー 
• "マゼンタトナー"： マゼンタトナー 
• "イエ□—トナー"： イエ□—トナー 

"トナーび少ないでず交換し 
てください" 

"交換してくださいブラック 
トナー:かないでず" 

• トナーカート U ッジの寿命が残りわずかです（目ページ)。トナーカート 

U ッジを早めに交換してください。 

お巧 5 だ 

• "ブラックトナー"： フラックトナー 
• "シアントナー"： シアントナー 
• "マゼンタトナー"： マゼンタトナー 
• "イエ□—トナー"： イエ□—トナー 

"廃トナーカートリッジを交換 
して下さい" 

•廃 トナーカート U ッジの寿命び切れています。廃トナーカート1」ッジを 
ただちに交換してください （10 ページ)。 

"廃トナーが満杯でず交換し 
て < ださい" 

• 廃トナーカート U ッジの寿命が残りわずかです。廃トナーカートリッジ 
を早めに交換してください。 

"原稿を確認してください" 

•原稿び本機に正しく引を込まれませんでした。原稿を取り除き、【ストッ 
プ】を押してメッセージを消去してください。原稿をセットし直してくだ 
さい。原稿送りび頻繁に失敗する場合、原稿搬送ローラー （131 ペー 
ジ）を清掃して、やり直してください。 

"トレイ 1 び装着されていま 
せん" 

• 給紙カセットび正しく取り付けられていません。給紙カセットを引を出 
して、取り付け直してください。 

お知己は 

• "トレイ 1" :標準カセット 
• "トレイ 2" :増設カセット 

• "トレイ 1| 2" :標準カセットおよび増設カセット 

"用紙を®認してください" 

•封筒またははびをに印刷しています。標準カセットを確認し、封筒また 
ははびをびセットされていることを確認してから、【モノクロ】/【カラー】 

を押して < ださい。 

• 用紙サイズびコピー巧に選択されたサイズと異なっています。用紙サイ 
ズ設定を変更し （7 己ページの機能#380または77ページの機能 
#382)、適切な用紙をセットしてください。 

• 用紙サイズびコンピューターからの印刷時に選択されたサイズと異なっ 
ています。用紙サイズ設定を変更し （7 己ページの機能#380または77 
ページの機能#382)、適切な用紙をセットしてください。 

• 巧紙サイズびファクス受信用に選択されたサイズと異なっています。用 
紙サイズ設定を変更し (76 ページの機能#380または77ページの機能 
#382)、適切な用紙をセットしてください。 
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10. ヘルプ 


ディスプレイ 

原因および解な!ミち 

"トレイ1の用紙を給紙でき 
ません" 

• 用紙が本機に正しく引を込まれませんでした。用紙をセットし直してく 
ださい （128 ぺージ)。 

お巧 5 だ 

• "トレイ 1" :標準カセット 
• "トレイ 2" :増設カセット 

"カラードラムまちなく交換 
時期" 

"モノク□ドラムまもなく交 
換時期" 

• ドラムカート U ッジの寿命び残りわずかです。ドラムカート1」ッジを早 
めに交換してください。 

"カラードラム交換してくだ 
さい" 

"モノク□ドラム交換してく 
ださい" 

• ドラムカート1」ッジの寿命び切れています。ドラムカート1」ッジをただ 
ちに交換してください。 

お巧]己は 

• ちいドラムカート1」ッジを使い続けると、不具合の原因になることびあ 
ります。これを防止するため、ドラム寿命び切れると、本機はしばらく 
して印刷を停止します。この場合、ドラムカート1」ッジを新品に交換す 
るまで、印刷でをません。 

"定着器を却中でず" 

• 定着部を;令却しています。しばらくお待ちください。 

"電話帳び一杯でず" 

• 電話帳に新規項目をな巧する領域びありません。不要な項目を消去して 
ください（已7ページ)。 

"ドラム未装着です" 

"ドラムび装着されていませ 
ん" 

• ドラムカートリッジ（カラー)またはドラムカートリッジ（モノクロ） 

び装着されていません。装着してください （1 1ページ)。 

"E メールサイズオーバー" 
"メールサイズび大きすざま 
ず" 

• スキヤン toE メールアドレスを実行するとを、スキヤンしたデータの総 
ファイルサイズびファイルサイズ制限を超えました。ファイルを分割し 
て < ださい。 

"ファクス受信データあり" 

• 本機のメモ U - に受信ファクスびあります。残りの表示メッセージを参 
照して、ファイルを印刷してください。 

• 機能#442旧乙ぺージ）び"常時"に設定されている場合、 

一本機とコンピューター間の接続を点検してください。 

ーコンピューターび作動していることを確認してください。 

•機能#448旧2ぺージ）び"あり"に設定されている場合、 

一受信したファクスを表示、印刷、またはな巧し （6 己、6己ぺージ)、 
不必要なファイルを消去してください (67 ページ)。 

一設定を "なし"にしてください。メモ U - にな巧されているファクス 
は自動的に印刷されます。 

-機能#449 (83 ぺージ）を"あり"に設定し、受信したファクスを 
印刷してください（己6ページ)。 

"ファイルサイズオーバー" 
"ファイルび大きすざます" 

• スキヤン toFTP ヴーバーまたはスキヤン toSMB フオルダーを実行すると 
を、スキヤンしたデータの総ファイルサイズびファイルサイズ制限を超 
えました。ファイルを分割してください。 

• FTP サーバー上のファイルを印刷するとを、総印刷ファイルサイズび 
ファイルサイズ制限を超えました。ファイルを分割してください。 

"前面または左側のカバーび 
開いていまず" 

• 前カバーまたは左カバーび開いています。カバーを閉じてください。 

"コピー動作待機中でず" 

• コピーび停止しました（例：用紙切れ、または用紙詰ま D )。 残 D の表示 
メッセージを参照して、コピーを続けてください。 

"印刷動作待機中です" 

•ダイレクトプ U ントび停止しました（例：用紙切れ、または用紙詰ま 
り）。残 D の表示メッセージを参照して、印刷を続けてください。 
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10 . ペルプ 


ディスプレイ 

原因および解な!ミち 

"室温び借ずざまず室温を上 
げて < ださい" 

"室温びほすざまず" 

• 本機の内部温度び善しくな下しているため、操作でをません。暖かい場 
所で使用してください。 

"メモリーび一杯です" 

• メモ U - 送信中に、イ呆巧中のファイルび本機のメモ U - 容量を超えまし 
た。すべての原稿を手動で送信して<ださい。 

• コピー中に、保を中のファイルび本機のメモ U - 容量を超えました。【ス 
トップ】を押してメッセージを消去してください。ファイルを分割してく 
ださい。 

"メモリーオーバーフ 

• ファイルの印刷中に、なを中のファイルび本機のメモ U —容量を超えま 
した。【ストップ】を押してメッセージを消去してください。プ1」ンター 
設定を変更してください （34 ページ)。 

"モデムエラーでず" 

• 本機のモデムに不具合びあります。弊社のサービス担当者にご連絡くだ 
さい。 

"ファクス応答なし" 

• 巧手側のファクス機び話し中、または用紙切れの状態です。後でちラー 
度やり直してください。 

"印刷でさるデータびありませ 
ん" 

• SD カードまたは FTP サーバー上に印刷可能なデータがありません。サ 
ポートされている形式でデータを保存して<ださい。 

"サポートしていないお式で 
ず" 

• SD カードのファイルはサポートされていない形式です。サポートされて 
いるお式を使用してください （38 ページ)。 

• SD 力ードび正しくフォーマットされていません。データをバックアップ 
後、コンピューターを使用し、ファイルシステムに FAT お式を選択して 

SD 力ードをフォーマットしてください。 SD 力ードをフォーマットする 
と、カードにな巧されているデータはすべて消ちされます。 

"サポートしていないメディア 
でず" 

• 挿入されている SD カードは読み込むことびでをませんでした。サポート 
されている SD 力ードを使用してください(101ページ)。 

"用紙びありませんトレイ 1" 
"トレイ 1 の用紙びありませ 
ん" 

• 用紙びセットされていないか、給紙カセットの用紙切れです。用紙を 
セットしてください（16、3已ぺージ)。 

• 用紙び本機に正しく引き込まれませんでした。用紙をセットし直してく 
ださい （1 己、3已ページ)。 

お知己せ 

• "トレイ 1" :標準カセット 
• "トレイ 2" :増設カセット 

•"トレイ 1| 2" :標準カセットおよび増設カセット 

"用紙詰まりです" 

•用紙び詰まりました。残りの表示メッセージを参照して、詰まった用紙 
を取り除いてください （124 ページ)。 

"PC 接続失敗でず" 

• 本機とコンピューターを繫ぐケーブルび正しく接続されていません。接 
続を確認してください（19、27ページ)。 

• コンピューター側に何らかの問題びあ D ます。（例：コンピューターの量 
源を確認してください。） 

"しば 5 くお待ちください" 

• 本機はウォームアップ中です。しばらくお待ちください。 

"再ダイヤル応答なし" 

• 巧手側のファクス機び話し中、または用紙切れの状態です。後でもラー 
度やり直してください。 

"原稿の除去び必要" 

"原稿を除去してください" 

•原稿び詰まっています。詰まった原稿を取り除いてください （129 ペー 
ジ） 

• 自動原稿送り装置を使用して送信またはコピーを試みた原稿の長さび 

600 mm を超えていました。【ストップ】を押して、原稿を取 D 除いてく 
ださい。原稿を複数に分割して、やり直してください。 
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10. ヘルプ 


ディスプレイ 

原因およびお汉ミち 

"受信メモリ ー- 杯でず" 

• 用紙切れ、または用紙詰まりのため、メモ U —び受信ファイルでいっぱ 
いにな D ました。用紙をセットするか （16 ページ)、または詰まってい 
る用紙を取り除いてください （124 ページ)。 

• 機能#44乙旧2ぺージ）び "常時" に設定されている場合、 

一本機とコンピューター間の接続を点検してください。 

ーコンピューターび作動していることを確認してください。 

•機能#448旧2ぺージ）び "あり" に設定されている場合、 

一受信したファクスを表示、印刷、またはな巧し （6 己、6己ぺージ)、 
不必要なファイルを消去してください (67 ページ)。 

一設定を "なし" にしてください。メモ U - にな巧されているファクス 
は自動的に印刷されます。 

-機能#449旧3ぺージ）を "あり" に設定し、受信したファクスを 
印刷してください（己己ページ)。 

"同一をのファイルび巧在しま 
ず" 

• SD カードのフォルダーには、同一名のファイルが既に存在しています。 
残りの表示><ッセージを参照して、データの保存を続けて<ださい。 

"スキャナー位置のエラーで 
ず" 

• スキャナー位置び正しくありません。電源スイッチをいつたんオフにし 
てから、オンに戻してください。問題を解ミ夫でをない場合、弊社のヴー 
ビス担当者にご連絡ください。 

" SD の空容量不足" 

" SD 力ードの空容量び不足し 
ていまず" 

• SD カードに新しいデータをな巧する領域びありません。不要なデータを 
消去してください。 

" SD カードび挿入されていま 
せん" 

• SD カードが本機から抜かれています。 SD カードを挿入し直してくださ 
し、(101ぺージ)。 

• 本機に SD 力ードが挿入されていません。 SD 力ードを挿入してください 
(101ぺージ)。 

"書き&み禁止でず" 

• SD 力ードの書を込み防止スイッチびロック位置になっています。ロック 
を解除して、書を込み可能な状態にしてください(101ページ)。 

"キャ U ブレーシヨン中でず" 

• 色ずれ補正の変更中です。しばらくお待ちください。 

"通信エラーです" 

• 送信エラーび発生しました。ちラー度やり直してください。 

"トナーカートリッジび装着 
されていません" 

• トナーカート U ッジび装着されていません。装着してください （1 1ペー 
ジ)。 

"トレイ2左側のカバーび開 
いていまず" 

• 増設カセットの左カバーび開いています。カバーを閉じてください。 

"廃トナーホ装着です" 

"廃トナーカートリッジび装 
着されていません" 

•廃トナーカート U ッジび装着されていません。装着してください (10 
ページ)。 
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10. ヘルプ 


10.3正しく機能しないとを 


10.3.1 全般 


問題 

原因および巧な!ミち 

本機び動作しない。 

• 接続を確認してください（19、27ページ)。 

用がが出ががずぐにいっぱい 
になる、または用紙び用が巧 
出がに正しく積み重な5ない。 

• 湿度び高いと、用紙びカールすることびあります。用紙の向をを変えて、 
セットし直してください。用紙のカールびひどい場合、その用紙を用紙 
排出部から取り出してくださし、問題び解消されない場合、弊社のヴー 
ビス担当者にご連絡ください。 

電話振に巧巧されている項目 
のま示や音量の調整びで宝な 
い。 

•本機びスキャンモード、コピーモード、またはプ U ントモードのいずれ 
かに設定されています。【ファクス】を押してモードを切り替えてくださ 
し、。問題び解消されない場合、弊社のサービス担当者にご連絡<ださい。 

PC ファクスおよび IJ モートコ 
ント□-ルのほ用中に印刷工 
ラーび表示される。 

• PC ファクスおよびリモートコントロールでは、プ U ンタードライバーび 
使巧されます。送信エラーは印刷エラーとして表示されます。 

Multi-Function Station ^' 
正し < 機能しない。 

• USB ケーブルび USB 八ブに接続されている場合、 USB ケーフルをコン 
ピューターの USB ポートに直接接続してください。 

• お使いのコンピューターにインストールされている Windows に最新版の 
Service Pack び適用されていることを確認してください。詳細について 
は、 Microsoft の Web サイトをご覧ください。 

• コンピューターにその他のを機能ソフトウエアびインストールされてい 
る場合、アンインストールしてください。 

• コンピューターに十分なメモ U - と八ードディスク空を領域びあること 
を確認してください。コンピューターでメモ U —不足の警告び表示され 
た場合、その他のアプ U ケーシヨンを終了してください。八ードディス 
クに十分な空を領域びない場合、不要なファイルをミ肖去して<ださい。 

• Multi-Function Station をいつたんアンインストールしてから、インス 
トールし直してください。 

Multi-Function Station ^ 
インストールまたはアンイン 
ス1ルでをない。 

• Multi-Function Station のインストールまたはアンインストールに必要 
なファイルのいくつかが壊れている可能性があります 。 MfsCleaner 
ユーティリティ（付属の CD - R 日 M に収録）を使用して、問題を解決して 
<ださい。 

1. 付属の CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブにセットする。 

• セットアッププ□グラムが自動的に始まります。 

2. [ツール]^悄 U 除ツール] 

• [ MfsCleaner ] ウィンドウが表示されます。 

3. 销リ除]をク U ックし、[はい]をク U ックしてコンピューターを再起 
動する。 

お巧5だ 

• Multi-Function Station を再インストールする方法については、26 
ページを参照して < ださい。 

Multi-Function Station'S 
電子取巧説明書を表示でをな 
い。 

• 事前にコンピューターに電子取扱説明書をインストールしてください 
(28 ぺージ)。 
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巧題 

原因および巧な!ミち 

巧の機能を操作しているとを 
に、[巧象装置]または[装置 
遇巧]ダイア□グボックスで 
本機を見つけ6れない。 

スキヤン 

リモートコント□-ル 

PC フアクス 
デパイスモニター 

• プ U ンタードライバーびインストールされていません。プ U ンタードラ 
イバーをコンピューターにインストールしてください （2 己ページ)。 

IJ モートコント□-ルでの機 
能設定に必要なパスワードを 
ちれた。 

• 機能設定用パスワードを変更した可能性びあります。パスワードを忘れ 
た場合、機能#1已已を使用して新しいパスワードを割り当ててください 
(7 已ページ)。現在のパスワードを入力する必要びある場合、代わりに 
"0101" と入力してください。 

カラー印刷に化要な/ V ’スワー 
ドをちれた。 

• カラー印刷用パスワードを変更した可能性びあ D ます。パスワードを忘 
れた場合、機能#1已3を使用して新しいパスワードを割り当ててくださ 
い （7 已ページ)。現在のパスワードを入力する必要びある場合、代わり 
に "0101" と入力してください。 

E メール関連機能び正甫に動作 
しなし、。 

• E メールの送受信で SSL 暗号化技術び必要な環境では、 E メールサーバー 
やシステム設定び別途必要となることびあります。 


1 0.3.2 印刷に関する巧題 


巧題 

原因およびお汉巧 

白黒で印刷で宝ない。 

または 

カラーで印刷でをない。 

•本機をプ U ンターとして使用する場合、[品質]タフでカラーモードを変 
更してください （34 ぺージ)。 

•封筒またははびをに印刷する場合、【モノクロ】/【カラー】を押しても、印 
刷色はカラーモード設定に従います。 

• 本機をプ U ンターとして使用する場合 

一白黒で印刷するとをは、白黒プ U ンターを選択します。 

ーカラーで印刷するとをは、カラープ U ンターを選択します。 

• ダイレクトプ U ントを巧ラ場合 

一白黒で印刷するとをは、【モノクロ】を押します。 

ーカラーで印刷するとをは、【カラー】を押します。 

• 本機をコピーとして使用する場合 

-白黒でコピーするとをは、【モノクロ】を押します。 

-カラーでコピーするとをは、【カラー】を押します。 

• 本機をファクスとして使用する場合、カラーファクスの送受信はでさま 
せん。 

• 空になっているカラートナーカート U ッジびあります。表示メッセージ 
に従って、空のトナーカート U ッジを交換してください。シアン、マゼ 
ンタ、イエローび空でち、白黒では印刷することびでをます。 

FTP サ ー K - 上のファイルを 
印刷でをない。 

• FTP サーバー情報び設定されていません。事前に FTP サーバー情報の設 
定を行ってください （94 ぺージ)。 

• ファイルび大さすざるか、ファイル形式びサポートされていません。ヴ 
ポートされているファイルお式を使用してください （40 ページ)。 

カラー印刷がおずぎる、また 
は明るずぎる。 

•濃度を調整してください（100ページ)。 

印刷した文書に白い縦線が入 

• ドラムカート U ッジび原因である可能性びあります。カラーテスト、テ 
ストプ U ントページの順序で印刷して、ドラムカート U ッジを清掃して 
ください (133 ページの機能#480)。 
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10. ヘルプ 


巧題 

原因および巧な!ミち 

印刷品 S 
または 括 

1びほい{にじ 
良のぼけなど)。 

ABC 

ABC 

L ---1 

み、点 

• 用紙によっては、推奨される印刷面びあります。試しに用紙を裏返して 
印刷して < ださい。 

• 使用した用紙は綿または繊維の含有率び20 %を超えている可能性びあり 
ます（レターへッドのある用紙や履歴書用紙など)。 

• 用紙び湿りすざています。新しい用紙を使用してください。 

用紙を巧更したび、印刷品質 
び良< な 5 ない。 

• ガラスまたは□ーラーび修正液などで巧れています。ガラスまたは□一 
ラーを清掃してください（130、131ページ)。修正液び完全に乾かな 
いラちに原稿をセットしないでください。 

•用紙搬送ガイドびトナーなどで巧れています。清掃してください （13 乙 
ページ)。 

• 機能#482のトナーセーブモードびありになっています (78 ページ)。 

• 本機び原因ではない可能性びあります。テストプ U ント U ストを印刷し 
て、問題を特定してください （133 ページ)。 

白紙が巧出される。 

• 原稿の裏表を逆にしてコピーしました。 

• 巧手側びファクス機に原稿を裏表逆にセットして送信しました。巧手先 
に確認してください。 

本機をプリンターとしてほ用 
したとを、印刷結まびゆがん 
でいる。 

• USB ケーブルで本機とコンピューターを接続しているとを、コンピュー 
夕一側で印刷を中止 して、すぐに印刷を巧5と印字結果びゆびむことび 
あります。これを避けるためには、再度印字する前に60砂お待ちくださ 
い。 

PCL ドライバーをほ用したい。 

• PCL ドライバーは、次の手順に従ってインス!ルしてください。 

1. Windows を起動し、付属の CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブに挿入す 
る。 

2. 陵見^ [ PCL プ U ンタードライバーの追加]。画面の指示に従う。 

プ y ンタードライバーを使用 
して自動両面印刷を指定した 
び、片面だけ印刷される。 

• 自動両面印字ユニット（オプション）を取り付けてください（104ペー 
ジ)。 


10.3 .3 スキヤナー 


巧題 

原因およびお汉巧 

スキヤンでをない。 

• 高画質でスキャンする場合、利用可能なメモ U —容量を十分に確なする 
必要びあります。コンピューターでメモ U —不足の警告び表示された場 
合、その他のアプ1」ケーシヨンを終了して、やり直してください。 

• 本機は使用中です。後でちラー度やり直してください。 

• 八ードディスクに十分な空を領域びない。不要なファイルを消去して、 
やり直してください。 

• 本機とコンピューター間の接続を点検してください（19、27ページ)。 

• コンピューターを再起動して、やり直してください。 

• 設定した用紙サイズよりち長い原稿をスキャンしよラとしました。設定 
を変更するか、原稿を適切な用紙サイズに分割してやり直して<ださい。 

白黒でスキヤンでまない。 

または 

カラーでスキヤンでをない。 

• 白黒でスキャンするには、【モノクロ】を押してください。カラーでス 
キャンするには、【カラー】を押してください。 


り己 


























10 . ペルプ 


問題 

原因および巧な!ミち 

本機をスキャナーとしてほ用 
するとをに、原稿が本機にち 
日込まれない。 

• 自動原稿送り装置の原稿をいったん取り出し、原稿をセットし直して< 
ださい。 

[キャンセ jw をク y ックした 
をち、スキャンが継続される。 

• しばらくお待ちください。中止要巧が受け入れられるまでに、しばらく 
時間がかかることがお0ます。 

本機で原稿をスキャンすると 
をに、本機に目的のコン 
ピューターの名前び表示され 
ない （ LAN 接続のみ)。 

• プ1」ンタードライバーびインストールされていません。プ1」ンタードラ 
イバーをコンピューターにインストールしてください (26 ぺージ)。 
•コンピューター名 U ストアップ機能び[オフ]に設定されています。 

[ PC 名を装置に表示]を[オン]に設定してくださいに9ぺージ)。 

• LAN 上の最大許容数のコンピューターび本機に接続されています （30 台 
まで)。その他のコンピューターで [ PC 名を装置に表示]を[オフ]に 
設定してください （29 ページ)。 

• 本機の IP アドレスび変更されている可能性びあります。 IP アドレスを検 
出するには、なの順序で操作してください。 

• [スタート]^ [すべてのプログラム]または[プ□グラム]^ 
[ Panasonic ] ^本機の名前一> [ IP アドレスチェッカー] 

• 本機の IP アドレスび検出されます。 


10.3 .4 コピー 


巧題 

原因およびおミ夫巧 

コピーで宝ない。 

• 機能設定中はコピーでをません。機能設定の終了後、コピーしてくださ 
い。 

• 原稿び本機に正しく引を込まれませんでした。原稿をセットし直してく 
ださい。 

• 用紙びセットされていないか、給紙カセットの用紙切れです。用紙を 
セットしてください （16 ページ)。 

コピーをれた文字が鮮明でな 
い。 

• 原稿び暗すざるか、明るすざます。読取濃度を変更して （48 ページ)、 
やり直してください。 

コピーされた文書がおすぎて 
読めない。 

• 原稿にカラー用紙び使用されています。読取濃度を変更し （48 ページ)、 
"で字" 読取画質 （48 ページ）を使用して薄めにコピーしてください。 


10.3 .5 ファクス 


巧題 

原因およびおミ夫巧 

フアクスを巧信でをない。 

• 電話機コードび本機の[外部電話]端子に接続されています。[回線]端 
子に接続してください （19 ページ)。 

• 巧手側のファクス機び話し中、または用紙切れの状態です。もう一度や 
り直してください。 

• 巧手側の機器はファクス磯ではありません。巧手先に確認してください。 

• 巧手側のファクス機びファクスに自動応答しませんでした。ファクスを 
手動で送信してください（已已ページ)。 

• ファクス通信連度を "14.4 kbps " に設定してください （80 ページの 
機能#418)。 

フアクスを巧かに送信でをな 
い。 

• おか通信モードを使用してください （79 ページの機能#411)。 

• 電話番号の終わりにポーズを2回追加するか、手動でダイヤルしてくださ 
い。 


117 




















10 . ペルプ 


巧題 

原因および解な!ミち 

受信したファクスの义字びゆ 
びんでいるといラ苦情び巧手 
巧か5届いた。 

• 電話回線でキャッチホンなどの特別電話サービスをご利用の場合、ファ 
クス送信中にそのヴービスび起動した可能性びあ D ます。このよラな 
サービスを利用していない回線に本機を接続してください。 

•同じ回線にある別の電話の受話器び外れています。内線電話の受話器を 
置いて、やり直してください。 

受信したファクスの品質に関 
して、巧手巧か6苦情がちつ 
た。 

• 試しに原稿をコピーしてみてください。コピーされたイメージび鮮明で 
ある場合、巧手側のファクス機に問題びある可能性びあ D ます。 

• コピーされたイメージび鮮明でない、暗すざる、または白黒線やにじみ 
び現れる場合、11已ページ ri 0.3.2 印刷に関する問題」を参照してく 
ださい。 

•原稿び暗すざるか、明るすざます。読取濃度を変更して（已已ページ)、 

や D 直してください。 

受信したファクスびおすぎて 
読めないとい5苦情び巧手巧 
か6届いた。 

• 原稿にカラー用紙び使用されています。読取濃度を変更し（已已ページ)、 
"で字" 読取画質（已已ページ）を使用して薄めにコピーしてから、やり 
直してください。 

ファクスを受信でをない。 

• 電話機コードび本機の[外部電話]端子に接続されています。[回線]端 
テに接続してください （19 ページ)。 

• 機能#442び有効になっており、受信したファクスは自動的にコン 
ピューターに転送されています。コンピューターを使用して、受信した 
ファクスを表示させてください（己9ページ)。 

• 機能#448び有効になっており、受信したファクスは自動的にメモ U - 
に保存されています。受信したファクスをディスプレイに表示させてく 
ださい （6 已ぺージ)。 

• ファクス通信速度を "14.4 kbps " に設定してください （80 ページの 
機能#418)。 

ファクスのを文書を受信でき 
ない。 

• ファクス自動 E メール転送旧3ぺージの機能#4已 2) び有効になってい 
ます。この場合、最大8 MB までしかファクスを受信できません。この機 
能を無効にして、巧手先にファクス再送信を依頼してください。 

ファクスを自動受信でをない。 

• 受信モードび手動受信モードに設定されています。ファクス専用モード 
またはファクス/電話切替モードに設定してください。 

• 着信に応答するまでの時間び長すざます。本機び着信に応答するまでの 
呼び出し回数を少なくしてください (76 ぺージの機能#210)。 

ディスプレイに"ファクス接 
続中です"とま示されるび、 

ファクスは受信されない。 

• 着信びファクスではありません。手動受信モードまたはファクス/電話 
切替モードに設定してください。 

受信したファクスの印刷品質 
がほい。 

• コピーの品質び適切である場合、本機は正しく機能しています。送信元 
の原稿びかすれていたか、送信元のファクス機に問題びある可能性びあ 
ります。送信元に鮮明な原稿を使用するように頼むか、ファクス機を点 
検するよラに頼んでください。 

•適切にコピーでをない場合、11已ページ ri 0.3.2 印刷に関する問題」 

を参照してください。 
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10. ヘルプ 


巧題 

原因および解汉ミち 

ち信元か6ファクスをち信で 
をないといラ苦情び巧た。 

• 用紙切れ、または用紙詰まりのため、メモ U —び受信ファイルでいっぱ 
いにな D ました。用紙をセットするか （1 日ページ)、または詰まってい 
る用紙を取り除いてください （124 ページ)。 

•機能#442び "常時" 旧2ぺージ）に設定されている場合、本機と〕ン 
ピューター間の接続を確認してください。 

•機能#448び "あり" 旧2ぺージ）に接続されている場合、メモリーは 
受信したファイルでいっぱいです。ファイルを表示、印刷、またはな巧 
し、不必要なファイルを消ちしてください （67 ページ)。 

• 本機びファクス専用モードになっていません。【ファクス受信モード】を 
繰り返し押して、【ファクス受信モード】ライトを点なさせてください。 

目的の受信モードを還がでを 
ない。 

• ファクス専用モードに設定したい場合 

-【ファクス受信モード】を繰り返し押して、【ファクス受信モード】ライ 
卜を点なさせてください。 

• 手動受信モードまたはファクス/電話切替モードに設定したい場合 
一機能#404 (79 ページ）で好みの受信モードを選択してから【ファク 
ス受信モード】を繰り返し押して、【ファクス受信モード】ライトを消 
巧させて < ださい。 

巧結電話び接続されている場 
合、【*】【口】【9】を巧しても 
ファクスを受信でをない。 

•事前に U モート受信をオンにしておく必要びあ D ます （81 ページの機能 
#434)。 

• 【关】【口】【9】 を強く押してください。 

• U モート受信〕ードを 【关】【口】【9】 （初期値）から変更した可能性びあり 
ます。 U モート受信コード （81 ページの機能# 434) を確認してくださ 
し、。 

ダイヤル音が聞こえない。 

• 電話機コードび本機の[外部電話]端子に接続されています。[回線]端 
テに接続してください （19 ページ)。 

• 本機の接続にスプ U ッタ/カプラーを使用している場合、スプ U ッタ/ 
カプラーを取 D 外し、本機を壁面の端テに直接接続してください。本機 
び正しく機能する場合、スプ U ッタ/カプラーを点検してください。 

• 本機を電話機コードから取り外し、正常であることび確認されている電 
話を接続してみてください。電話び正しく機能する場合、弊社のヴービ 
ス担当者に連絡して、本機の修理を依頼してください。電話び正しく機 
能しない場合、電話会社にご連絡<ださい。 

• 電源コードまたは電話機コードび接続されていません。接続を確認して 
ください （19 ページ)。 

• コンピューターモデム経由で本機を接続している場合、本機を電話回線 
端テに直接接続して < ださい。 

電話でをない。 

• ダイヤル切誓設定が正し<ない可能性があります。設定を変更して<だ 
さいに0ぺージの機能#120)。 

本おの呼び出し音び鳴5ない。 

• 呼び出し音量がオフになっています。呼び出し音量を調整して<ださい 
に3ぺージ)。 

ファクス音のみが聞こえて遇 
話びでまないとい5苦情び巧 
手巧か6届いた。 

• ファクス専用モードに設定されています（己2ページ)。そのま号はファ 
クス専用であることを巧手先に伝えてください。 

【ちダイヤル】または【ポーズ】ボ 
タンび正し<機能しない。 

• ダイヤル中にこのボタンを押すと、ポーズび挿入されます。ダイヤル音 
び聞こえた直後に押すと、最後にダイヤルしたま号び再ダイヤルされま 
す。 
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10. ヘルプ 


巧題 

原因および巧な!ミち 

ボイスメールメッセージを聞 
こ 5 とすると、化ずファクス 
音で中巧される。 

• 【关】【口】【9】 と入力している可能性びあります。これは U モート受信コー 
ドの初期値です。ボイスメールサービスを使用する場合、1」モート受信 
機能をオフにするか、 U モート受信コードを設定し直してください （81 
ページの機能#434)。 

コンピューターでファクスを 
受信でをない。 

• なの機能び事前に設定されていることを確認して<ださい。 

- PC ファクス受信旧2ぺージの機能# 442) 

- PC ファクス受信用コンピューター設定 （26 ぺージの機能# 443) 

受信したファクスを表示でま 
ない。 

• 見てから印刷機能を事前にありに設定しておく必要びあ D ます （82 ペー 
ジの機能#448)。 

• 印刷中、コピー中、またはスキャン中には、受信したファクスを表示で 
をません。印刷、コピー、またはスキャンの後にやり直してください。 

受信したファクスをミ肖モでを 
ない。 

•消去する前に、受信したファクスを表示または印刷してください（已已 
ページ)。 

受信したファクスび自動的に 
印刷されない。 

• 機能#448び有効になっており、受信したファクスは本機のメモ U - に 
保存されています。受信したファクスをディスプレイに表示させてくだ 
さい（己已ぺージ)。 


10.3.6 SD 力ードのほ用 


巧題 

原因およびおミ夫巧 

イメージび表示されない。 

• 本機に SD 力ードび挿入されていません。サポートされている SD 力ード 
を挿入してください(101ページ)。 

• 挿入されている SD カードは本機と互換性びありません。サポートされて 
しぶ SD 力ードを使用してください(101ぺージ)。 

• SD カードにファイルびな存されていません。サポートされているファイ 
ルあ式のファイルを事前に SD 力ードにイ呆存してください。 

• ファイルび大さすざるか、ファイル形式びサポートされていません。ヴ 
ポートされているファイル形式を使用してください （38 ページ)。 

イメージがま巧されるまでに 
かな 0 の時間びかかる。 

• イメージのファイル形式やサイズに応じて、イメージの表示にはある程 
度の時間がかかります。これは正常な状態です。 

データを SD 力ードに巧巧で宝 
ない。 

• 本機に SD 力ードび挿入されていません。サポートされている SD カード 
を巧入してください(101ページ)。 

• SD 力ードの書を込み防止スイッチびロック位置になっています。ロック 
を解除して書さ込み可能な状態にしてから(101ページ)、やり直して 
ください。 

• SD カードに新しいファイルをな存するための十分な空さ領域びあ D ませ 
ん。不要なファイルを消去して、やり直してください。 

SD 力ードに巧巧されている 
ファイルを印刷でをない。 

• 本機に SD 力ードび挿入されていません。サポートされている SD 力ード 
を挿入してください(101ページ)。 

• ファイルお式の異なる複数のファイルを同ーページで印刷しよラとしま 
した。継続印刷設定を有効にしてください （3 日ぺージ)。 

• ファイルび壊れている可能性びあります。試しにファイルをコンピユー 
夕一で表示して ください。 

• ファイルび大さすざるか、ファイルお式びサポートされていません。ヴ 
ポートされているファイルお式を使用してください （38 ページ)。 
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10 . ペルプ 


10.3 .7 ネットワーク 


巧題 


原因およびおな!巧 


巧の機能を操作でをない。 

ー コンピユーターか S のプ y 
ント 

ー スキヤン 

-リモートコント□-ル 
一 PC フアクス 
ー デバイスモニター 


• LAN 端子の LED を確認してください。に D び点なまたは点滅している場 
合、ネットワークに正しく接続でをています。 

LED び点なまたは点滅していない場合、 LAN ケーフル（カテゴ U 已 
( CAT 己）イーサネットケーフル）び LAN 端テに正しく接続されているこ 
とを確認してください。 

• LED び点滅しているのに、目的の操作を実行でさない場合、本機の IP ア 
ドレスび変更されている可能性びあります。 

IP アドレスを検出するには、なの順序で操作してください。 


[スタート]^ [すべてのプログラム]または[プ□グラム]^ 


[ Panasonic ] ^本機の名前一> [ IP アドレスチェッカー] 
• 本機の IP アドレスび検出されます。 


お巧百は 

• IP アドレスを検出でをない場合、 IP アドレスを手動で入力してくださ 
い （90 ページの機能#已01)。コンピューターおよび本機の IP アド 
レスは、なのよラに、同じ口ーカル IP アドレスクラスである必要びあ 
ります。ご自分の口ーカルネットワークスケールに対応したクラスに 
指定されている数字の範囲内で、 IP アドレスを設定してください。 


クラス 

サブネツトマスク 

IP アドレス 

クラス A 

2 已已 .0.0.0 

10.0 .0.1 - 
10.2 己己. 2 已已 .2 己 4 

クラス目 

2 已已 .2 己己. 0.0 

1 72.XX.0.1 - 
172.XX.2 已已.乙已 

クラスに 

2 己己. 2 己己. 2 己己. 0 

192.168 .XX. 1- 
1 目 2.1 目 8.XX.2 己 4 で 


*1 なの例のように、" XX" は本機とコンピューターで同じ値になる 
必要びあ D ます。 


例： 172.1 己. 0.1-172.1 巨. 2 已已 .2 已 4 
("XX" の使用可能範囲は 16-31 です） 

*2 なの例のように、" XX" は本機とコンピューターで同じ値になる 
必要びあります。 

例： 192.1 己 8.0.1- 192.1 巨 8.0.2 已 4 
("XX" の使用可能範囲は 0 - 2 已已です） 

• 使用中のファイアウォールソフトウエアで接続び遮断されています。 
ファイアウォールソフトウエアを無効にするか、 Multi-Function 
Station び正しく機能できるようにファイアウォール設定を変更してくだ 
さい。 

• LAN 機能は、本機とコンピューターび同じネットワークセグメントに接 
続されている場合にのみ使用でをます。ネットワークび正しく設定され 
ていることを確認してください。ネットワーク管理者にご相談ください。 
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10. ヘルプ 


巧題 

原因およびおな!ミち 

Multi-Function Station を 
インストールするとをに、本 
機が[ネットワーク接続装置 
の遇}只]ダイア□グボックス 
に表示されない。 

• 使用中のファイアウォールソフトウェアで接続び遮断され、セットアッ 
ププ□グラムでデバイスび全<一覧表おされないことびあります。ネッ 
トワーク管理者に連絡して、ファイアウォールソフトウェアを一時的に 
無効にしてください。 

• 本機び別のネットワークセグメントに接続されており、セットアッププ 
ログラムでデバイスび全く一覧表示されないことびあります。ネット 
ワークび正しく設定されていることを確認してください。ネットワーク 
管理者にご相談 < ださい。 

Microsoft Windows XP 
Service Pack 2 (またはそ 
れな巧）のインストールをに、 
[ Windows セキュリティの重 
要な警告]ダイア□グボック 
スが表示をれて、 

[ PCCMFLPD ] をブ□ック 
ずるか尋ねるメッセージが表 
示され、巧の機能を操作でを 
ない。 

ー コンピューターか 6 のプ y 
ント 

ー スキヤン 

ー リモートコント□—ル 
一 PC フアクス 
ー デパイスモニター 

• [ブ□ックする]をク U ックして、 Windows ファイアウォール設定ツー 
ルを 実行し、 Multi-Function Station のデータ送信を許可してください 
(123 ぺージ)。 


1 0.3.8 留守ま電話のほ用 


問題 

原因およびおな!ミち 

ファクスを自動受信でをない。 

• 留守番電話の応答メッセージび長すざます。メッセージを短<して<だ 
さい。長さび10秒未満のメッセージを録音してください。 

• 留守番電話の呼び出し回数びをすざます。1回または2回に設定してくだ 
さい。 

音青メッセージを受信でをな 
い。 

• 留守番電話びオンで、本機に正しく接続されているか点検してください 
(67 ぺージ)。 

• 留守番電話の呼び出し回数を1回または2回に設定してください。 

IJ モートアクセスコードを巧 
して留守を電話へのリモート 
アクセスを試みたが、接続び 
切断された。 

• コードに"#"び含まれている可能性びあります。この記号は、電話会社 
から提供されている一部の機能に使用されます。留守番電話のコードを、 
"#" の含まれていない別の番号に変更してください。 

発信元か5ファクスをち信で 
まないとい5苦情び巧た。 

• 留守番電話のメモ U —に、音声メッセージを録音するための空をび残つ 
ていない。留守番電話の取扱説明書を参照して、不必要なメッセージを 
消去してください。 

• 庇答メッセージの再生だけを行5よラに留守番電話を設定しています。 


10.3.9 停電が発生した場合 

• 本機は機能しません。 

• メモ U - に保存されているファイル（コピー中、コンピューターからのプ U ント中、ファクス送信中、または 
ファクス受信中）は失われます。 

• 本機は、停電発生時に緊急通報するよラに設計されていません。緊急サービスへの連絡には、別の方法を使用 
する必要びあります。 

• ファクスの送受信は中断されます。 
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10 . ペルプ 


• 電力び復旧すると、メモ1」一内のどのファクス項目び消去されたかねかるよラに、停電レポートび印刷されま 
す。 


1 0.3.1 0 Microsoft Windows XP Service Pack 2 (またはそれな陌 ） /Windows 
Vista/Windows 7 ユーザー向けのファイアウォール設定ツール （ LAN 接続のみ） 

Microsoft Windows XP Service Pack 2 (またはそれ(降 ） /Windows Vista/Windows 7 をインス \ ルす 
ると、 Windows ファイアウォール機能び有効になり、接続を適断するために;欠の機能び使用でをなくなります。 
ーデバイス モニター 

- LPD Manager (ネットワーク通信ツール） 

Windows ファイアウォール設定ツールを使用すると、 Windows ファイアウォールのセキュ U ティ設定を変更で 
きるため、上記の機能を正しく使用できるようになります。 

1 本機の付属 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

• [言語の選択]ダイアログ画面び表示された場合、このソフトウェアで使用する言語を選択してください。 
[0 K ] をク U ックする。 

2 [ツール]^ [ Windows ファイアウォール設定] 

• [ Windows ファイアウォール設定ツール]ウィンドウび表示されます。 

3 [例外 U ストに追加]^ [0 K ] ^ [0 K ] 

セキュリティ設定を確認する （Windows XP ユーザー向け） 


1 . [スタート]^ [コントロールパネル]^ [セキュ U テイセンター] 


• [ Windows セキユ U ティセンター]ウィンドウび表示されます。 

2 . [ Windows ファイアウォール] 

• [ Windows ファイアウオール]ダイアログ画面び表示されます。 


3. [例か]タブをク U ックする。 


4. [Panasonic Trap Monitor Service ] および [Panasonic LP 功び[プログラムおよびヴービス]リスト 
に表示されて、チェックマークび付いていることを確認する。 

セキュリティ設定を確認ずる （Windows Vista ユーザー巧け） 


1 . [スタート]^ [コントロールパネル]^ [セキュ U テイセンター] 


2 . [ Windows ファイアウォール] 

• [ Windows ファイアウォール]ダイア□グ画面び表示されます。 

3. [設定の変更] 

• [ユーヴーアカウント制御]ダイアログ画面び表示されます。 

4. [続行] 

5. [例外]タブをク U ックする。 


6 . [Panasonic Trap Monitor Service ] および [Panasonic LPD ] び[プログラムまたはポート]リストに 
表示されて、チェックマークび付いていることを確認する。 


セキュリティ設定を確認する （Windows 7ユーザー巧け） 

1. [スタート]^ [コント□-ルパネル]^ [システムとセキュ U ティ]^ [ Windows ファイアウォール] 
— 、 [詳細設定] 

• [セキュ U ティび強化された Windows ファイアウォール]ウィンドウび表示されます。 

2 . [受信の規則] 

3. [Panasonic Trap Monitor Service ]. [Panasonic LPD Manager ] および [Panasonic LPD ] が [受•(言 
の規則] U ストに表示されて、チェックマークび付いていることを確認する。 
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11. 縮きま 0 


11.1 用紙詰まり 

お巧百は 

• ちカバーを閲けずに、詰まった用紙を無理に引を 
出さないで<ださい。 



• 給紙カセットを開けないでください。詰まった用 
紙が引っ張5れて、紙詰ま日びさ5にひどくなる 
ことがち日ます。 


11.1.1 本機の内部に用がが詰まった場合 

ディスプレイになのよラに表示されます。 

一"用紙詰まりでず" 

"左側のカバーを" 

"開けてください" 

"高温を意" 

一"用紙詰ま0でず" 


"左カバーを開けて高温ま意" 

1 UU - スレバー(①）を押し上げて、左カバー 
(⑤）を開ける。 






A 


お巧百は 

• 印刷中または印刷直後、定着部（③） 
は高湿になっています。詰まった用紙 
を取日な<前に、定着部びをえるまで 
お'待ち < ださい。 


お巧百は 

• □-ラー(④）には触れないでください。 


2 詰まった用紙を取り除く。 
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り.縮まま 0 


事例1 

口ーラー付近で用紙び詰まった場さ 

1. 詰まった用紙（⑤）を手前に引っ張って、慎重に 
取り除く。 




事例2 

定着部付近で用紙び詰まった場合 

1. 両方の緑レバー（⑥）を止まる位置まで持ち上げ 
る 0 



2. 詰まった用紙（⑦）を手龍こ引っ張って、慎重に 
取り除く。 

例1 




]2已 








































11. 縮きま 0 


3. 緑レバー（⑥）を押して、元の位置に戻す。 


2. 自動両面印字 ユニット カバー（⑨）を開ける。 




3. □- ラー付近で用紙び詰まった場合 

自動両面印字ュニットカバーを開けたままな持し、 
詰まった用紙（⑩）を上方向に引っ張って、憤重 
に取 D 除く。 



事例 3 

自動両面印きユニット{オプション）の巧脚に用紙び 
記まった場合 

1. 左カノ（一を閉じる。 




自動両面印字ユニットの用が巧出部付近に用紙び 
詰まった場合 

自動両面印字 ユニッ トカバーを開けたままな持し、 
詰まった用紙（⑩）を手龍こ引っ張って、慎重に 
取り除く。 
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11 .縮まま 0 


4. 自動両面印字ユニットカバーを閉じる。 



11.1.2 増設カセツト付近で用がび詰まつ 
た場合 

ディスプレイになのよラに表示されます。 

一"用紙詰まりでず" 

"トレイ2左側の" 

"カバーを開けて" 

"ください" 

一"用紙詰まりでず" 

t 

"トレイ2左側のカバーを" 

"開けてください" 

1 増設カセットの左側にあるカバー（①）を開ける。 



2 詰まった用紙（⑤）を取り除く。 
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11. 縮きま 0 


3 増設カセツトの左側にあるカバーを閉じる。 



11.1.3 用紙が本機に正しく引を込まれな 
かつた場合 

ディスプレイになのよラに表示されます。 

一 "トレイ1の用紙を給紙できません" （標準カセッ 

卜） 

一 "トレイ 2 の用紙を給紙できません" （増設カセッ 

卜） 

1 所定の位置にカチッと入るまで給紙カセットを引 
を出し、カセットの前部を持ち上げて完全に引を 
出す。用紙を取り出し、まっすぐに揃える。 

2 用紙をセットし直す。 

標準カセット 




3 給紙カセットの前部を持ち上げなびら、給紙力 
セットを本機に巧入する。給紙カセットを奥まで 
完全に押し込む。 

お巧百は 

• メッセージび表示され続ける場合、用紙の仕様を 
点検してから、用紙をセットし直してください。 
詳細については、1己ページおよび104ページを 
参照してください。 
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り.縮まま 0 


1 1.2 原稿詰まり（自動原稿送り 
装置） 

お巧百せ 

• ADF カバーを開けずに、記まつた原稿を無理に引 
を出さないで < ださい。 



1 ADF (⑤）を保持した状態で、 ADF カバー(①) 
を開ける。 



原稿巧入部付近で原稿が詰まった場さ 
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12 .清掃 


12.1 白ガイド/白坂とガラスを 
清掃する 

なの表面に黒線、白線、またはちれた模様び現れた場 
合、白ガイド/白板とガラスを清掃してください。 

一用紙 
一原稿 

ースキャンされた データ 
一巧手先から受信したファクス文書 

お巧百せ 

• 清掃には、ぺーパータオルやティッシュぺーパー 
などの紙用品を使用しないで < ださい。 

1 ADF (①）を開ける。 



3 ADF (⑥）を閉じる。 



2 ADF (②）を保持した状態で、白ガイド/白板 
(( D ) と原稿台ガラス（④）を清掃する。 
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12 .清掃 


1 2.2 原稿搬送□—ラーを清掃す 
る 

原稿送りの失敗び頻発するよラになったら、□ーラー 
を清掃してください。 

お巧百せ 

• 清掃には、ぺーパータオルやティッシュぺーパー 
などの紙用品をほ用しないで < ださい。 

1 電源スイッチをオフにする。 

2 ADF (②）を保持した状態で、 ADF カバー(①） 
を開ける。 



3 水で湿らせた巧を使用して、原稿搬送ローラー 
(( D ) を清掃し、すべての部品を十分に乾かす。 



4 ADF カパーを閉じる。 



5 電源スイッチをオンにする。 
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12 .清掃 


1 2.3 用紙搬送ガイドを清掃する 

用紙の上または下に線やちれた模様び現れたら、本機 
内部の用紙ガイドを清掃してください。 

1 電源スイッチをオフにする。 

2 UU - スレバー(①）を押し上げて、左カバー 
(⑤）を開ける。 



3 乾いたペーパータオルまたはティッシュペーパー 
を使用して、 用紙搬送ガイド（⑥）を清掃する。 



お巧 5 は 

•黒ベルト（⑥）に触れたり、強く擦ったりしな 
いで < ださい。 


4 左カバ'一を閉じる。 



A 


お巧 5 は 

• 印刷中または印刷直後、定着部（③） 
は高湿になっています。用紙搬送ガイ 
ドを清掃する前に、定着部びをえるま 
でお待ち < ださい。 


お巧百は 

• □-ラー(④）には触れないでください。 



5 電源スイッチをオンにする。 
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13 . -賊眉巧 


"ブラック" （初期値) 
"シアン" 

"マゼンタ" 
"イエロー" 


カラーテスト 

ブラック、シアン、マゼンタおよびイエローで構成さ 
れるカラーテストページを印刷すると、問題のあるド 
ラムカート U ッジを特定することびでをます。 

カラーテストページに白い縦線び現れた場合、なの解 
ま法を試してください。 

巧ミ夫巧1:ドラムカートリッジの清掃 
お巧百は 

• このおな巧は、用紙び 3 巧な上化要です。事前に、 
給紙カセットに十分な巧巧の用紙がセットされて 
いることを確認してください。 

1. 【機能】^【口】【4】【8】【0】 

2. カラーテストページで白い縦線の入っている力 
ラーを 選択する。 


い】レ】い】卜】【セット】 

1 雌能:] 

2 【パ または レ】 を繰り返し押して、 "レポート印刷" 
を選択する。 

3 【ィ】 または 卜】 を繰り返し押して、目的の項目を選 
択する。 

4 【セツト】を押して印刷を開始する。^【機能】 


• 白い縦線の入っている線すべてに巧して、ス 
テップ 1 〜 3 を繰り返してください。 

• カラーテストをもラー度印刷してください。白 
い縦線び解消されていない場合、なの解ま法を 
試して < ださい。 

おな!巧2 :ドラムカートリッジのな巧 

• ブラックのテストページに白い縦線び入っている 
場合、ドラムカートリッジ（モノクロ）を交換し 
て < ださい。 

• シアン、マゼンタ、またはイエ□一のテストぺ一 
ジに白い縦線び入っている場合、ドラムカート 
リッジ（カラー)を交換してください。 

• カラーテストをちラー度印刷してください。白い 
縦線び解消されていない場合、弊社のサービス担 
当者にご連絡ください。 


13.1 参考リストおよびレポート 

参考用として、なの U ストおよびレポートを印刷する 
ことびでをます。 

-"機能設定リスト" 

一"電話番号リスト" 

-"ファクス通信履歴" 

-"同報送信登録リスト" 

一"テストプリント" 

一"カラーテスト" 

-"着信メモリーリスト" 

- "PCL フォントリスト" 

- " E メールアドレスリスト" 

- "FTP サーパ‘ー リスト- 
- "SMB フォルダーリスト" 

雌能1 


3. 【セット】 

• 選択した色を 3 ページ印刷すると、ドラムカー 
卜 U ツジは自動的に清掃されます。 



- TJ TJ TJ 

2 3 4 

- n n n 


〇 

感感感感 

@感®® 

① ®@® 



吕吕， 
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13 . -賊眉巧 


1 3.2 仕様 

■適合回線 

公衆電話回線 

■直流勘の 0*1 
322 Q 

■原稿サイズ 

最大幅21已 mm、 最大長さ600 mm 

■有効読取幅 

208 mm 

■有効印刷幅 

A4 ； 202 mm 

レター/ U- ガル： 208 mm 

■電を時間*吕 

約4秒/ぺージ （ECM-MMR メモ U- 送信）*3 

■読取解像度 
スキャン解像度 

最大己00 X1 .200 dpi (光学） 

最大9,己00 X 9.600 dpi (補間） 

コピー解像度 

最大己00 X 600 dpi 

ファクスお像度 

水平ち向： 8 dot/mm 

垂直ち向： 3.85 本/ mm- 標準画質 

7.7 本/ mm- ルさい/写真画質 
1已 .4 本/ mm- 細密画質 
■写真モード 
巨4階調 
■読取方式 

接触式イメージセンサー 

■記録方式 

レーヴー電テ写真方式 

■データ旺縮方な 

Modified Huffman (MH), Modified READ 
(MR)、Modified Modified READ (MMR) 

■モデムほ信を度 

33,600 / 31,200 / 28,800 / 26,400 / 24,000 
/ 21 .600 / 19.200 / 16.800 / 14,400 / 

12.000 / 9.600 / 7,200 / 4,800 / 2.400 bps' 
自動フォールバック 

■使用垣境 

10。0-32.已。0、20 % - 80 % RH け目巧湿度） 

■かお寸法 

約：幅已20 mm X奥行き438 mm x 高さ已4己 mm 

■質量（重量） 

約30 kg 

■消費電力 

スタンバイ：約20 W 

プレヒート：約40 W (印字終了から節電モードタイ 
マー設定値まで。初期値已分） 

コピ ー :約已已0 W 

最大：約1,000 W (定着ランプ作動時） 

■電源’ 

100 V AC、 已0/己0 Hz 


■メモ y - 容量 

(操作およびな巧メモ y - 用）： 

192 MB 

■ファクスメモ y - 容量 

10 MB (合計） 

メモ U- 受信時：約日30ページ 
(最大255ページ/受信） 

メモ U- 送信時：約1已〇ページ 
(ITU-TNo. 1テストチャート（標準解像度）に基づ 
く。) 

■スキヤン toE メ ールアドレス用メモ y - 容量： 

已 MB (合計） （E メールメッセージを含む） 

■スキヤン toFTP サーパー用メモリー容量： 

乙0 MB (合計） 

■スキヤン t 日 SMB フォルダー用メモリー容量： 

20 MB (合計） 

■ レーザーダイオード特性 

レーヴー出力：最大己.已 mW 
波長： 770 nm - 800 nm 
放出持続時間：連続 

■印刷迅畳 
カラー 

A4 :約20 ppm (ぺージ/分） 

レター：約21 ppm (ぺージ/分） 

白萨 

A4 :約20 ppm (ぺージ/分） 

レター：約21 ppm (ぺージ/分） 

■印刷解像度 

最大1,200 X 1,200 dpi 

"1 直流巧抗値び300 0を超えておりますので、電話 
をかける、またはファクスを送信することびでを 
ない場合は、サービス実施会社へご相談<ださい。 
"2 通信速度はページの内容、解像度、電話回線およ 
び巧手先のファクス機の能力に応じて異なります。 
つ通信速度は、 ITU-T No. 1テストチャートの使用に 
基づいています（標準解像度使用）。巧手先のファ 
クス機の能力び本機よりち劣っている場合、通信 
時間び長くなることびあります。 

ITU-T No. 1 テストチヤート 
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お知己は 

• 設計および仕様は予告なく変更されることびあり 
ます。 

• この説明で使用されている図およびイラストは、 
実際の製品と多少異なる場合びあります。 

• 時計の誤差は約±60砂/月です。 

用がの仕様 

普遇が/厚□普通が： 

A 4 ； 210 mm X 乙97 mm 
レター：乙16 mm X 乙79 mm 
U — ガル： 216 mm X 3已6 mm 
B 已 （J 旧）：182 mm X 2已7 mm *^ 

B 已 ( ISO ) :176 mm X 2已〇 mm *^ 

乙16 X 330 :乙1已 mm X 330 mm *^ 

乙1己 X 340 ： 216 mm X 340 mm*i 
厚紙 A ' l / 厚紙: 

A 4 ： 210 mm X 297 mm 
レター： 21目 mm X 279 mm 
目己 ( JIS ) :182 mm X 2己7 mm 
目己 ( ISO ) :176 mm X 250 mm 
OHP フイルムラベルが1: 

A 4 : 210 mm X 297 mm 
レター： 21目 mm X 279 mm 
封筒* 1 : 

封筒長升ミ3号：120 mm X 23已 mm 
封筒洋升ミ4号：10己 mm X 23已 mm 
封筒 COM - 10:105 mm X 241 mm 
封筒 DL :110 mm X 220 mm 

はがを >1 : 

官製はがを：100 mm X 148 mm 

用紙 重量 

60 6已呂 / m ^ 

*1 標準カセツトのみ 


トナーの寿巧 

IS 0/ IEC 1目7目8で規定されたページを4,0日日ページ 
印刷します。 

お巧5だ 

• IS 0/ IEC 1目7目8の規定は下記の通りです。 

-環境； 23 ± 2て：/己日±1日〇/〇 RH (相対湿 

巧、 

ープ U ントモード：連続印刷 
• トナー消費量は、文字の濃さ、太さおよびサイズ 
に応じて変化します。 

• トナーセーブ機能を有効にすると、トナーカート 
1」ツジは約40 %長持ちします。 

ドラムの寿命 

ドラムカート U ツジは定期的に交換する必要びあ D ま 
す。実際のドラムの寿命は、温度、湿度、用紙のタイ 
プ、1回の印刷ジョブあた D の印刷枚数など、さまざ 


まな要因によって左ちされます。ドラムの寿命は最長 
で約10,000枚です。1回あたりの印刷枚数び少ない 
ジョブで本機を頻繁に使用すると、寿命切れまでにド 
ラムび印刷でをる実際の枚数はこの巧定値を大幅に下 
回る場合びあります。ドラムの寿命に影響を及ぼす要 
因は制御でをないちのびをいため、弊社では寿命切れ 
までにドラムで印刷でをる最ル枚数をな証することび 
でをません。 

お巧百は 

• ちいドラムカート U ッジを使い続けると、不具合 
の原因になることびあ D ます。これを防止するた 
め、ドラム寿命び切れると、本機はしばらくして 
印刷を停止します。この場合、ドラムカート U ッ 
ジを新品に交換するまで、印刷でをません。 

廃トナーカートリッジの寿命 

廃トナーカート U ッジは定期的に交換する必要びあり 
ます。廃トナーカート1」ッジの寿命は、白黒印刷で印 
刷密度已％の場合、最長で約32,000枚、カラー印刷 
でシアン、マゼンタ、イエ□一およびブラックの印刷 
密度已％の場合、約8,000枚です。実際の枚数は、原 
稿の内容に応じて大幅に異なることびあ D ます。 

屏棄巧の処分方法 

• 当社では、環境な護のため使用済みのカート U ッ 
ジを回収し、 U サイクルを実施しております。使 
用済みのカート1」ッジを ffl 包箱に納めて、回収に 
ご協力をお願いいたします。詳細は、カート1」ッ 
ジのお包箱の記載内容をご覧 < ださい。 

• 本機び使用済みや不要となり、本機を廃却される 
場合は、お買い上げの販売店、サービス実施会社 
にご連絡下さい。 


] 3已 
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1 3.3 著作権なびライセンスに関する情報 

• この製品は NetBSD 力ーネルの一部を使用しています。 

NetBSD 力ーネルの一部使用は、なの一般的な BSD スタイルライセンスに基づいています。 

Copyright 似 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the 
distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 
acknowledgement: 

This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its 
contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES ， INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 
LOSS OF USE, DATA，OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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ただし、 NetBSD カーネルの一部には;欠の著作権告知び提供されています。 

Copyright (c) 1980,1983,1988,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1980, 1986, 1989, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1 980, 1986,1991,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1 980, 1986,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1982,1985,1986,1 988, 1 993, 1994 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1982, 1986, 1988, 1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1982, 1986, 1988, 1990, 1993, 1994, 1995 The Regents of the University of California. All 
rights reserved. 

Copyright (c)1982,1986,1 988, 1 990, 1993,1995 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1 982, 1986,1 988, 1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c) 1982, 1986, 1988, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1986,1 988, 1 993, 1995 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1982,1986,1 989, 1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c) 1982, 1986, 1989, 1993 The Regents of the University of California. Ail rights reserved. 
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Copyright (c) 1982,1986,1990,1991,1993 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1982, 1986, 1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982, 1986, 1990, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights 
r 色 served. 

Copyright (c)1982,1986,1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1986,1991 ， 1 993, 1994 The Regents of the University of California. All rights 
r 色 served. 

Copyright (c)1982,1 986, 1991 ， 1 993, 1995 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1 982, 1 986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1982, 1986, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982, 1986, 1993, 1994, 1995 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1982,1986,1 993, 1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1 988, 1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1983, 1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1983, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1985, 1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1985, 1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1986,1989,1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1987,1991,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1987, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1987, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1988 Regents of the University of California. All rights reserved 
Copyright (c)1988 Stephen Deering. 

Copyright (c)1988 University of Utah. 

Copyright (c)1988, 1989, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1988,1991,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1988, 1992, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1988, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1989 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1 989, 1991,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1989, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1 989, 1993,1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1 990, 1991,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1991,1 993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1992 Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1992, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1993 Adam Glass 

Copyright ((3) 1993 by Sun Microsystems, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1994 Gordon W. Ross 

Copyright (c)1994 Winning Strategies, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (C) 1995, 1996, 1997, and 1998 WIDE Project. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 John S. Dyson All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Matt Thomas. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Matthew R. Green. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Paul Kranenburg 

Copyright (c)1996, 1997, 1999, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1996, 2000 Christopher G. Demetriou. All rights reserved. 
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Copyriaht (c) 1996,1999 bv Internet Software Consortium. 

Copyright (c)1996-1999 by Internet Software Consortium. 

Copyright (c)1997 Jonathan Stone and Jason R. Thorpe. All rights reserved. 

Copyright (c)1997 Christos Zoulas. All rights reserved. 

Copyright (c)1997 Manuel Bouyer. All rights reserved. 

Copyright (c)1997, 1998 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997, 1998, 1999, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1997, 1998, 1999, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1997, 1998, 1999, 2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1997, 1998, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1997, 1998, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997,98 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (C)1997-2000 Sony Computer Science Laboratories Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1997-2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998 Todd C. Miller <Todcl.Miller@courtesan.com> All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 1999 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1998, 1999, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 1999, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1998, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1999 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (C)1999 WIDE Project. All rights reserved. 

Copyright (c)1999, 2000 Jason L. Wright (jason@thought.net) All rights reserved. 

Copyright (c) 1999, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1999, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1999, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2000 The NetBSD Foundation, Inc. AN rights reserved. 

Copyright (c) 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2000, 2001, 2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2001 The NetBSD Foundation, Inc. AN rights reserved. 

Copyright (c) 2002 The NetBSD Foundation, Inc. AN rights reserved. 

Copyright 1998 Massachusetts Institute of Technology. All rights reserved. 

Copyright 2001 Wasabi Systems, Inc. All rights reserved. 

Portions Copyright (c)1993 by Digital Equipment Corporation. 

Portions Copyright (c)1995 by International Business Machines, Inc. 

Copyright (c)1983,1989 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 by Internet Software Consortium. All rights reserved. 

Copyright (c)1980, 1986, 1989 Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1988 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1992, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1994 Christopher G. Demetriou. All rights reserved. 

Copyright (c)1997 The NetBSD Foundation, Inc. AN rights reserved. 

Copyright (c)1999 The NetBSD Foundation, Inc. AN rights reserved. 

Copyright (c) 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Gardner Buchanan <gbuchanan@shl.com> All rights reserved. 

NetBSD カーネルの一部には、上記のバークレー形式ライセンスとは多少異なるライセンスが提供されています。 
詳細については、 Net 目 SD カーネルのソースコードを参照してください。 

Net 目 SD 力ーネルのソース〕ードは NetBSD CVS Repositories 

(http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/) から提供されており、この製品には次のデイレクト U にあるソー 

スコー ドの一部が含まれています。 

http://cvsv\/eb.netbsd.o「 呂 /bsdweb.c 呂 i/src/sys/ke「n/ 

http;//cvsv\/eb-netbsd-o「 呂 /bsdweb.c 呂 i/src/sys/net/ 

http://cvsv\/eb.netbsd.o「 呂 /bsdweb.c 呂 i/src/sys/netinet/ 
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• この製品は NetSNMP ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 
-… Part 1: CMU/UCD copyright notice: (BSD like) …… 


Copyright 1989, 1991, 1992 by Carnegie Mellon University 
Derivative Work -1996, 1998-2000 

Copyright 1 的 6, 1998-2000 The Regents of the University of California 
All Rights Reserved 

Permission to use, copy, modify and distribute this software and its documentation for any purpose and 
without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appears in all copies and that 
both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the 
name of CMU and The Regents of the University of California not be used in advertising or publicity 
pertaining to distribution of the software without specific written permission. 

CMU AND THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA DISCLAIM ALL WARRANTIES 
WITH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL CMU OR THE REGENTS OF THE 
UNIVERSITY OF CALIFORNIA BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECTOR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM THE LOSS OF USE，DATA OR 
PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS 
ACTION, AR に ING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF TH に 
SOFTWARE. 


—-Part 2: Networks Associates Technology, Inc copyright notice (BSD) —— 

Copyright (c) 2001 -2003, Networks Associates Technology, Inc 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 


* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of the Networks Associates Technology, Inc nor the names of its contributors may 
be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written 
permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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-… Part 3: Cambridge Broadband Ltd. copyright notice (BSD) …… 

Portions of this code are copyright (c) 2001 -2003, Cambridge Broadband Ltd. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

that the following conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* The name of Cambridge Broadband Ltd. may not be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDER ''AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT ， INCIDENTAL, 
SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 

ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

- Part 4: Sun Microsystems, Inc. copyright notice (BSD) — 

Copyright © 2003 Sun Microsystems, Inc., 4150 Network Circle, Santa Clara, 

California 95054, U.S.A. All rights reserved. 

Use is subject to license terms below. 

This distribution may include materials developed by third parties. 


Sun, Sun Microsystems, the Sun logo and Solaris are trademarks or registered trademarks of Sun 
Microsystems, Inc. in the U.S. and other countries. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 


* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of the Sun Microsystems, Inc. nor the names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 


Ml 






13. -胁厦報 


FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA，OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) AR に ING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


また、この製品には次の告知およびライセンスを含むソフトウエアち含まれています。 


Copyright 1988, 1989, 1990 by Carnegie Mellon University 
Copyright 1989 TGV, Incorporated 

All Rights Reserved 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and 
without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that 
both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the 
name of CMU and TGV not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software 
without specific, written prior permission. 

CMU AND TGV DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE，INCLUDING 
ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL CMU OR 
TGV BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY 
DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN 
AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR 
IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 


• この製品は Net 目 SD ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 

/*- 

* Copyright (c) 1990 The Regents of the University of California. 

* All rights reserved. 

* 

* This code is derived from software contributed to Berkeley by Chris Torek. 

♦ 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

* that the following conditions are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 

* following disclaimer. 

* 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 

* the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 

* promote products derived from this software without specific prior written permission. 


*THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY 

* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

* DIRECT INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

* ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

* (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

* SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

V 
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• この製品は Net 目 SD ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 

r 

* Copyright (c) 1989 The Regents of the University of California. 

* All rights reserved. 


* This code is derived from software contributed to Berkeley by Tom Truscott. 

♦ 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

* that the following conditions are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 

* following disclaimer. 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 

* the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 

* acknowledgement: 

* This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its 

* contributors. 

*4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 

* promote products derived from this software without specific prior written permission. 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 

* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

* DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

* ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

* (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

* SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

V 
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• この製品は Net 目 SD ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 

r 

* Copyright (c) 1987, 1993, 1994 

* The Reaents of the University of California. All riahts reserved. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

* that the following conditions are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 

* following disclaimer. 

* 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 

* the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 

* acknowledgement: 

* This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its 

* contributors. 

* 4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 

* promote products derived from this software without specific prior written permission. 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 

* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

* DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 


* LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

* ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

* (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

* SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

V 

• この製品は Net 目 SD ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 


/*- 

* Copyright (c) 1990, 1993 

* The Reaents of the University of California. All rights reserved. 

* 

* This code is derived from software contributed to Berkeley by Chris Torek. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

* that the following conditions are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 

* following disclaimer. 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 

* the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 

* promote products derived from this software without specific prior written permission. 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY 

* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

* DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE, DATA，OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

* ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

* (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

* SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

V 
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• この製品は ACMELabs が開発した th けがソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用し 
ています。 

Copyright 199 日， 1998,1999, 2000 by Jef Poskanzer <jef@acme.com>. 

All riahts reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

• この製品は Net 目 SD ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 

/*- 

* Copyright (c) 1990 The Regents of the University of California. 

* All rights reserved. 


* This code is derived from software contributed to Berkeley by Chris Torek. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

* that the following conditions are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 

* following disclaimer. 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 

* the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 
*3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 

* promote products derived from this software without specific prior written permission. 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 

* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

* DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

* ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

* (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

* SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

V 
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• この製品は Net 目 SD ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 

/*- 

* Copyright (c) 1990 The Regents of the University of California. 

* All rights reserved. 

* 

* This code is derived from software contributed to Berkeley by Chris Torek. 

♦ 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

* that the following conditions are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 

* following disclaimer. 

* 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 

* the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 

* promote products derived from this software without specific prior written permission. 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY 

* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

* DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE ， DATA，OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

* ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

* (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

* SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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• この製品は Net 目 SD ソフトウェアを含んでおり、次のライセンス条件に基づいて使用しています。 

r 

* Copyright (c) 1989 The Regents of the University of California. 

* All rights reserved. 

* 

* This code is derived from software contributed to Berkeley by Tom Truscott. 


* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 

* that the following conditions are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 

* following disclaimer. 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 

* the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 

* acknowledgement: 

* This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its 

* contributors. 

*4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 

* promote products derived from this software without specific prior written permission. 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 

* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

* DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

* ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

* (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

* SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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• この製品は MD4 および 日 penSSL プ□ジェクトによって開発された 日 penSSL ソフトウェアの DES を 含んで 
おり、 SM 目プ□トコ ル 認証にて使用されます。また、 日 penSSL ソフトウェアは次の用語とライセンス条件に 
基づいて使用されています。 

LICENSE ISSUES 


The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of 
the OpenSSL License and the original SSLeay license apply to the toolkit. 
See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style 
Open Source licenses. In case of any license issues related to OpenSSL 
please contact openssl-core@openssl.org. 


OpenSSL License 


/* *==================================================== 

* Copyright (c)1998-2000 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

♦ 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

* modification, are permitted provided that the following conditions 

* are met: 
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1 . Redistributions of source code must retain the above copyriaht 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in 

the documentation and/or other materials provided with the 
distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this 
software must display the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project 
for use in the OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to 
endorse or promote products derived from this software without 

prior written permission. For written permission, please contact 
openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" 
nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written 
permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following 
acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project 
for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)" 


* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY 

* EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES ， INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 

* IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 

* PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR 

* ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 

* SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 

* NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

* LOSS OF USE, DATA，OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) 

* HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 

* STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 

* AR に ING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED 

* OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com). 


Original SSLeay License 


r Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

* All rights reserved. 

♦ 

* This package is an SSL implementation written 

* by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 

* The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL 
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* This library is free for commercial and non-commercial use as lona as 

* the following conditions are aheared to. The following conditions 

* apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, 

* lhash, DES, etc., code ： not just the SSL code. The SSL documentation 

* included with this distribution is covered by the same copyright terms 

* except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

* 

* Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in 

* the code are not to be removed. 

* If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution 

* as the author of the parts of the library used. 

* This can be in the form of a textual message at program startup or 

* in documentation (online or textual) provided with the package. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

* modification, are permitted provided that the following conditions 

* are met: 

* 1.Redistributions of source code must retain the copyright 

* notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

* notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 

* documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* 3. All advertising materials mentioning features or use of this software 

* must display the following acknowledgement: 

* "This product includes cryptographic software written by 

* Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

* The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library 

* being used are not cryptographic related 

* 4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from 

* the apps directory (application code) you must include an acknowledgement: 

* "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

* 

* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND 

* ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 

* IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 

* ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 

* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 

* DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 

* OR SERVICES ： LOSS OF USE ， DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

* HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 

* LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) AR に ING IN ANY WAY 

* OUT OF THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF 

* SUCH DAMAGE. 

* 

* The licence and distribution terms for any publically available version or 

* derivative of this code cannot be changed, i.e. this code cannot simply be 

* copied and put under another distribution licence 

* [including the GNU Public Licence.] 

*/ 


• JPEG 

このソフトウェアの一部は Independent JPEG Group の研究成果に基づいています。 

• libtiff は 、 Sam Leffler が S 川 con 白 raphics 社に在職中に作成したソフトウェアです。 
Copyright ( C ) 1 988-1997 Sam Leffler 

Copyright ( C )1991-1997 Silicon Graphics , Inc . 
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• zlib は、 Jean-loup Ga 川 y および Mark Adler が作成したライブラ U です。 
Copyri 呂 ht(C) 1 目目己 -2 日日己 Jean-loup Gailly and Mark Adler 
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14.1 索引 

# #101日付と時刻： 24 
#1日2名前登録:み/ 

#103ファクス番号登録：么5 
#110表示言語： 74 
#12日ダイヤル切替: 20 
#121フック時間： 74 
#124 TA / スプ U ッタ： 74 
#147長さ単位の選択： 75 
#1己3カラーパスワード： 75 
#155パスワード変更； 75 
#1己8 メンテナンス時刻： 75 
#1已目全機能初期化76 
#161呼び出し音； 76 
#1目己ビープ音； 76 
#204発信者番号表示設定； 79 
#210ファクス呼出回数； 76 
#212ファクス/電話無鳴動呼び出し音回数： 79 
#21巨着信メモ U - 自動印刷： 76 
#289電話帳項目の全消去： 79 
#380標準カセットの用紙サイズ： 76 
#382増設カセットの用紙サイズ： 77 
#383標準カセットの用紙種類： 77 
#38已増設カセットの田紙種類： 77 
#390 U ストおよびレポート印刷田の給紙カセッ 
卜設定77 

#401通信結果レポート； 56 79 
#402通信履歴自動印刷； 56, 79 
#403節電モードタイマー： 77 
#404手動受信モード： 79 
#411海外通信モード： 79 
#412タイマー送信：ぶ} 

#413 ECM 通信選択： 6口 
#41目接続音確認； S り 
#418最大ファクス速度；ぶ} 

#41目メモ U —送信モード： S 7 

#420送信先確認； S 7 

#421直接ダイヤル制限：が 

#422直接ダイヤル再入力； S 7 

#423ダイヤルトーン検知： S 7 

#432自動縮ル印刷： S 7 

#434 U モート受信コード： S 7 

#436ファクス/電話呼び出し音設定： S 7 

#437 メモ U —受信警告：が 

#438親切受信：が 

#440ファクス用給紙カセット設定；於 

#442 PC ファクス設定；始 

#443 PC ファクス受信； 26 

#44已原稿台ガラス U —ガル読取り送信： 82 

#448見てから印刷機能：が 

#4已〇 Web 見てから印刷アクセスコード：が 
#4已1ファクス受信通知： S 3 
#4已2ファクス自動 E メール転送： S 3 
#4已9ファクス機能初期化： S 3 
#460コピー巧給紙カセット設定： S 5 
#4日1初期値のコピー読取画質： S 5 


#462読取濃度保持： 7 S 

#463初期値操作モード： 7 S 

#464モードタイマー： 78 

#467ページレイアウトイ呆持： S 5 

#4己8ズーム設定な持： S 5 

#469ソート設定な持： S 5 

#470両面印刷設定保持： S 5 

#473ェッジ設定保持： S 5 

#474フレームホ白： S 5 

#475ホ白設定な持： S 5 

#480ドラム清掃；口3 

#482トナーセーブ： 75, 7 S 

#484カウンター表示： 7 S 

#485全体濃度調節：？日口 

#486シアンの濃度調節： 7日日 

#487マゼンタの濃度調節： W 0 

#488イェローの濃度調節： W 0 

#489フラックの濃度調節： W 0 

#493スキヤンモード： 89 

#494スキャン設定保持： S 9 

#495白黒スキャン：が 

#已00 DHCP モ ー K : 90 

#已01 IP アドレス： 9日 

#已02ヴブネットマスク： 9日 

#已03デフオルトゲートウェイ： 90 

#已04 DNS ヴーバー#1: 9日 

#已〇已 DNS ヴーノ（一# 2: 90 

#507 7シン名： 9日 

#已08 MAC アドレス： 9日 

#532承:認済みユーヴー: 97 

#已吕吕 Auto IP ： 91 

#已吕4 HTTPD : 91 

#已吕已 IPv 目プ□トコル； 97 

#538プライマ U — WINS サーバー： 97 

#539セカンダ U — WINS サーバー： 97 

#己6己スキャン toE メール印刷機能の給紙カセット 

設定：游 

#578 E メールアドレス全消去：游 

#669ダイレクトプ U ント巧給紙カセット設定： 93 

#672表示順； 93 

#673表示モード； 93 

#760 PCL 給紙カセッ h ; S 6 

#762 PC し EP 而 IJ 音数： S 6 

#763 PCL 巧紙サイズ； S 6 

#764イメージ U ダクシヨン： S 6 

#76己 PCLEP 而リ方向： 86 

#766 Wide A 4 対応：旅 

#767 PCL 行数： S 6 

#768フオントソース； 87 

#769 PCL フオント番号： S 7 

#770フオントピッチ： 87 

#771シンボル設定； S 7 

#772 CR / LF / FF : 87 

#773自動継続； 57 

#774データタイムアウト； S 7 

#77已白黒ページ検出 ； SS 

#776 A 4/ LTR 代替印而 IJ : SS 

A A 4/ LTR 代替印刷（機能#77目 ）： SS 
Auto IP (機能#己吕吕）； 97 
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D DHC 巧ード（機能#己0 0) 

DNS ヴーバー#1(機能#己0 4) : 90 
DNS ヴーノく一#2 (機旨目#己0己）: 90 

E ECM 通信選お（機能# 413) : S り 
E >< -ル アドレス U スト： 7 お 
E メール アドレス全消去（機能#己 78) : が 
E メールサーバー 情報： 47 
E メー ルの条件 （ SSL 例外）： り 5 
F FTP ヴ ーバー 情報： 94 
FTP サーバー U スト； 巧 3 

H HTTPD (機能#己 34) : 97 

I 1ド乂6プロトコル（機能#己3己）： 97 
IP アドレス（機能#己 01) : 9り 

L LAN 機能： 9 口 

M MAC アドレス（機旨目#日日 8) : 90 
Multi-Function Station ソフトウエア 
アンインストール： 2 S 
インストール： 26 
起動: の 

〇 OCR ソフトウエア： 43 
0 HP フィルム： 35 

P PCL 

CR / LF/FF (機能# 772) : 87 
PCL フォントま号（機能# 769) : 87 
PCL 行数（機能# 767) : 86 
Wide A 4 対応（機能# 766) : が 
イメージリダクション（機能# 764) : S 6 
シンボル設定（機能# 771) : S 7 
フォントソース（機能# 768) : 87 
フォントピッチ（機能# 770) : 87 
印刷部数（機能# 762) :が 
印而りち向（機能#7己已）：が 
給紙カセット（機能# 760) :が 
用紙サイズ（機能# 763) : 86 
PCL フォント U スト： 7 お 
PC ファクス受信（機能# 443) :が 
PC ファクス設定（機能# 442) : が 

S SD 力ード：？ 日？ 

印刷： 3 S 
挿入：：/日7 
イ呆存： が, 66 

SMB フォルタ ー U スト：： /お 
T TA / スプ U ッタ（機能# 124) : 74 

W Web 見てから印刷アクセスコード（機能#4已〇): 
83 

ア印刷 

£メールの添付ファイル： 4? 

FTP サーバー : 4 日 
SD 力ード： 3 S 
特殊用紙： 35 
両面36 

エッジ設定な持（機能# 473) 

エラーメッセージ：？口な77日 
オプション自動両面印字 ユニット ： 7 日 4 
オプション増設 カセット： 7 か/ 


オプション八ンドセット：■/日2 
音量の 

力 お外通信モード（機能#41 1) : 79 
カウンター表示（機能# 484) : 7 S 
カラーテス h : 733 

カラーパスワード（機能#1已 3) : 75 
機能設定： 73 
機能設定 U スト： 7ぉ 
基本機能： 74 
給紙カセット設定 
PCL (機能#760 ) : 86 
コピー(機能# 460) :が 
スキャン toE メール印刷（機能#已己已 ） ： 92 
ダイレクトプリント（機能#己己 9) :の 
ファクス（機能#44 0) :の 
U ストおよびレポート（機能#39 0) : 77 
原稿サイズ: 27 
原稿台ガフス： 27, 4なが 
原稿台ガラス U —ガル読取り送信（機能#44己）： 
82 

□ ピ ー :が 
N イン1: 57 

N イン1機能（分割）：が 
イメージ U ピート： 57 
力-ド〕ピ-: 57 
スーし'' 49 
製本印刷： 53 
ソート： 50 
試しコピー: 51 
ポスター: 51 
予約：が 
両面が 
コピー機能： S 5 

コンピューターからのプ U ント機能： S 6 

サ 最大ファクス速度（機能# 418) : S 口 
再ダイヤル： 55, 58 
サブネットマスク（機能#已 02) : 9口 
自動継続モード№#773) : 87 
自動原稿送り装置:の, 49, 56 
自動縮ル印刷（機能# 432) :の 
自動消去（機能# 449) :が 
自動両面印字ユニット（オプション）：■/ル/ 

手動受信モード： 63 
手動受信モード（機能# 404) : 79 
承認済みユーヴー(機能#已 32) : W 
初期値操作モード（機能# 463) : 78 
初期値のコピー読取画質（機能# 461) 

初期値モードタイマー(機能#4日 4) : 7 S 
白黒スキャン（機能#49己）：が 
白黒ぺージ検出（機能# 775) : SS 
親切受信（機能# 438) :の 
ズーム設定保持（機能# 468) :が 
スキャン toE メール印刷： 47 
スキャンモード（機能# 493) :が 
スキャン機能： S 9 

スキャン設定な持（機能# 494) :が 
清掃： 130, 131,132 

セカンダ U - WINS ヴーバー(機能#已 39) ; 97 


] 已3 





14. 索引 


接統 79 
LAN : 19 
USB: 27 

接続音確認（機能# 416) : S 日 
節電モードタイマー(機能# 403) : 77 
全機能初期化（機能# 1 已 9) : 76 
送信先確認（機能# 420) : S7 
増設カセット： 7口4 

増設カセットの用紙種類（機能# 385) : 77 
ソート設定な持（機能# 469) : が 

タ タイマー送信（機能# 412) : 80 

ダイヤルトーン検巧（機能# 423) : が 
ダイヤル切替（機能# 120) : 20 
ダイレクトプリント 
給紙カセット（機能# 669) : の 
表示モード（機能# 673) : 93 
表示順（機能揽 72) : 93 
ダイレクトプ U ント機能： 93 
着信メモ U -リスト（機能# 216) : 76 
直接ダイヤル再入力（機能# 422) : S 7 
直接ダイヤル制限（機能# 4 乙 1) :の 
通信結果レポート（機能# 401) : 56 . 79 
通信履歴レポート（機能# 402) ; 5 氏 79 
詰まり 
原稿：：/29 
用紙：： 

ディスプレイメッセージ： バ日 
停電； 122 

データタ イムアウト（機能# 774) : S7 
テストプ U ント： 733 

デフォルトゲートウエイ（機能#已 03) : 9日 
電源スイッチ： 2口 
電話帳： 57 
登録： 57 

ファクス送信： 58 

電話帳項目の全消去（機能# 289) : 79 
電話帳 U スト： 733 
同報送信： 59 
同報送信登録 U スト：：/お 
登録 

電話帳： 57 
同報送信： 59 
トナーカート U ッジ''" 

トナーセーブ（機能# 482) ; 巧70 

トナーの寿命： 735 

ドラムカート IJ ッジ： バ 

ドラムの寿命： 735 

ドラム清掃（機能# 480) : 733 

ナ 内線電話： 63 

長さ単位の選択（機能# 147) : 75 
名前登録（機能# 102) : 24 
ネットワーク機自目： 94 
濃度調整 

イエ□-(機能# 488) : 7日日 
シアン（機能# 48 巨）： W0 
全体（機能# 48 己）；：/ 日日 
ブラック（機能# 489) : 7日日 
マゼンタ（機能# 487) : 7日日 


A 廃トナーカート U ッジ： 70 

廃トナーカート U ッジの寿命： 735 
はび击36 

パスワード（機能#1已已 ） ： 75 
発信者ま号通知 
かけ直し： 77 
登録：口 

発信者ま号表示設定（機能# 204) : 79 
八ンドセットユニット（オプション ） ： 7の 
ビープ音（機能#16已 ） ： 76 
日付と時刻（機能# 101 ): % 

表示言語（機能#1 10) : 74 
ファクス機能： 79 

ファクス機能初期化（機能#4已 9) :が 
ファクス自動 E メール転送（機能#4已 2) :が 
ファクス受信 
コンピューター: 69 
自動： 62 
手動： 63 
表术： 65 

ファクス受信通知（機能#4已 1) ;が 
ファクス専用モード： 62 
ファクス送信 

コンピューターファイル： 60 
手動：が 
電話帳： 58 
同報送信： 59 
メモ U — けら'' 56 
ファクスま号（機能# 103) : 25 
ファクス呼出回数（機能# 210) ; 76 
ファクス/電話無鳴動呼び出し音回数（機能 
#212) ; 79 

ファクス/電話呼び出し音設定（機能# 436) :の 
封簡が 

フック時間（機能#121): 74 
プッシュスキヤン： 42 
E メール： 43 
E メールアドレス44 
FTP サーバー: 44 
OCR ： 43 
SD 力ード：が 
SMB フォルダー: 45 
ビューァ ー: が 
ファイル： 42 

プライマ U-WINS ヴーバー(機能#已 38) : 97 
プルスキヤン： 46 
スキヤンアプ U ケーション： 46 
ビューアー: 46 

フレームホ白（機能# 474) ;が 

マ マシン名（機能#已 07) : 9口 

ちてから印刷機能（機能# 448) :の 
迷惑ファクス防止： 6 S 
メモ U - 受信警告（機能# 437) :の 
メモ U —送信： 56 

メモ U - 送信モード（機能# 419) : S 7 
メンテナンス時刻（機能#1已 8) : 75 
文字入力： 9 S 

ヤ 用紙76 


] 已4 






用紙サイズ 

増設カセット（機能# 382) : 77 
標準カセット（機能# 380) : 76 
ま白設定保持（機能# 475) : S 5 
呼び出し音（機能# 161) : 76 
読取画質： 4な55 
読取濃度な持（機能# 462) : 7S 

ラ ラベル紙： 35 

U ストとレポート（機能# 390) : 77 
U モート受信コード（機能# 434) 
両面印刷設定な持（機能# 470) :が 
留守ま電話： 67 

レイアウトイ呆持（機能# 467) ;が 
レポー h 

E メールアドレ义口 3 
FTP ヴーバ ー: 7お 
PCL フオン h: 733 
SMB フォルダー: 7お 
カラーテスト： 733 
機能設定： 733 
着信メモ U—: 7氏733 
通信結果： 56, 79, 7 W 
停量：/の 

テストプ U ント： W 3 

電話番号： 733 

同報送信： 6日 

同報送信登録： 733 

ファクス通信履歴： 5氏79, 77口，733 




◎ Panasonic System Networks Co., Ltd. 2010 
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